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野笹遺跡のある美濃加茂市は、木曽川、飛騨!日が合流する、開けた金地です。」

には、縄文・弥生・さ墳時代などの遺誹がたくさんあり、古くから人間む営みがな

された場所でした。また、東LLJ道や中山道が通る場所で、交通の嬰所でした。

野笹遺跡は、木曽川の誌とりの段丘上にある遺跡です。このたび、一般国道 248

ため、遺跡を現状のまま残すことができなくなったため、発掘調査を

実擁しました Q

の発掘調査によって、縄文時代、弥生時代、吉墳時代、中世の住居跡や建物

跡がたくさんの遺物とともに見っかりました。縄文時代では、表構豊かな土偶、千

点を超える打製若斧などが出土し、当時の生活の一部を覗くことができました。弥

生時代では、東日本で最さとなる遠費川式士器の出土や、松菊里型類似住居や蛮棺

の検出等、当時この地域の中心的な集落がここに帯在していたことがわかりまし

た。古填時ftでは、 24軒もの往居跡が密集して挨出され、中世の、幅約十mの大溝

にJI r原石をひいた配芯遺構は、全国的に見でもあまり例のない貴重なものです。

なお、本報告書が刊行されるまでには、岐阜県可茂土木事務所や、美濃加茂市、

美濃加茂子持教育委員会、遺跡周辺の住誌の皆様から、終始多大なご援助、ご協力を

賜りました。深く惑謝申し上げますc

平成12年12月

財開法人 岐阜異文化財保護センター

理事長報部卓郎
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l 本書は較第県英濃加茂市野量密Iに所在する野議選鉢 (1岐車県遺誌番号21211…08845)の発掘調査
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て感謝の意を表する次第である。〈敬称略・

井川祥子石対日出王宮、お累立入 i今堀信雄宇野議夫遠藤邦彦大熊茂弘岡本盛久

小野善硲可児光生金子鑓ー河合君近後藤常明性藤由紀男鹿野勘次城ヶ谷和広

鈴木正嚢角南聡一郎出ili奇博之中野E喜久永井宏挙野口哲塩原田幹

藤捧長話藤根久富鞍鍵苅森勇一渡辺博人薬科哲嬰
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9 本文中の座標法国土座標 き、方位は産探北を表している。

10 士投び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄(1996)r新版標準土色絵jによる。
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第 1章発掘調査の経緯

第 l節調査に至る経緯

第 1節調査に主る経緯

本遺跡は、美濃加茂市野笹町2丁目に所在し、木曽川の低位の河岸段丘上に位置する。木曽川の低

{立の河岸段丘は5面確認されているが (鹿野 1990)、2番目に低いL4面と 3番目に低い L3面に

当たる。

当追跡の発掘調査は、岐阜県土木部(現 基盤整備部)による国道248号道路改良工事に伴うもの

である。道路建設予定地は、周知の遺跡である裏迫間追跡や中宮迫跡などの縄文時代の遺跡や神明堂

古墳や塚弓古;墳が付近にあり、追跡の分布街度の濃い鴎所であった。また、 美濃加茂市教育委員会に

よる遺跡、分布調査により、野笹町一帯が遺跡である可能性が高い場所であることがわかっていた。そ

のため、平成7年度に岐阜県教育委員会が道路予定地を試掘したところ、縄文時代中期!と晩期、中世

の良好な造物包含庖を確認した。よって、新発見の追跡として野笹追跡と命名された。岐阜県土木部

から岐阜県教育委員会が委託を受け、 当センタ ーが平成 8 ~1l年度に発掘調査を実施した。

。 2km 

第 1図遺跡位置図



2 第 u言発握調査の経過

第2節発掘調査の経緯と方法

発錨調査範囲誌、当初、 L4面の段丘上の8，500rrlを予定し、平成3年度に4，500rrl、9年度に弘000

nfの譲査を計挺していた。

平成8年疫の調査では、漬物・遺構が多量に出土して、当初調査対象外としたL3面の段丘にも遺

跡が拡大することが予想されたため、 L3面の段丘の方に500rrl調査言語績を増やし5，OOOnfの調査

識しfこ。

平成9年設は、調査一突す象地内にあった鶏設省i技阜間違工事事務所美濃加茂出張所の移転の関様で、

その部分後除外した1，500nfを調査する計画であった。しかし前年度調療面積を増やしたL3面の段

丘上にさFらに議跡が拡大することが明らかになったため、1，000 rrl縄宝壁画請を拡大して2，500

した。発掘調資面詰は合討7，500nfとなった。建設省l校単国道工事事務所美濃加茂出張所のあった部

分については、野控註区として平成11年度に発掘議査を行った。

議査区内は、国土座標に合わせて一辺8mの方形区画(グリッ判長設定した〈第 2臨〉。表土除

去の際に、調査区の東端が、最近の土採りのために破壊されていることが確認されたため、その部分

を犠外して東から 1--20、南からA--A'とした。語護区画の呼称は西北角の杭番号奇病いた。

調査は、馬辺住民の生活道路の娃保のため、 A--DO)調査区を設定した〈第2鴎〉。平成S年震は

A区と B区を、 9年度はC憶とD区の調査を実施した。

平成 7 年壌の試掘確認調査の結巣、遺構面が複数ある可能性が指檎されたため、 A~去の調査は、

機によって表土を除去し、以下はすべて入力で掘削した。その結果、中波・吉墳時代・縄文時代の遺

構面が確認されたが、それぞれの面と語の簡の課;きにあまり差が無く、ほとんど撃なっていることが

わかった。また、黄褐色砂り地山よりよ誌、遺構の埋土もまわりの土も同じ黒掲色土で判定Ijが難しい

ことと、遺構の数が多く撹乱された場所が多いことがわかった。これらのことからそれぞれり遺構屈

そ正薙に捉えることが閥難であると判醗されたため、 B区の霞損IJとD区は、増山近くまで重機によっ

て土を除去し、以下は入力で器削した。調査体制は下記の通りである。

調査部長

議選査次長

調査第3課長

担当調査員

調議捕助員

発掘作業員

整理作業員

白井 (平成8年度〉、山光教治(平成9--11年度〉

小木詩文和〈平成8年度入高橋幸仁(平成9年--11年疫)

市掠輝明(平成8-9学度)、議沼楼襲(平成10--11平度〉

千藤克彦〔平成8-11年震〉、松間千年(王手成8年度)

河村千寿(平成8-9・11非疫)

今詔一明、大坤節子、小掠るみ子、兼松賢三、 111上さだ子、木下昭事、古野やえ子、

調向年雄、鈴木智菜、鈴木吉輩、長谷川ビロ子、平野苔合子、吉岡タ紀子、

渡辺秋子、三輪輯一〈平成8--9年震)

宇野京子、河合多美子、 111撤幸子、斉藤富雄、新藤実誰、 一中属議、

中野背平、福田快彦、塘朗建子、古関隆雄(平成8年護)

林妙子、日比野紀子〈平成9都度)

今尾さち子、岩聞のり子、丹羽持枝、握手:浩(平成10-11年度)
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第2図調査区設定図

棚縞絹代、湯城盟美(平成10年度)

第 2節発tffi調査の経過と方法 3 

、く〉又
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小木曽美智、山田純子、掘 恵史奈(平成11年度)

平成8年度は、5月14円に調査始め式を行い、まずA区から調査に入った。

A区の調査は、 12月に終了した。8月までに、 上の黒褐色土中にある遺構(近現代と判明)の調査

を終え、地山である黄褐色砂の面上の遺構の検出を行った。 10月までに敷石迫構のある大溝以外の造

構の検出、掘削がほぼ終了した。 11 月 2H:1 に航空測量を行 っ た。 11月 30日には現地説明会を行 ~¥， 129 

名の見学者があ っ た。 12月は、敷石迫構の下にある自然:流路と段丘面の深掘り調査を行~\，その後埋

め戻しを行った。

B区は、 9月中旬から調査に入り、 平成9年3月末に終了した。野笹追跡の土は砂質土で掘削が容

易であるが、冬期は毎日のように霜柱が立つため、帰り上がった迫構が傷みやすいため苦労した。3

月 19 日 に航空拠l景を行~\， 3月27日に現場での作業を終了し埋.め戻した。

平成9年度は、4月15日からC区の調査を開始した。北側から迫構の検出と掘削を行った。9月に

は、遺構の検出はほぼ終了し、 10月からはD区の調査を併行して行った。11月13臼にC区の航空測量:

を行った。11月15日に 2回目の現地説明会を行い、132名の見学者があった。 D区は 1月上旬には迫

構検出をほぼ終了し、 1月21日にD区の航空測量を行った。そして1月30日にすべての現場作業を終

了し、その後両区とも埋め戻しを行った。その後は、整理作業を行った。
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第 2章遺跡の立地と環境

第 1節周辺の地形

野笹遺跡の所在する美濃加茂市野笹町は、美濃加茂盆地内に位置する。美濃加茂盆地は、木曽川と

飛騨川の合流地点から、加茂郡坂祝町で先行性河川となるまで、の東西約17km、南北約10kmの広がりを

持つ地域である。通称、太田盆地、可児盆地と呼ばれている。盆地の大半は主に木曽川が形成した河

岸段丘からなり、その背後は新第三紀の定高性丘陵である。さらに中生層の山地がその周囲をとりま

く形で存在する。盆地内の河岸段丘は、高位段丘2面、中位段丘2面、低位段丘5面に区分される。

第3図に、野笹遺跡周辺の地形分類と遺跡、分布を示した。地形分類は関・木村(1969)、水谷・原

(1983)、鹿野(1990)をもとにした。遺跡分布図の遺跡の範囲については宇野(1993) をもとにし

た 1)。

野笹遺跡のA-C区は、木曽川の現河床からみて 2番目に低い段丘上 (L4面)にあり、 D区は 3

番目に低い段丘上 (L3面)に位置する。野笹遺跡A-C区と木曽川現河床との比高は、約13mであ

り、 A-C区とD区との比高は約 3mである。

第 2節歴史的環境

これまで知られている美濃加茂市内の遺跡の多くは、低位既丘上と、中位段丘にあたる加茂野台地

上にある。近年、開発が高位段丘面に及ぶにつれ、従来知られていなかった場所で、新たに遺跡が発

見される機会が増えた。このうち、野笹遺跡の周辺にある低位段丘上の遺跡を中心に、時代ごとに概

観する。

旧石器時代の遺跡は、低位段丘上では確認されていないが、野笹遺跡の対岸の川合遺跡群では、ナ

イフ型石器、彫器等の旧石器の出土が報告されている。(可児市教育委員会 1994) 

縄文時代では、早期の押型文士器が牧野小山遺跡の狭間地点で採集され、これ以降晩期までの遺物

が採集されている。牧野小山遺跡の主体となる時期は中期後半で、大量な遺物と住居跡が報告されて

いる。

弥生時代では、尾崎遺跡、牧野小山遺跡、今遺跡等で住居跡が検出されている。美濃太田駅前の後

田遺跡では、弥生時代前期の遠賀川式土器の壷が出土している。本遺跡に隣接する亀淵遺跡では、弥

生時代後期~古墳時代初頭のパレススタイル土器が出土している。また、本遺跡の東に隣接する二ツ

塚遺跡では、弥生時代前期から中期の条痕文系土器が出土している。

古墳は、かつて後期の群集墳と思われるものが、美濃加茂市内各地で知られていたが、耕作や市街

化により大部分が失われた。古代寺院については、瓦が採集されたり、伝承が残る例があるものの、

いずれも正式な調査はされておらず実体は不明である。

中世の遺跡については、調査例が少なく今後の調査例の増加が待たれる。

1 )ここで示した遺跡の範囲は、過去の文献等をもとに線引きされたもので、現在滅失したものも含まれ、必ずしも

岐阜県や市町村で発行している遺跡地図とは一致しない。しかし、本遺跡と周辺の遺跡との関係を考える上でこ

の図は最もわかりやすいと判断し掲載した。
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6 第3章基本翠序

第3章基本層序

第1箆基本膳序

野笹遺跡、は、 2つの段丘にまたがるため、それぞれの段lI:で基本的麗序が異なる。そこで、 L4面

のA'B'C区と L3而のDIZむそれぞれで!麗i予の概要を述べる。

A.B・C震

基本的に 3騒が擁認できた。

1 J謹は畿二kで最も援立を受けているため、場所によって土の捧柏が興なる。

IIJ認と駆!語はともに黒褐生砂質土で、 m騒がやや黒いくらいの悲しかないため、分層が困難でもあ
る。本議議:は近現代の土坑が多いため、各患の持鶏について造物では判断できなかったc しかし、 H

ら中世後半以降の遺構が擁り込まれていることから、日!議護下は、中世後半以降の遺構検

出撹iであり、 Z暑はその時代の遺物恕合国と考えることができる。

漉!留は、直下もしくはその途中から古墳時代後期の詮罷跡が掘り込まれていることから、

後期の遺構検出面がこの中に存寂すると考えられる。

蓋麗の下が、明黄諸色の砂!議で、いわゆる f地山Jとなる。地出の砂層辻、流路の誌など鉄分む沈

着が多い場所ではにぶい紫哲そ呈するところもある。関然減蕗がある部分では、 1草!濯の下にその護土

が存在するO 地山随一tが、縄文中期から弥生時fえの遺構の検出題となる。

第4図の土層閣を兇るとわかるように、理}警は局際的にしかなく、霊層がない場所では豆j習にも中

世後期より吉い遺物が含まれている。また、縄文時弐中期後半から現代に宝る多くの選講・擾乱があ

るため、 しであるところはほとん しなし、。

号室

調査C去の北倒IJの13むの杭付近の土騒を第4留に訴した。 D区では4}欝確認したが、 E層、 N層はD

区の中央当たりに局所的にしか存政しない。大部分の場所では、表土と燃褐色品、鷲土の豆層のみで、

すぐドはぷぶい黄色砂の「諮11Uとなる。 nJ議が弥生時代後期~中i設の遺物包含麗であるが、こ

ほど薄くなり、北鱒ほど摩し」これは、 F再開に段丘躍があるため、流水が段丘患の方に

流れてしまうため、浸食されて薄くなったと考えられる。

ここも、豆層重下、すなわち地出盛上が弥生時代から近現代の趨構検出語となる。

第2節遺跡の基盤の層序

A'B'C区において、鹿山Jとした萌黄褐色砂層より下に議物包含層があるのかを磯認するた

め、グリッドの3列で段ほ灘緩まで堀り下げ、 した。その結果、地山鹿上から 2mもの砂

の堆覆があることがわかった。結果的に地表かち 4mの大トレンチとなり、この瀦跡の性棒を考える

上で重要な知見がいくつか得られたので報告する。また、これらについての は、 6 詳述す

る。

設丘磯簡よより出土した縄文土器

トレンチそ搬期する擦に、 3F付近の段礁の臨上から縄文土器が4 した (404-407)。



K 』" G F E D c B 
'‘ 

A・s.ctil;

海後(m)

73-

71 

7Z-

吋J 汁i吋ヘ/ωJ
A・8・CI{t明
I : ?..5YII3-yリープ嶋色仲間1.1:小4パ吐剖""崎健同色伸"'''$6
U :UYJZ."邑砧....邸，2.5)'3ハ男同色仲'"
・2討、w側.・a.，.I .""I~ (，，'圃刊、.る・‘Il'・相前静
b : t.5す刻2喰同色'とき抗5/割問".色柑'.01J( ~ ~J t:令すい軍燭色町静慣l 川晴1.'11)
~ : 1.5Y・11蝿帳色骨旬 L ~へIr(はど喝，，~・す 11唱 が司時》
d :商よ町草れt・かい骨と鴎ぃ伸1)tJl!"~ )静W . >I<Il.ll輔司砂. 縦静"と岨帥"がある
ぞ 2寵z.鴎、に!5 二ぷLJ;;町健司紗唖W L J ~ていて崎い
f :人覇k、Il抽冊舟崎両砂町W Cltt<唖刷

70 

69-

68一一

砂聖聖地風成2制聞と
水成地械の
司直界

縄官民鉱層
之11化の見ら
れる11

膚

町
.
.
.
 
圃
晴

目
由
同
園
田

悔
鴨
者

8
素
晴

HS
ま
長

金l

3選 ~

.. .' .... ヲ吋吋幅

、.}-;_-s}~，'そん
、、町~ :I~叫

d今φ;?~
、正、 ぃ，" ~ H 404 

ク

d刺

Ol~ 1.柵
f :UY・n咽11<1町色秒帽 f1.11 f ) 
11:2日:'311掴嶋色砂帽Jt2.剖312・R・邑f'"興組位置:16
JD : Z-SVZ内電車色I.(M"")向U:U¥"1司・邑t
Ii : Z.5Yt/'写リープ・色骨胃1 (~'tIt."'"畠曙3..山:tSY6'・にぷ‘・8・色申

13U 

7S.Zm _ー一、4一一一-
二二ご士"プー-11 一ーー一

一一一一一二!ii: __  
崎山 一一

D区

砲、，A・e.c区、O区土層図

。【如、

!!141m 

。



8 第 3章基本層序

器はいずれも小片であるが、ローリングはほとんど受けていない。時期は特定するのは難しいが土器

の厚さや縄文の形状から中期に属する可能性が高いと思われる。

砂礎堆の発見

トレンチの南側、 A-C区にかけては、砂層でなく砂醸層の堆積であった。この砂傑層は、北側の

砂層と比べて大変しまっていて硬し、。この砂醸堆が地山を構成しているため、本遺跡の東南端では、

遺構の底面が砂醸層であった。

A.B・C区の微地形は、南側の木曽川に近い方ほど高く、本区の真ん中あたりが一番低くなって

いる。そのため現在の用水路の水は、直接木曽川の方に南流しないで木曽川と平行に西に流れて、支

流の加茂川に注いでいる。

仲迫間遺跡の報告(岐阜県文化財保護センタ- 1994)に掲載されている岐車大学梶田教授による

段丘面区分図によると、ちょうど野笹遺跡の南側の、建設省国道維持出張所から西の二村化学岐車工

場にかけて微高地が形成されていることがわかる。この微高地を形成しているのが、砂磯堆である可

能性が高い。

この砂離堆上も含めて地山直上では、砂層のみで離が自然状態では存在しない。そのため、地山直

上で擦があった場合はすべて人為的なものと考えて良い。

土壌化層と風成層の発見

砂醸堆より北側の砂層では、中にやや黒い帯状の層が2層観察された。これは、この砂層が、土壌

化により植物質の有機物が混ざった層と考えられる。そこで上のb層を土壌上層、下の c層を土壌下

層と呼ぶことにする。この土壌下層について、 1B-C区のトレンチで採取した試料について C14年

代測定を行ったところ、 4，420士130yrBP(B C2470年)(PLD-157)という結果が得られた。

土壌化層が存在するということは、この層が生成されたのは水中で、なく陸上であったことを物語

る。土壌上層の上や、土壌上層と下層の聞のa層の砂層は、土壌化層との聞に不整合が見られないこ

とからこれも陸上での堆積と考えられる。この a層の粒度組成の分析結果からも風成堆積であること

が示唆されている(第5章第 2節)。それに対し、土壌下層の下のd層は砂の粒子の淘汰が良くない

ため、水成堆積(この段丘面が木曽川の河床であった頃の堆積)と考えられる。

褐鉄鉱層の分布

褐鉄鉱(リモナイト)は微細粒~土状の鉄鉱物の集合体である。低湿地の遺跡では、俗に 11:こかす

こぞう」と呼ばれる植物根のまわりにできるものを見かける。この遺跡では、地山上やその下の層で

板状で硬くなったものが主にA・B・C区で観察された(写真図版75)。褐鉄鉱は地中に含まれる鉄

分が雨水等によって溶けて移動し、土層や地下水の境界等に集積してでき、水の流動が大きい場所ほ

どできる褐鉄鉱の量は多い 1)。第4図の褐鉄鉱層の分布を見ると SD7・NR1・NR2の下をとり

囲むようにあり、これらの溝や流路の水の流動が大きかったことがわかる。

褐鉄鉱の分布の有無を調べることで、遺構が水っきで使用されていたのか乾燥状態で使用されてい

たかを特定できる可能性がある。

1 )遠藤邦彦 日本大学教授のご教示による。



第 4章遺構と遺物

第 1節遺構と遺物の概要

(1 ) 時期区分

第1節遺構と遺物の概要 9 

本報告では、記述の便宜上、時期区分を第 1表のようにする。各時期の遺構、遺物の有無をOで示

した。

第1表野笹遺跡の時期区分

野笹 遺構 遺物 時期 土器型式による細分

1期 。 咲畑・醍醐 12)船元・里木V3)加曽手IJE II 4) 

2期 。。縄文時代中期末期 咲畑・醍醐E 加曽利Eill

3期 。。 咲畑・醍醐E 加曽利EIV

4期 。縄文時代後期 称名寺5)~加曽手iJ Bヘ福田K II 7)~緑帯文系8)

5期 。縄文時代晩期 9) 
6期 。弥生前期 遠賀川 10)

7期 。。弥生中期前葉 朝日

8期 。弥生中期中葉 員田町

9期 弥生中期後葉 高蔵

10期 。。弥生後期 山中

11期 。。弥生終末期 欠山・廻間 I

12期 。。古墳時代前期
13期 。。古墳時代後期11)
14期 。。古代
15期 。。中世前期 山茶碗第 3 型式~6 型式ω

16期 。。中世後期 山茶碗第 7 型式~11型式

17期 。。近世・明治期



10 第4章遺構と

出遺構の概要

本遺鉢では、竪穴{主民芸品，31軒、掘立柱建物跡4斜、議 l基、議42条、敷石遺構と躍水施設のある大

溝が l条、ピット・二七坑が約L500基検出されたむそのうち、時期がわかるものについて提要を述べる。

なお遺講の番号は、 A・8・c区とD院で る段丘面が異なるためそれぞれで 1番からつけ、

D区の土意識については最初にD区と表記した。

それぞれの瀦講を便宜上アルファベット

住居跡 :SB 援立柱建物跡、:SH 議 :SZ

槽列 :SA 壊物集中撞点 :SU 性棒不明遺靖 :SX

した。それぞれ

書 :SD

は次の通りであるO

ある大溝:S 1ミ

ピッい二上坑について誌両方とも過し

にSKと表記した。

つけ、ピットの場合 に?を、土誌の場合は最拐

2期でi之、竪穴住居跡が l軒とどットと土器集護 (SU)が数慕捻出された。もう l軒縄文時代の

控居跡と考えられる議構が検出され

?期では、竪穴桂居跡が l軒と土器機墓 CSZ1) 1 ピット・士坑が数基検出された。また、

この時期に存在したと患われる臼黙読路 CNR2・4)から、土器が良好な技態で大愚に出土した。

10期では、 D院から務大役屈跡、が3軒検出された。

11期では、竪穴住賠勝が i軒検出された。

12甥では、土坑 1慕が噴出された。

13期では、竪穴住閥跡、が24軒換出された。 A'B・c区からで、
されたにもかかわらず、 D区にはこむ時期

14期では、二日五 1基が検出された。

く見られなかっ

にわたって検出

15期は、明らかにこの時期と考えられるのは、敷石遺構と取水施設のある大溝であるO また、 D区

の東関で耀敷の区画議と考えられる溝が検出された。

16鶴は、大部分の、溝や、ピットがこの時鶏になると思われる。撞立柱建物や禰到などが検出されて

いる。

17期は、近世の土坑と明、治期の道路の暗渠が検出されている。

他に、近現代の芋穴や肥料の貯議等に使用されたと考えられる土坑が大量に検出されている。

(3) 遺物の概要

第2表各遺物の溝構期議土点数

UJ茶碗土師資血須恵器 弥生土器縄文土器灰勧陶器土姉鍋 ご仁銭

393 34 87 1045 479 1089 
P.SK 816 551 3364 149 130 136 1698 1170 
SD 503 821 1792 88 68 82 965 314 4 

NR 9903 86 999 69 141 59 5774 15100 

その他 579 632 2082 137 1告i 220 775 498 

グリッド 6442 1782 15100 628 897 658 8637 6249 45 16 8 

総計 18502 3905 23730 1105 1514 2200 18328 24420 49 16 8 
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本遺跡から出土した遺物の総数は、 93，700点あまりである。その種類と出土位置別点数を第 2表に

示した。ここで示した遺構出土の遺物の中には、明らかに混ざり込んだものと考えられるものもかな

りの量存在する。そのため、必ずしも遺構に伴うものばかりではなし、。各遺物については、第3節で

解説する。

注)

1 )各遺物の分類や編年観について次の方々からご指導・ご教示いただいた。(敬称略、五十音順)

井川祥子、石黒立人、内堀信雄、岡本直久、小野善裕、小野木学、春日井亘、川瀬実浩、

城ヶ谷和広、中野晴久、永井宏幸、成瀬正勝、野口哲也、藤沢良祐、藤田英博、三島 誠、

宮腰健司

2)泉 拓良(1988)咲畑・醍醐式土器様式.縄文土器大観3中期II. 小学館

3)泉 拓良(1988)船元・里木式土器様式.縄文土器大観3中期II. 小学館

4)鈴木保彦・山本輝久(1988)加曽手IJE式土器様式.縄文土器大観2中期1.小学館

縄文時代中期末の土器については他に次の文献をもとにした。

末木 健(1988)曽利式土器様式.縄文土器大観3中期II. 小学館

三上徹也 (1988)唐草文系土器様式.縄文土器大観3中期II. 小学館

5)中島庄一 (1989)称名寺式土器様式.縄文土器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

6)西田泰民(1989)堀之内・加曽利B式土器様式.縄文土器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

7)玉田芳英(1989)中津・福田KII式土器様式縄文土器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

8)泉 拓良(1989)縁帯文土器様式.縄文土器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

9)次の 3つの文献をもとにした。

泉 拓良・山崎純男(1989)突帯文系土器様式.縄文士器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

中島栄一・渡辺朋和 (1989)浮線網状文土器様式.縄文士器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

南 久和(1989)北陸晩期土器様式.縄文土器大観4後期・晩期・続縄文.小学館

10)弥生土器全体については、愛知県教育委員会(1994)朝日遺跡V土器編を参考にした。

11)土師器:内堀信雄・井川祥子(1996)美濃における古代士銅器煮炊具の様相.第4回東海考古学フォーラ

ム「鍋と蜜そのデザインJ東海考古学フォーラム尾張大会実行委員会.

須恵器斉藤孝正・後藤健一(1995)須恵器集成図録第3巻東日本編.雄山閣.

12)山茶碗:藤沢良祐(1994)山茶碗研究の現状と課題.研究紀要第3号.三重県埋蔵文化財センター

古瀬戸陶器:藤沢良祐(1996)中世瀬戸窯の動態.古瀬戸をめぐる中世陶器の世界~その生産と流通~資

料集.瀬戸市教育委員会(財)瀬戸市埋蔵文化財センター

大窯製品:藤沢良祐(1986)瀬戸大窯発掘調査報告書.瀬戸市歴史民俗博物館研究紀要V.

常滑饗:中野晴久(1994)赤羽・中野「生産地における編年についてJ.全国シンポジウム「中世常滑焼を

おって」資料集. 日本福祉大学知多半島総合研究所.

土師質皿:井川祥子(1997)15世紀後半から16世紀前葉の土師質皿一中濃地域を中心として一.美濃の考

古学第2号

小野木学(1997)美濃地方における中世前期の土師質皿の様相.美濃の考古学 第2号

中国磁器類:小野正敏(1985)出土陶磁より見た15・16世紀における画期の素描. MUSEUM No目416

横田賢次郎・森田 勉(1978)太宰府出土の輸入陶磁器についてー裂式分類と編年を中心にして一.九州|

歴史資料館研究論集4.

13)それぞれの編年の対応は、小野木 学(1997)第2節遺構・遺物概要.堀田城之内遺跡.岐阜県文化財保

護センター第30集をもとにした。



12 第4章遺構と遺物

X 

。310
@ W 。23

ー一一一ーー-19 
。 5m 

ー第5図遺構全体図(1)



第 1節遺構と遺物の概要 13 

2dぷ
内正、，

n

@

2

e

 

弓

ζ

217 
@ 

も
2~ 

。
@ 

時中

勺!
喫ミミ

人'}II-r-、
ト こイ

ト撹乱
トヴ

にす

穐ミiJ
@ 

;駐日 、

D区SHI

17 
W 

18 

16 

。

第6図遺構全体図(2)



S 

R 

U 窃

川
仰
川
以

区

怪色

14 

遺講と遺物

ト
〉、
冷

吋

ご《ベT?-__ 
イiw 人 I'I'?--..，._
一 人下

N ， J J人 F ト下、

、丸、1.. ， 、丈そλ ~ '~ 

V 〈JUγ 、¥へ J
、， 人 かく乱 、ヂ

¥:/ 'i て
て V
、ど込I '1 

弘、1..I '1 

b区ト之、.J.-L I I LY  
にと叫恥九 ~凶~-

4 

かく乱

14 

V 

議お h
5m 14 

遺備会体詔(3)第7閉

15 



。
41 

U 

。63

T 

12 

第8図遺構全体図(4)

第 1節遺構と遺物の概要 15 

摩鞠

R 

。 5m 



16 第 4章遺構と遺物

956 

。

区ら
14 

850 
@ 851 。

ト
'
ム
'
ノヘ

第9図遺構全体図(5)

5m 



l捺 選講と遺物の概要 17 

1259 

立寸ミ!?80

4 
寸

l持 11 fAJイB予J仇 50 02 

8 7 

、ハ

4
γ

ト
ト
下
下
下

h
'
 

k
p
 

下
下

車
'

~灘
下

野

下
h
r
 

h
J
 

下
下

、
戸

、ハ
ト
下
下下

ト
ト
下

も

L

J

J
内

Y
A
-
-
「

ヤ

司

ザ

イ

今

4
4
4
ィ
ィ

fAA-

?
 

h
r
 

下、

渠

干

:

鵬

噌

v、

汁

ム，r
n

b

 

d
r
t

ム

d
λ
'
r
ト
ト
ト
ト
与
ト
レ
ミ

r
3
d
t
 

2 

/gmo 
o二イご
/660iY77 

IQ 11 

第10図遺構全体罰(6) 5m 



18 第4 濯機と遺物

も

完中

。
第11患遺構全体罷(7)

340 ~轟
@ 

志~ 0258 

337 。

ωz時 80335
9 

し

と5
「

5m 

K 

J 



」

84  

「

@500Jl 

4ρ 

1@ 28| 

#1 
8 

。

@498 

492 
495 。
@ι493 

4goL 

@ 

510 
0 

♀ 3~ @ 。
384 
385 

l~} (j 
7 

第12図遺構全体図(8)

第 l節遺構と遺物の概要

。 @ 
@ 

484 

窓

.)外3 @ 

d 
6 

。

19 

⑮ 

986 
@ 

し

J 

456 。
「



20 第4章遺構と遺物

@ 
し

m
O
K
m
d，
〈

也
ー
グ

Cry

i

蜘

O
川

附

a
@術
館

幻

喝

K 

J 重注

。。。
。SB7 1σ31 。
8 。ミー。dJ 

F千平
4 寸 5 

。(φ67
1185{ζゴ}一

第13図遺構全体図(9)
5m 



9 

毘b

第14間違構全体倍(10)
。

第 1節遺構と遺物の機要

177 fiJ) 

人
人

人
λ 一一郎
oti75 
..(，. y 

176 、l-J.Y

答。78
7 
l許q訟
@'83 

φ184 

5m 

H 

G 

F 

E 

21 



22 第4章遺構と遺物

国

η
M
U
閣

T
 F

ト
ト

._____，_ー=さ=三J
~-62176 

@ 
、夫、

。
。。 S824 

。 。日 H 

」 。472
@473 

G 

。
@ 

X:-62192 

γ
 
U
F
 
L
 
4
 

4
 

，t
 

k
 

@ 主二62200

@ 

q 
石室
E 

。 187 。

ヘs 191 
@ @ 

~90 
5 

Y:-11396 

Yー 11380「6 4 
Y:-11388 

。
第15図遺構全体図(11)



第 1節遺構と遺物の概要 23 

」
戸、ー

/、、、

/ 
/ 
l 

/ 
/ 
/ 

H 

、、
、、
、

SB28 I 

、
へ
‘
ペ
寸
寸
↓
寸
V

/

M

品

、F

〉

ー

で

〉

T

i

L

 

ア

柱

え

ア

電

!

リ

ー

ナ

'
I

T

〈 。。
。。

~97 1⑤信 7
G も

F 

I@~I 

I~ 

。14
(f，T'5 

E 

3 

ト
ト
抗

、
ハ
堀

↑

試ど
ヌ 了T

l
i
 

アナナアT
 
T
 
T

l

 

Tト

「 2 

第16図遺構全体図(12)
5m 



24 第，4章遺構と遺物

lぬ1mlミ193
\二 @"~98血
は勾宵9 寸94

@190 

6 

~42 

Y:-11388 4 

第17図遺構全体図(13)
。

Lト 62208

D 

一-X:-62216 

一-X:-62224

B 

一-X:-62232 

A 

Y:ー 11380

5m 



J 

Y:-11372 

Y 試掘抗λi
y 入
、< y 
て〉〆

" ぺト
。ト

1節議講と遺物の概要 25 

F X:-62208 

ト
ト

と-X:-62216
ト

ト

ト

イ間: C 

自
53 ヒ-X:-62224 
ヤ

ヤ

匪も
惇主「

8 

ミペ:-62232

A 

ヤ

。 5m 

第18部遺構全体諮(14)



26 第4主主 遺構と遺物

第2節遺構と遺物

(1) 2 ~ 3期のi盤機

S B 1 4 

6 J区 。平面形 円形 ・主総方位 ? ・規模(m) 長窪 4.5 短径 3.8

・時期 2期

A.B.C区のほぼ中央あたりで検出した。覆土が地山の議褐色診と酷{裂しているため、全体形を

とらえるのが層難であった。遺物の誌がりをもとに検出し

が跡、は、イ主居のほぼ中央で接出した。浅いくぼみ状で、石は使用していなし、。くぼみの壁面の南半

分が、少し浮く;焼けている。またこの部分の覆土にも:護士が少し含まれていた。

ピットは11橿検出した。そのうち P1、P2、P3、P4、P7、P8、P9は深さが 5-10cmで、

底の面が硬くしまっていた。また、 P10も横の轄に授い部分が見られた。これらおピット抵柱穴の可

能性が高いと思われる。またP12も深く撮りこまれており、柱穴の可能性が高い。

遺物は、床面よりもよ層の覆土からレンズ状に大壌に土器が出土する、いわゆる「吹上パターンJ

である。 4の鉢のみ床直上から出土している。埋饗等は見られなかった。出土したこ上器から、この住

居の時期は 2麗と考え主れる。

は、お鱗3)点 (19-21)、詫岩を痩用した剥片石器 l点 (26)、打欠在鍬2点 (23，24)、打製石

斧の折れたらの 2点、破片と思われるもの 2点、{吏用般のある

が出土した。

3点 (22，25)、まIJ片2点の計11点

S B 1 6 

・位置 l1K区 ・平面形不明 ・主軸方註不明 ・規模(m) 不明

-時期 2-3期?

石囲みの!炉の部分だけ検出した。両端には、 13期のSB15、SB17、SB22がほとんど接するよう

に存存する。そのため、 SB16の掘り込みや床面等は、再IJ平されてほとんど残っていないと考えられ

る。これらの往居等で検出したピットの位設をEまると、炉のまわりそ富むようにまわるピットも

る。これらのピットのいくつかは、 SB16の柱穴になる可能性がある。

炉は、議窪約90cm、深さ約30憾の穴に、長窪が20-50cmの大きな河原石 5f富を穴の周屈を開むよう

に並べて作られているo ，炉の誌の砂議士が壌けで若手くなっており、炉芯にも熱そ受けて破損した跡が

兇られる。

遺物は、炉心付近で黒曜石製の{更用痕のあるま5片 (27)がl点出土しているが、 は炉穴の中

からも出土.していない。しかし炉の形態から縄文時代のものと考えられる。詳しい時期はわからない。

SUl 

調査長の南端の lA杭付近から機出された土器集積である。直接約40cmの範留に土器片が集中して

まっている。その周辺でも土器が分散して出土するが、後世の撹乱によって原役蹴を保っていない

と考えられるO 土器片の集中する部分に、掘りこみ等は見られなかっ

は、 2{障体の破片があった。どちらも 2-3鶏の土器である。
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b:Z.5Y5/4黄詩毛色砂号室土。燦げて赤化している。
c.2.5Y5/4葉溺色紗貧土。

炉跡， PI.....PI2l= 71.5m 

PI -
吋こ:aニニア

P2 
叫に3ニァ
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""'Caコ「

P4 
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やら

て工ア

P7 
刊に高二ア

P8 
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P9 
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_ PI2 ~. 

SB14 ど、ソト土緩
a:2.5Y 6/4'こぶい災15砂(池山妙と(，;Jじ15.lI理}に2.5Y4/2時氏主変色砂質土がま豪2cm
くらいでま桂状にi隠さfる。
b:2.5Y 4/30t 1)ーブ褐f5砂貧土

V 
。

第四罰 5814実測鴎 一一
2m 

-ー副

SU3 

調査援の北東端の 1F杭付近かふ検出された土器集讃であるo 1個体の穣片のみであった。土器の

文様や形態から 3期のあのと考えられる。

P413 

8K区のSB 10の南側で検出された。長経約50舗、短密約40cmのやや捕時をしたピットで、深さは

ま農山面から約40俄である。まから縄文土器と打製石斧が出土している。 f患の時代の遺物は出土してお

らず、縄文時代に揖られた可能性が高い。
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第20図 S814遺物出土状況

P 1056 

4 GIX:のS827の問聞のピットと市なって検出された。径約35cmの円形のピットで深さは地山師か

ら約70cmと深い。.i:ll物は、約40cmの深さから縄文 1:慌の深鉢の底部 1点が出土している。また、地山

rujから約20cmの深さから拳大の川機が8J点、ほど!.sIIIして出土している。

S K 1185 

3 1区で検出された。n然流路NR2の北側の岸にあたる位置である。ほから 2期の深鉢の破片 l
点、が111上している。
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(2) 7期的漬構

S 827 

・位置 4G区 ・平面形 絹円形竪穴の期毘に柱穴をめぐらせる 0

・3三軸方位不明 ・規模(m) 長径 3.7 短詩 2.5

構内形の竪穴の中央に深さ約50cmの深いピットがあり、緊プての問囲を取り関むように11備のピット

がある。期間のピット培、どれも深さが検出面から10-20叩と桟く、底が丸い。この平詣形から、中

央に中心となる支柱を建て、竪穴り局間のピットから中心の支柱に向けて梁をめぐらせた構造む住居

であったと推定できる。

が跡は見つからなかったが、覆土から土器や石器のf也、 a焼けて赤化したこぶし大の擦が出土してい

る。出土した土器から時期は7期と考えられる。

SZl 壷棺墓

6 J区から 1基のみ検出された。後世の3つの土坑やピットに…部が壊されている。そのため、試

っきりしない点もあるが、直窪約80憾の円形の穴に大型の壷を直立させて置いている。 深さは地LU面

から約60cmである。壷措のr:tlこは砂護士や土器片が入っていたが、脅等の確認はしていなL、。畿の内

側のほぼ中央あたりから、誌の条披文系壷の上半部が伊j立した状態で出土している。この土器は議結

伴うものと考えられるが、後世の撹乱によって原註震から動いている可能性があり、もともと

の中にあったのかは不明である。

壷織に使われた大型壷の日縁等や中に入っていた中型嚢の調・底部の披片は、表桔慕を切っている

3つの土坑や付近の包含層から出土している。特にSK365から破片がバラバラの状態で大量に出

している。大型壷は口縁全体の約半分ほどの破片が見つかっているが、口縁部と下部が明惑に接合す

る笛所は見られなかった l)。

こり豪相の時期は、壷の頭部の横線がに条壌によってつけられていることから 7期と考えられる。

1 )奈良大学大学院 角南聡一郎民のご教示によると、この時代の索棺墓は盗の口縁部与を害!って蓑としてかぶせる例

が多いという。口縁部の破片が多く兇つかっているのに接合筒所がないことは、この奇襲柁も[]縁部を蓋としてい

る可能性を示していると思われる。

S K381 

8K区から検出された。長径1.8m、短後1.1mの楕円形を呈する。深さは機出面から20cmほどで、

底は平らで壊は急に立ちとがる。覆土から弥生土器む披片がバラバラの状態で出土している。

P851 

下の調査区む西端の14N区から検出容れた。口径約30cm、j来さ約30cmのどットで、護士の中程から

弥生土器の聾の底部の破片が出土した。出土した破片は 2観体あり、どれも成部しかない。この期辺

で弥生土器の出土する逮捕は他になく、包含層からもほとんど出土していない。

S K 1189 

4 1区から検出された。自然流蕗NR2の北側の岸辺にあたる。長径1.3m、短窪0.7mの構円形

で、底は深さ約30cmと浅く、 rE:の新酉形は丸いお椀形をしている。遺物は弥生土器が議士の上方から

中程にかけてパラパラに出土している。細かい鍍片がほとんどである。
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も:2.5Y4/2時沃黄色紗質土。去り嫌。

SK381 
a :2.5Y3/1蒸褐色砂壁壁土、上jjほとみ2.5Yl/2月号色iこ近くなり、下方
ほど2.5Y5/4賞者島色弱喫1:.1こ近くなる。
h :2.5Y5/4賞係色砂に黒色.tーが全体にうす〈ラミナ状に混じる。

SK1189 
a :2.5Y3/2蒸総1!!.土。均1(，
h・2.5Y2/1紫色土台、わずかに2.5Y6/41こぷい黄色紗や2.5Y3/1幾縞色上がj箆t!る。。
c :2.5Y6/41こぶい黄色紗iこ2.5Y3/1持謀総色土がiiざる。

SZl， SK381・1189，P851実演国第27関



，，
 
/

/

m

 

J

'

p

u

 

n
U
 

〆
'
/
 
/
 /
 /
 /
 /
 /
 /
 /
 /
n

 

/
 /
 /
 /
 /

 /
 
/

/

 

/
 /

 

S827 

fZ寄三ニーマ会 門

総ミFM 
1'~:会必~- l/ 

39 

'" >~雲ち:

法長手話1

議22

SZI 

¥ 

k 

第28図 5827，5Z1出土遺物

第 2節遺構と遺物 37 

Zデコ

5cm 

42 



ε
u
o
 

ι三二ごこ7:;:;e、a、n

-c::::二二二3

Cコ
u、〆/君

-(，~必

鞠

u) 

司自r
匂司F

ξ三ニコ 2
C:C:i ロ

dd 掛か
~吉

勝

てご二コ 出

〈ク志

織

てご二二三ロ

一句同町‘231iFD 

ト、a
(J) 

容
笥
吋
け
可
聾
司
吋

U
T
円相

~ 



2範遺構と遺物 語

S K392 

8 J区の近現伐の芋穴の穴の底から識的された。直箆40cm言語のやや楊円単をしたピットである。誌

から弥生土器片が出土しており、告の時代の遺物は出土していない。

(3) 10顛の遺構

む区SBl

. {立翼 19Z区 ・平崩形 方形 ・主軸方位 N…340…W ・規模(m) 4.9X3.3 

・語積(ぱ) 16. 1 .時期 10期

D区の西端で竣出された。異上に道諮遺構の溝が2 っており、撹乱等で一部壊されているが、

きれいな方形の佳告である。中央に炉のピットがあり、間角に粧穴と思われるピットが輪出された。

P4は、後世の道路議構の溝SD15の底から検出された。床は、投語のほぼ中央の炉のまわりに

艇化した部分が見つかった。貼り床と考えられる。

は土器片が住居跡、の沫や護士から出土している。出土し

盟、われる。

。区S日2

ら、この住患は10期のものと

・位置 19・20A' 、19・20Z毘 ・平面形方形 ・主軸方位民…110 E 

-規横(m) 4.5 x ? ・面積(rri) 不明 e時期 10期

住居の北鶴は説還をほ外にある。また南側の撃穴む沼は、後世の溝 (SD 16)とほぼ重なっている。

そのため全体形ははっきりしないが、方形の詑哲跡と考えられる。床面からはピットが4つ検出され

た。そのうちのP1、P2、P4の3つが柱穴と考えられる。全捧としては、護穴の間璃に 4つの柱

穴を持つ建物と考えられる。

京商のほぼ中央部におよそ40c思四方にわたって硬化した部分が検出されたo 掛らしきもむは議出

されなかった。

議物は、高土手の鋼部が l している。

。区SB3

18Y区 ・平語影方形 ・主軸方位 N…49
0…E

-規模(m) 3.7x ? ・面積(rri) 不明 ・時期 10諮

注践の南側の 1/4ほどが検出された。残りの部分は議室ま区外にある。検出された部分から考えて

方形の住聞になると考えられる。掲の部分からピットが検出されており、 D豆SB2やDじまSB3と

同じように麟穴の角に柱穴を持っと

床と考えられる。

られる。検出された床面のほぼ全面が喪くしまっており、貼

この住履からは、床面から完形の高杯 1)点、と饗1点がそのままの形で議れた状態で出土したほか、

パレス牽ロ縁2点、高拝2点、壷網部2点、鉢 1点、が良好な状惑で出土した。これちの土器は10期の

もむと考えられる。 lつの控居のわずか 1/4からこのように土器が大壊に残りの良い状態で出土し

たことから、この住民は特妹な性格を持ったあのと考えられる。
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74.8m、:::::=:::r
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2.5Y4 l武灰色砂n1:.均tt.

1'2 
2.5¥"4 21語版賞色砂ttJ:と
2.5Y5 3波III色紗賓土が純
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A A' 

D~SB3 ベルトセクシ ョ ン
a:必1:2.5Y4/3オリープ尚色紗t't1:. 
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ほ) 11期の議機

SBl 

・位置 3A思 ・平面形方影 ・

・面撞くrru 89.3 ・時鵠 11期

N -220 - E ・境模(m) 3. 5 x (2. 6) 

議査区の南端で検出された。南側の上部は近曹の溝SD26に窃られている。床面の4つの隅から径

20~25crnのピットが換出され、柱穴と考えられる。炉跡、等、球菌で火を使った壌諒は発見できなかっ

?こ。

竪穴の北壁沿ほぽrt央で、床面かる約20crn上に縦35c灘、議28crnのテラス状の硬化した部分が検出さ

れた。この部分は、黒色と議鴇色の地山と同じ訟が薄い磁を作り、大変硬L、明らかに人為的なも

のである。この部分が住賠が使むれていたときに伴うのか後世に埋没する過程で作られたのかは、テ

ラス状の部分台下の土と住読の護士がよく似ており、半IJ別ができなかったため不明である。

は、弥生時代末~吉墳時代前期の鉢がほぼ完形で出土している。そのため、この住踏の時期は

11踏と考えられるO

(5) 12期の選議

S K 1153 

3E区から総出された。土!言穫誌のためのトレンチにまたがって検おされたため全体形ははっきり

しないが、東西に細長い不定彰な形をしていると思われる。トレンチの土躍で確認すると、中世の敷

石遺構のある大溝に上が部王子されていることがわかった。ここからは、 S学状口縁台{守護 l個体が良

好な状態で出土している。それ以外の遺物は出土していない。

S81 

。 IOcm 

第34図 S81， SK1153出土遺物
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(6) 13期の遺構

SB2 

・位置 3Gほ ・王手顕彰方形 ・主軸方{な N…41" E ・規摸(m) 5.5x ? 

・面積(rrf) つ

平而プランを輪出する前に土器器や須磨、器の被片が大量に出土した。土器そ取り上げ、精査した際

にプランが捉え込れ、検出面から沫語まで桟かったことからこの住居の上部は後世に削平されている

可能性がある。

講義IJ半分はSD5に窃られていて残存していなL、。

竪穴の北東の側壁のほ迂中央に寵がある。運の東側の袖にあたる設関に践掻約20切の偏平な

が縦に立った状態で出土したが、識のレベルよりやや高い位置にあるため、この竃に伴うものでない

と判断した。竃の袖の芯として能われたと考えられる凝氏質砂岩が 1つ残っているO 煙道苦sは緩やか

に問んでいる。

沫酎からピットが5つ検出足されているO 大きさと註震から、P4とP6'ま柱穴である可能性が高いο

SB3 

・位置 7Hjg .平副形方形 ・主軸方位 N 20" E .規模(m) 7.1X6.4 

・語撞(rrf) 45.4 

規模の大き

るが明獲に柱穴と

南東の角で、

ある。床面は張つてなく、砂地で耐が挺えにくし、。ピットが間接換出されてい

るものは穫認できなかっ

に利用したと思われる被熱した軟もかな凝灰貿砂岩がまとまって出土したが、

その付近で壌土は検出されなかった。 強出のJt織にある SK328の南側の繁から、平たい河諜石が立

った状態で出土し、石の付近に披熱して本化したと患われる士が残っている令そのため、この生震の

竃は北側の側鰐のほ迂中央にあり、後曹の土坑SK328によって破壊された可能性が高い。また、こ

の平たい月原石は、竃の抽の芯として手IJ期されていた可能性がある。

遺物培、土師器や須恵器がパラパラに校居合床面から出土しているが換は多くないo

SB4 

8G区 ・平面形

・耐強(rrf) ? 

-主軸方註 N -620 - E .規模(m) 3.9 x ? 

住居のほiま中央をSDllによって切られている。また期間観IJは調資区外に出ているが、検出された

部分の形から見て方悲の住居跡と思われる。ピットはどれら浅く、深さは 5~lOcm程度である。 SD

11の肩に沿っていくつかのピットが検出されているが、どれも新宿形がすり鉢状で、 SDllに関認す

るものと考えられる。

f主患の北東部の側機中央に寵が作られている。袖部の芯の石と袖に渡したと思われる天井石が下に

落ちた状態で検出された。立柱石は発見されなかっ

遺物は、審の付近から土部器の聾 1個体が潰れた状態で出土している。

SB5 

6・7F.G区 ・平面形方形 ・主戦方法 N--450-W • 

・面積(rrf) 10.6rrf 

m) 3. 3x3. 2 
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住居の南東側は、 SDll・SK210・SK211・現代の土取り穴に切られている。

北西の側壁中央に竃がある。立柱石と左右の袖の芯の石、袖にかかる天井石が残っていた。立柱石

は円柱状の河原石を、袖の芯には平たい河原石をそれぞれ使用している。天井石は凝灰質砂岩が使用

され、袖石からはずれて落ちた状態で出土した。他の住居と比べて立柱石の位置が側壁よりも奥にあ

るため、竃だけ突出した平面形になる。

床面は砂地で張っていない。ピットが5基検出されている。

遺物は竃付近や北西の側壁に沿って士師器や須恵器が大量に出土している。

SB6 

・位置 9 J区 ・平面形方形 ・主軸方位 N -100 - E ・規模(m) 4. 2x4. 7 

・面積(nf) 19.7 

溝SD18や、 8つの近現代の貯蔵穴等の士坑が住居の上にあり、検出が困難であった。竃部分は、

袖石や袖の天井石がほぼ原位置上で検出された。近現代の貯蔵穴のSK296の下からも竃の袖石と考

えられる石が検出された。これらは、原位置をとどめていると考えられ、 SK296の底よりも深い位

置にあったものは、破壊されなかったものと思われる。

床面からは 3つのピットが検出された。このうち P2は竃のすぐ前に位置し、断面型が浅いすりば

ち状で黄褐色の粘土が残っている。そのため、竃を補修する等の用途に用いた粘土の貯蔵穴と考えら

れる。柱穴と思われるものは検出されなかった。

SB8 

・位置 9K区 ・平面形方形 ・主軸方位 N -280 - E ・規模(m) 4.2 x4. 2 

・面積(rrD 17.6 

住居のほぼ中央を、溝SD13が主軸方向に切っている。竃の袖石が立った状態で残っており、 SD

13が造られた時この袖石は破壊されなかったものと思われる。この袖石は、住居の側壁とほぼ同じ位

置にあり、袖石が原位置をとどめているとすると竃の部分が住居から突出する形になる。掘方を見る

と竃の部分が側壁より約40crn前方に突出する形になり、突出した竃を持った住居と考えられる。

床面からは 8つのピットが検出されたが、柱穴にあたると思われるのはP1のみで、他は不明であ

る。

遺物は、土師器片が住居の覆土からバラバラの状態で出土している。

SB9 

・位置 8・9L.M区 ・平面形方形 ・主軸方位 N -330 - E ・規模(m) 4. 6x4. 4 

・面積(nf) 20.2 

住居の中央を南北の主軸方向に、 SD13と現代の撹乱(通水管跡)が切っている。そのため、竃の

部分が破壊されて残っていなかった。わずかに焼士と考えられるものが残っている。住居の中心部に

4つのピット (P2.P4. P6. P7)が正方形の形に検出され、柱穴と考えられる。 P1は貯蔵穴の可

能性がある。

遺物は、土師器の警が覆土からバラバラに出土している。また、 SD13の竃の位置付近で土師器の

聾の破片がまとまって出土している。
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SB7 

・位置 5 1区・平面形方形 ・主軸方位 N-4
0
-W  ・規模 (m) 6.5 X6. 5 

・面積 (rrf) 42.3 

B区と C区にまたがって検出された。住居の南半分は、覆土と判別が困難な自然流路NR2の黒褐

色砂質士に掘り込まれていたため、 B区では南側のプランがうまく検出できなかった。

壁溝を持つ住居で、北側と東側の溝ははっきりしている。南側は一部で検出された。壁溝を持つ住居

は、野笹遺跡の今回の調査ではこの住居のみである。

床面から11個のピットが検出された。そのうち 9個が柱穴と考えられる。柱穴は東側に南北に 4つ

の柱穴がほぼ一直線に並ぶ。西側は三つの柱穴があり、真ん中の柱穴 (P10)がやや住居の内側に位

置する。また、竃の焚き口の前にやや小さいピットが左右に一対あり、これも柱穴と考えられる。

竃に向かつて右側にあるやや大きめで深いピット (P1 )は貯蔵穴と思われる。竃の前には、やや

大きめで断面形がすり鉢状のピット (P3)がある。ここには粘土が残っており、粘土を貯蔵するピ

ットと思われる。

竃には袖石や立柱石がほぼ原位置と思われる位置で検出された。竃の土層セクションでは、袖石の

外側に接した埋土が両側とも熱をうけていないため、袖石の側面には粘土等が貼っていなかったと考

えられる。立住石は、ほぼ袖石の中央付近に位置しており、この竃には天井石はなかったものと思わ

れる。煙道部は平面形がU字形で、側壁の中段あたりから掘り込まれて造られている。

遺物は、竃の立住石付近から小型の土師聾がほぼ完形で出土している。

S B10 

・位置 7KL・8KL ・平面形方形 ・主軸方位 N-9
0
-W  ・規模 (m) 4. 7X4. 3 

・面積 (rrf) 20. 2 

住居跡のほぼ中央で貼り床が検出された。ピットは11基検出された。そのうち P4・P7・P10・

P 13は柱穴と考えられる。竃の前の左右にある P2・P5も柱穴の可能性が高い。竃部分は石が抜き

取られ、焼土がわずかに残っているだけであった。石の抜き取り痕は見つからなかった。煙道は平面

形が長方形で、側壁のほぼ中央あたりで掘り込まれ住居の後ろに伸びている。煙道の形態や、竃前の

柱穴の位置など、 SB7と共通する特徴が見られる。

遺物は竃跡付近から土師器の聾の破片が出土している。

S B 11 

・位置 8・9KL ・平面形方形 ・主軸方位 N-27
0
-E ・規模 (m) 5.1 x6. 0 

・面積 (rrf) 30. 6 

SB8とSB11に切られる形で検出された。また、 SK544・517・479・481といった近現代の芋穴

跡や、 SD18やSK578やP526・531などに切られている。また、小型重機による土取り穴の撹乱も

入っている。

竃部分は石の境まで士取りの撹乱があるが、石を避けて土取りしている様子が見られるため、石そ

のものは原位置を保っていると思われる。両側の袖石がほぼ完全に残っており、袖石の上に乗る天井

石も割れてはし、るがほぼ原位置と思われる。袖石も天井石もやわらかな凝灰質砂岩を使用している

が、西側の袖石に一点だけ平たい川原石を使用している。立柱石は検出されなかった。竃の内部から
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たくさん 出土した。これらは、識の廃棄の際、ここに捨てられたものと思われる。

理道部分は綾壊されていてどりょう になっていたかわからなし、

床面から 8つのどットが検出された。そのうちP2・P5・P8が註穴になるものと考えられる。

柱穴の記蓋か込考えて、{住居の需割にもう一つ柱穴があった可能性が高いが、 SB 12と切り合った部

分にあたり噴出されなかった。

P 7辻、断面を見るとどットの底に粘土の震が浅いすり鉢状iこ見られ、粘土の

る。粘土の層は2層見込れ、平面プランでも 2つのピットが撃なり合っている

かち、一度作り直しされているものと官、おれる。

S 812 

8K ・平面形 万形 ・主軸方位 N-34
0
… E ・規模 (m)4. Ox3. 5 

(rr:O 14.0 

と考えられ

dtLること

SBllの詞東部を拐っている。中近世~現代の土坑(芋穴?)のSK479・SK508が、住聞の北側

を拐っているが、この土読む誌は、 までは達していなかっ

蓄基は、北東側の鎖壁のほぼ中央に役罷し、袖石と立柱石が残っている。そのうち東到の袖石は、

位置になく、技居のほば中央に散乱して検出された。西側の袖石は、奥の部分にやわらかな緩援護品、

岩があり、焚き口に近い部分に丸く平たい川原石が密れた状態で

た。:煙道は、鍔堅震の底から立ち上がり後方に緩やかにく迂む。

した。天井石は検出できなかっ

床面から辻、 のピットが検出できた。そのうちP3 • P 13は柱穴になると思われる。 P14は寵

に向かつて右奥に位躍し、控穴に比べてやや大きいことから貯議穴と思われる。ここからは、床面か

らやや下がったところで、土師器の小型斐がほぼ完形で出土した。この護は底だけ矢援しているO

P15は、竃の焚き日のすぐ前にあること、断面形がすり鉢技で浅いこと、 Eまから粘土が出土してい

ることなどから、

遺物は、 P14から

S 813 

の粘土ピットと考えられる。

識が出土しているほかは毅片がバラバラに出土している。

8H .平面形方車? ・主軸方位お 280 E .境摸 (m)不明

(_rrf)不明

{主語の北東端のみ輸出され、的の部分は謁査区外にある。新しい土坑のSK293やSK389に切られ

ている。特にSK293に往居の角をと切られているため、北の関壁しか検出されなかったのしかし、竃器

分とごと飾部片が、大量に出上していることから住居跡と認定し

は、調遊誌の壁の部分で検出されたため、焼土と されただけ

などはわからなかった。煙道については、側犠の底から立ち上がり、後方に緩やかにくぽむ彩のもの

と思われる。

S 815 

・位醤 10・llK.L .平面形方彰 ・主軸方位 N-50 E ・規塊 (m)6.0 x ? 

・面積(rrr)不明

ちょうど西半分だけ検出された。東鶴にはSD16があり、地出の高度がSD16に向かつて下がって
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いる。それで、 は挺平されてなくなったものと られる。

竃がある住居で、北離の劉壁に竃があったものと

残されていなし、住踏の中央のやや北西あたり

られるが、書IJ平されていてそれらしい痕跡は

じった土とともに、 したとみられ

る焼けた凝灰岩が出土している。

床面からはどットが13基検出された。そのうち P3・P6・P9・P10. P 11 は柱穴である可能性

が高L、。ただこれらを柱穴とすると、配鐙に規則性がみもれなL可。

遺物は、土自信器片が散らばって出土しており量も多くない。

S B 17 

11K .平面形方形7 ・主結方{立 N -280 - E • (m)不顎

( rrl)不明

S B18・22を切る形で検出された。北側のfJ!IJ壁のほぼ中央と思われる位置に、竃に使怒していたと

られる柔らかな凝灰質砂岩が球記上に散乱した形で検出された。これらむ石の付近に議があった

と思われるが、壌土や糟道等は新しい土坑 (SK749)もあり、わからなかった。床面からはピット

iま検出できなかった。遺物あ士部器の聾の破片が若干出土しているだけである。

S 818 

-註置 11・12L • 

・面詰 (rrl)不明

方形? ・主軸方位 災… 70-W ・規模 (m)不明

SB17・22に切られている。北側の側壁部分のみ検出された。検出された側壁のほぽ中央に暁けて

赤化したと患われる土が毘られ、寵に使用されたと兇られる焼けた凝民質砂場の破片が出土してい

る。しかしSK640があり、寵む大部分は披壊されていると皆、われる。沫語ではどット等は換出できな

かった。

S 819 

11・12L .平面形方形・

( rrl)不明

N-24
D

-E ・ (m)生6x不明

S B20に鵠られた形で投出された。織は:lt{l!1jの樹壁上にあったと恕われるが、ちょうどSB20によ

って1;lJられて磯壊されており していなL、。

くの薪しい時代の土坑やピットに明られているが、床面上で 6つのピットが検出できた。そのう

ち P2~5 は深さがどれもおよそ括部で住居の中で四角くつながり、柱穴であると思われる。 P6 は

ほぼ中央に泣罷し、やや大きめのピットで断面形は設いすり鉢状になっている。中から

土が出土しており、粘土の貯蔵穴であると考えられる。

遺物は、土師器の議の毅片がわずかに出土しているのみであるc

S 820 

・位置 11・12M .平面彰 方形 ・主事政方設 N 660 - W .規模 (m)4. 8x4. 5 

・面詰ぐnf)21. 6 

S B19を明っている。西側は新しい時代の溝SD14に明られている。

蓄は、両側の融の石が原位置で立った状態で出ことし、中心からは立住石が同じく立った状態で議出

された。;開道は{filJ竪かちわずかに後ろにくぽむ形状をしている。床面から誌4つのピットが換上ちされ
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た。そのうち P1・4・9は、深さがどれも40cmくらいで底は平坦にならず、断面形が尖った形をし

ている。これらは柱穴と考えられる。 3つの柱穴は住居の角のやや内側に位置しており、新しい時代

のピットである SK729tこも柱穴があったとするときれいに正方形に柱穴が並ぶことになる。そのた

め、 SK729の位置にも 4つ目の柱穴があった可能性が高い。

P 6は住居のほぼ中央にあり、柱穴よりもやや大きく浅いすり鉢状の断面形であることから、粘土

の貯蔵穴であると思われる。

遺物は床面上に土師器の聾の破片が散在して出土している。

S 821 

-位置 10・11M ・平面形方形 ・主軸方位 N -230 - E ・規模 (m)4.8X?

・面積 (nf) つ

段丘崖の近くの11M・10Mで検出された。ちょうど自然流路NR4の真上にあるため、当初、プラ

ンは見えなかった。近現代の芋穴であるSK732の脇から士師器が良好な状態で出土し、住居の南西

角が検出されたことから住居跡とわかった。北側は現代の暗渠に切られ、南東側のほとんどが重機に

よる新しい撹乱に壊されてしまっている。

出土した土器から竃を持った住居であると考えられるが、現代の暗渠によって壊されている。柱穴

は、中央部から 4本検出された。重機によって壊された部分からも柱穴の下方の部分が検出されたo

S 822 

・位置 11L ・平面形 方形つ ・主軸方位 N -240 - E ・規模 (m)不明

・面積 (nf)不明

S B 18を切り、 SB17に切られている。北と東の側壁の一部が検出された。北の側壁のほぼ中央部

に焼けた土があり、竃がそこにあったと考えられる。しかし竃の東半分は、新しい士坑SK654によ

って破壊されている。竃部分には、焼けて赤化した土が集中しているが、竃石は出土していない。煙

道の平面形は、はっきりしなかったが、縦断のセクションで見ると側壁の中段あたりから煙道部が造

られていることが確認できた。遺物は竃付近から土師器の警の細かい破片が出土している。

S 823 

・位置 13M' N ・平面形方形 ・主軸方位 N -27
0 
- E .規模 (m)5. 9x ? 

・面積 (nf) ? 

調査区の西側から検出された。南東側は、中世の性格不明土坑SX2によって切られている。西側

は、現代の土採り穴とみられる撹乱によって切られている。

竃のほぼ中心lこ後世のピット P784があり、その部分は破壊されている。しかしそれ以外は竃の袖

石や天井石が良好な形で残っている。煙道は住居の側壁がわずかにくぽむ形のものである。

床面からは、 SX2の部分も含めて 6つのピットが検出された。そのうち P1、P3は、その位置

から柱穴と思われる。 P5は、浅いすり鉢状をしていて底に粘土が残っていることから、粘土の貯蔵

穴と思われる。 P6は竃の右脇に位置することと、深くやや大きなピットであることから貯蔵穴と思

われる。

遺物は、竃の周辺から土師器聾が3点、甑の口縁の破片が 1点出土している。貯蔵穴の直上から

は、須恵器の提瓶が 1点出土している。
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S 824 

・位置 4H ・平面形方形 ・主軸方位 N-60-E ・規模 (m)5. 8x6. 8 

・面積 (rrf)39. 4 

C区のやや北側で見つかった。自然流路NR2のほぼ真上に位置しており、掘り込んだ土と埋土が

同じ黒褐色土であるため、プランの検出が困難であった。床面のピットも検出が困難であったが、竃

の向かつて右側に貯蔵穴と思われるやや大型のピットが、住居の四間から柱穴になると思われるピッ

トが見つかっている。竃は、向かつて右側の袖石と立柱石が良好に残存していた。どちらも凝灰質砂

岩を用いている。煙道は、側壁の途中から階段状に細長く外に伸びる形のものである。

遺物は、竃から土師器聾や須恵器蓋が出土した。住居のほぼ中央あたりでは須恵器の高杯と杯、士不

蓋がそれぞれ 1点ずつ出土している。

S 825 

・位置 5・6H ・平面形方形 ・主軸方位 N -200 - W ・規模 (m)4.4 x 5.0 

・面積 (rrf)22. 0 

B区とC区との境で検出された。すぐ北側には、 SB7が接するように位置している。住居のほぼ

中央と西南角に、重機による撹乱が入っていた。 P2・P3・P7・P9が住穴になるものと思われ

るが、この 4つの穴を結んだ線と住居の平面形とでは、若干の歪みが生じる。 P1は貯蔵穴になるも

のと思われる。竃は袖石と横に渡した石の一部が残っていた。どれも凝灰質砂岩である。煙道は住居

の側壁がわずかにくぼむ形のものである。

遺物は、竃の中から土師器聾がほぼ完形で出土し、須恵器と砥石が住居内から出土した。

S 826 

・位置 4 1・J ・平面形方形 ・主軸方位 N ・規模 (m)5. Ox 5.1 

・面積 (rrf)25. 5 

C区の一番北側で検出された住居跡である。 P3・P5・P6・P2が柱穴になると思われるが、

どれも堀り込みが浅い。 P4が貯蔵穴、 P10が粘土貯蔵穴になると思われる。竃は立柱石のみ現状を

とどめた形で検出され、袖石や横に渡した石はなかった。立柱石は、砂岩の川原石を用いている。煙

道は住居の側壁がわずかにくぽむ形のものである。

遺物は、土師器の聾と須恵器の提瓶と高杯が竃を中心に住居に破片が散らばる形で出土した。 176

の提瓶の破片の一部はSB24からも出土している。貯蔵穴と思われる P4の中からも高杯が出土して

いる。

S 828 

・位置 4H ・平面形 方形 ・主軸方位 N -240 - E ・規模 (m)4.5 x4. 8 

・面積 (nf)39.4 

A区と C区の境から検出された。住居の中央に電柱の支線があり、調査できなかった。また、ちょ

うど自然流路NR2の真上にあり、 SB24と同様に検出が困難であった。南側がA区、北側がC区と

二つの調査区にまたがっており、北側の竃が検出されて初めて住居跡と認定できた。これらのことか

ら、プランのほとんどが推定でしかわからず、床面のピット等も不明である。

竃は、袖石と立住石が良好な形で検出された。ともに砂岩の川原石を用いている。煙道は住居の側
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壁がわずかにくぽむ形のものである。

遺物詩轍付近から、須恵器のI不と均;叢が出土している。また、住居の南側で土師器聾 (87)が出

土した。この聾は、すぐ南に佼寵する SB2からも援片が出土している。このほか土師器の小型鉢も

出土している。

(7) 14期の遺講

S K684 

11L区のSB19の上から検出された。誼径約O.9mのほぼ詞形の平罰形をしており、厳罰形は、す

り鉢状をしている。覆土はあまりしまりが見られなかった。土誌のほぼ中央かる須恵器議長(191)が

l点のみ している。
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第38図 S84実測図・S83.4遺物出土状況
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SB5ベルトセクション
a:2.5Y3/3B1I'オリーブ泌色砂壁壁土。
b:2.5Y4/6オリープ補色砂質土.2.5Y5/6~町納色紗が混ざる .
c:2.5Y4/6オリープ偶色砂質:t.品J賞。
d:7.5YR4/6紛色紗質土。被熱のため赤化。
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b:2.5Y4/3オリープ偽色紗貿土。
c:2.5Y4/4オリープ総色紗貧土.結j賞。
d:2.5Y3/3時オリープ泌色紗'l'{土。品J賞。

第42図 SB5・6実測図・遺物出土状況
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fl!i土2.5Y4(3オリープ縞色砂置土に小石や2.5Y6!6鴫
黄掛色砂などが混ざる“

lJ :2'sY3!2県動車齢賓士。小主等が?昆ざる。
I1';Z.5Y3/1議醐塾酔賓土。草本的娘によ今多孔買な士。
1II :2，5Y3/1黒酪龍骨董土。
JY_，;~ __ ?Y3/1黒構色砂賓土=N誼2彊土
SB7鍵土
a;2，5Y2/1鶏色1こに2.5Y3/1震構色土が混ざる。
b;2.5Y3!1黒蝿分賓上桝こ2.5Y2/1黒韮土や2'sY7/4r-尭
黄色骨がも令状4こ混d'る---_.-
c:25Y2/U黒色土と2.5Y7/4浅賀色砂が後2-:kmの謝状
tニ;昆ぎる a
d:lOYR4/3iごぷい震構色砂費量土に2.5Y2/1無色土が混ざ
る6 鴫けて赤fむしているe
ぞ2.5Y3i2築構色士に25Y7i4i望貰艶骨や2.5Y2/1黒色土
炉却処となって滋ざる。
f ;2，5Y2!1燕色砂膏士喰 I会j宮町@
g:7.5 YR4/4様邑:l:o~ド化しているe黒色土や慢土舷がわ
ずかに混ざる。
h;2.5Y4!2暗脱糞甑二t.o
i :2.5Y4/2暗阪黄色土と2，5Y4/1黄灰色土が混d'る。
j ;2.5Y6/41こぶい震色砂〈鳩山町崩れ1)
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b2:，Yl I貫灰色砂貿 k中に2.5¥'6.1に占い蝿色砂が必ずる
正止SYI1民脱色砂質 1二. ~Jf! . 
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b:2.，n，2!!.¥1I)色砂質 1:1こ鋭化拘が刷状に泌"tる
1ワ2."Y31:11同色1:(艦定).
1明2W32烈拠色 1:と2.5¥'64によい1(色妙。'III..:<'?合守 '"化拘b輿紋にふ在.
1叫lsY3 1思齢色J:
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dtsn 2略訴前色砂"1:に:!W21叫色1.がWlcm町ぬ~に混ざる下方1J.25\'
6 U~ 占い貧色砂に遷移する
b.25Y6，4に'"い質色砂.t>ずかに嶋監/)'1且:!品
1'11 
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SB8ピットセクション
a:2.5Y3/2黒補色砂質土。
b:2.5Y3/2黒褐色砂質土にlOYR5/8黄褐色砂質土が混ざる B
c:lOYR5/8黄梅色砂質土に2.5Y3/2黒褐色砂質土がわずか
に混ざる。
d:10YR2/1黒色砂質土。
e:10YR2/2黒禍色砂質土。均質。
f:lOYR2/2黒補色砂質土にlOYR5/8貰褐色土が混ざる。
'..e g:lOYR2/2黒偶色砂質土にlOYR5/8黄禍色土が現状に混
ざる.

B B' 72.3m ~ 
a 一

SOIはψ3件戸
SB9ベyルレトセクシヨン
a:10YR5/41こ占い黄褐色土とlOYR3/1黒禍色土が混ざる。
焼土を含む。
b:10YR4/1縞灰色砂質土。焼土を含む.
c:2.5Y /8賞祖母色砂質土に2.5Y3/2黒禍色砂質土がわずかに
混ざる。
d:2.5Y5/4黄禍色砂質土。
e:2.5Y4/2暗灰黄色砂質土に2.5Y2/1黒色土が混ざる。
f:2.5Y2/1黒色砂質土。中に2.5Y5/4黄補色土や2.5Y4/2暗
灰黄色土が混ざる。
g:2.5Y3/1黒栂色土に2.5Y2/1黒色砂質土が混ざる。

百
四 下01372.0m _ P3 

SOI3L7  

7201  て久SDI3

SB9ピソトセクション
a:5Y2/1黒色砂質土。均質。しまりあり。堅い。
b:5Y2/1黒色砂質土に.5Y5/3灰オリープ色砂が径2-3cm
の斑状に混ざる。
c:5Y2/1黒色砂質土に5Y5/4オリープ色砂が少し混ざる。

9 1 2m 
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.:25Y21 1黒色砂軍司 i ド舗で2.5Y4 /2・骨灰黄色砂t鳩山c~ftl 吋}がlK.rる .
b・2.5Y31:I.¥尚色砂f(1: 
c:7.5YR4 4111色砂t(1:焼けてAl化しτいる.処 1'.純が合Hlる.
d:2.5Y2I1月時色砂費I'.JSJ質.
e:IOYR4 2b臣賞岡崎色砂慢 し 悦 1:らしさtiを合む.
f.I0YR1.7 1烈色紗貸 し 質調。色砂が任0.5、 I cmの嶋でill ~ l> .
応IOYR2fl/!¥色砂費削こ2.5Y3J略本リープ拠色やIOYRS1制灰色中止5¥'64
に.1<い黄色町砂.ô'M分的に ilt~る .
h'2.5Y3 I.'!I.地色砂ft1:.綿分的に2:5Y211.'!I色 t.d'わずかにIIU る.
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_ P2 _ 

72.0m .... 乞アF
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Om寸 720mv
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T'i 

SlIlOピァトセ7ション
1'1:5'1'3 1オリー7!!1色紗慨 1:と5Y5/4".リープ色紗(峰山側勺)がiltざq合今止 し
艇はL...t?ゐ?かたい.
1・2:5Y21.'1色砂f(1.に5Y5'4才リープ色紗がド婚で混ざる.
f') 
.:5Y31:>1"}-7:1.¥色妙'1'(1:に5¥'6'4'1'リープ町色紗が混ざる.
!>:5¥'6 .，君t'}-プB崎t色砂に5Y21/沼J且11色己砂'賢t七が4世tl体$にl附.噂9のl糊"合てで:l縄韓状にi混民F晶.!3m IJ叫叫色砂側健い 路均糊J成貿
0'5'1'2 1/月唱色妙t'(1じ:.Cほaば路均J慨.
b.5Y2 1・M色紗翠kに5Y!i'付。ープ蝿色紗がほぼ8:2的別合でまんべんな 〈混ざる.
I唱:5'1'21虫色砂貿 uこ5Y64オリープ黄色砂がhずかにiJ4ざ6.
1・7:2.5γ31:1.\111色上と 5Y6 4 :>1'リ ープ1'4:色砂が1II~~にiJ4ざる-.
V府
..5Y2 1:!1色砂tt1:とSY54".リープ色砂が刷状にi且5晶一
b:SY 1 /2白両方 リープ色紗慣 1:と !\Y5 4 :>1'リー7色砂がぬ~iニ混ざる.
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川~識見
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EORG 
EGi 

立。-01 

S812ベルトセクシヲン
a:5Y2!1男鹿色砂質士。中に7.5Y宣言/昌殿色の燃土が後2-3cmの持軍で
混ざる。
b:5Y2/1黒色砂質土。.I$Ulと接する磁では網島ul砂とi揺ぎ号、…書誌に7，5
YR6/6僚を患の焼土が後2-3c慌の塊て勺晶ざる.
c:7，5Y註3/4絡事詩色惨事壁土俵葬品を畳け、赤蜂を帯びる。7，5YR6/品糧色的
規土が後2-3cmの塊で混ぜる。
d:l0YR4/31こ点い策色砂費量士。焼けている.1事YR6/6綴官主的娩1じが径
3-5<:mの塊で混ざる。
e:Z，5Y3/3略オリーブ総色紗質:1:111主主持費a下書事i車、2，5Y6/6flij賞褐色
砂{地Ull:似る)と奇襲ざる。
f:2，5Y3/3絡オザ}ヅ韓基急妙策主と乙5Y6/6湾車電機色砂とが均質に1昆
ざる，

'/ ¥¥ 

¥ SK442 I 

~~ 
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_;::y 
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o:~(O 
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lOl SK552 
よ

PI-内し=71.8m 

I 2m 
叩叩寸ーーー・-叩F マ告白也ψ…九一一一ー斗
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G 
出扇面』
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72.0m 
芭

5811 l:::ットセクシ aン
a:5Y2/1景色紗質上しま号緩い
b:5Y3/2オリーヲ黒色紗質土。 5Y6/4オリープ黄色砂{池山と脂1じ)と半々の割合で
i韓ざる。
c:5Y3/1オ 1)-プ黒I!l除雪E士。滋化物や，地位土が総分的に護主ざる q
d:5Y3/1オザープ感忽砂黄土。
e:5Y 4/2E正オワープ色妙。
f :5Y312オサーブ黒色主と5Y5/3灰愈 1)-プ飽砂が車眠状に混ぜる。
g:5Y2/1黒色紗音量土しま号婦、~

S81lベルト々クンヨン
a:5Y3/1オ1)ープ議自主妙音量土中に7.5Y註6/6軽量色焼士会や炭化物が径2-事鼎mOう殺で混
ざる.
b:7.5Y3/2線齢色紗策土aよ号もやや多臨みが強い。娩土や液化物がi昆ぎる。
c:5Y2/1熱君主砂質土に5Y5/4オ守ープf!!.砂が混ぜる。
d:5Y5/3E正:t1)ーブ色砂iこ5Y2!1黒白色砂質土が後2cmほどの現状に混ざる a
e:5Y2/1黒色土.5YS/4オリープ儀重量ヵe君主的例会で混ざる。
f :5Y3/2オリープ黒色紗賞士.5Y6/4オ1)刊プ糞f!!.妙が径2-3cmて''eヤ状に滋ずる。
g:5Y3/2ォワープ黒色紗質土。中に5Y2/1略色土がを華2cm的政t主主に泌さr~ .5Y6/4オ1)
ープ黄自主重量も混ざるザ
お5Y3!2方サーブ期異色砂張士e
i .2.5Y品々に占い気色事告:tと5Y5/4オリープ色紗〈地lUと!司じ}が混ざる。
j :2.5Y5/4オリープ色紗
K，5Y3/2方 1)_プ黒岩~J置土.5Y5/4オリープ色妙が後1-2c邸内斑款に泌がる。

SBl1・12翼演i盟(1)第50阻
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- PI 
71.6m六コ 1.

6mU 71.6m又フ m¥] 
P5-

71.6m，二ア

P6 
71.6mU 

円一句 71.6mロ 川でZ
PI2 

71.6m宍三三i?-T

。 2m 

S812ピットセクション
P 1 :5Y3/1オリープ黒色砂質土に5Y5/4オリープ色砂(地山に似る)が2-3cmのまるい斑状に混ざる。
P 2 a:5Y3/1オリープ黒色砂質土中に5Y2/1黒色土や5Y5/4オリープ色砂が径3-4cmの斑状に混ざる。
b:5Y4/4オリープ色砂。
P 3 :5Y4/1灰色砂質土。底は地山に遷移的に変わる。
P 4 :2.5Y2/1黒色砂質土に2.5Y4/2時灰黄色砂がモヤ状に混ざる。
P 5 :P4と同じ。
P6:P4と同じ。
P7・P4と同じ。
P 8 :5Y3/1オリープ黒色砂質土に5Y5/4オリープ色砂がモヤ状に混ざる。
P9 :5Y2/1黒色砂質土に5Y5/4オリープ色砂がモヤ状に混ざる。
P10:5Y3/2オリープ黒色砂質土がモヤ状に5Y2/1黒色砂質土や5Y5/4オリープ色砂と混ざる。
Plla:2.5Y3/1黒鍋色砂質土。2.5Y6/4にぷい黄色砂が径2-3cmの斑状に混ざる。
b:2.5Y4/1黄褐色砂質土。2.5Y6/4にぷい黄色砂が径2-3cmの斑状に混ざる。
P12a:2.5Y 4/2灰オリープ色砂質土。10YR5/41こぶい黄褐色の粘土を含む。
b:2.5Y3/3時オリープ鍋色粘土と砂が混ざる。10YR5/4にぷい黄禍色の粘土を含む。
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SB13かまど々クンヨン
.;75YR5/8明構艶静置土と.2.5YR2/l黒龍土が混ざる。婚を畳円安みftしている，

131 
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P~ 

円伊
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65lP8  益~Ô
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L瓜町十.90i.;、…日門 円Oj 

夫え~

0E2 、
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2m 
|巴

2箭遺構と遺物 71 

o I 2m 
トマー…ャマ「 ……←一一…ー…γ …--J 

PI P2…… P3 
W 吋ギ 718V7i伽ヤ

71.6mてブー 71…すマ

71句一市立71isv-

71吋tf71勺 71.6m---cs::r

SB15ベルトセクション
a:2.5Y5/4麓鵠色砂に2.5Y3/11車掛龍砂重土がモヤ状に混t!る。
b;2.5Y3/ll議棋色紗置土。25Y6/4にぷい黄色砂がわずかじ混ざる 6
5B15ピットセクンヨン
P 1 a;2.5Y3/1!機構龍齢醤土。
訟2.5Y6/4にぷい薫色鞍に2.5Y3/1黒幅甑砂軍士が斑挟に混ざる a
P 2 a.2.5Y委/2暗荻黄色砂鷺土蜘
b;25Y5!3貰構色酔量産土.
c:2.5Y5!4葉樹色砂置土a特賞土議事る。
P 3 a:2.5 Y2!1黒色齢費士に2.5Y刈震構色静が混ざる.
b;2.5Y5/4質構也砂に2.5Y3/1l蜂掛亀砂昔貫主が斑棋に議ダる匂
P 4 ;25Y2/1黒色砂質主，:2.5Y6/舎にぷい黄色紗が窪3cm内線状に
混ざる。

P 5 a:2.5Y4/2時麗貰住砂質士。桂3-日間m的礎化暢が少し混ぜる。
b:Z.5Y616i望貰艶帖嚢士。砂を食む。どットの底金揮にもあり、少
ししまっている S

P 6 2.5Y3/2空襲輔色砂薗上e経5問ml孟どの法化特金書むω
P 7 ;Z.5Y3/1県構色砂聾土中に2.5YR5/8明察側最色酔質土(慢土?)
が説草分自(./1こ含まれるe

P 8 .;2.5Y313時オリープ構艶齢彊土e
b;2.5Y3/l黒崩也骨量:1:に2.5Y6/4にぷい黄色砂が謹2-3cm的経
状記混ざるe

P 9 a;2.5Y3/2駕栴色酔置土e
b;2.5Y3/2焦掛色砂置土と2.5Y6/6噌貫偽色轄置土砂浜じりがi昆
ざる，
c:2.&Y61肘月賞楢色粘醤十秒滋む ηn
PlOa:2，5Y3.ll熟斜色紗質土にZ，5Y6/6明麓揖色砂が後Z町長間的集誼
にi昆ざるe
b:2.5Y4!2暗匝輯龍静置土に2.5Y6/6吻質構邑砂が径2-3c開再編権
技にi昆ざる。

Pll ;2.5Y4/2暗挺黄色妙鷲土中心2.5Y3/1泉蝿l!<土が後載に漢がる.
P12 ;2.5Y2I l鴬色砂貫主白下l~Jt山6べ 2.5Y61委にぷい賞艶砂〉が斑状
日君主ざる。

P13 ;P12とl凶と勿

第53詔 S813・15実潤国 S813遺物出土状況
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SB17・18・22壁土電車

Jrお3畑出械土。2間川ぷい麓包の砂が後日C舶の洩で混ざる 9
謀!ゐ2.5Y3/1黒総色弱"置土句均輩。
SB18ベルトセクション
a:2.5Y3!1~車総色土。重量賞。機痕がたくきん入る。
b:2.5Y4!2絡灰発色紗綾土に5Y6/4:tリープ黄色砂が災状iこi民ざるa

S召22
a:2.5Y3/1黒溺色土移l$J重量"I!l層との分隔が協輯陸宮
b:2.5Y3/1熟儀色紗質主に2.5Y6/4におい黄色砂が災状iこ混ざる。
c:2.5Y3/3豪華オリープ機包砂音壁土。後けた者車線が毒事骨約にある。
ld!セクンョン
a:2.5Y2/1黒忽砂嚢ル
b:5YR5/6鴫赤議総砂主土φ 被葬奏を受けていて炉、。
c:2.5Y6i副主ぷぃ量色秒。 2問 /1脚色土が後2-加の制tに混ざる e
1;::"1トセクシ捜ンP17 l' ~ / ..， .. ...，. B' 
2.5Y.1/2i量阪黄色紗質ま G 均議 一ωー

8' 

71.8~ミ与

71可

SBI7セタシ安ン
a:2.5Y3il黒韓虫色砂音量士e総分約に地tu紗が成殺に諸まざる。
な2.5Y3!1熱帯品忽紗質主と 5Y5/4オ 1)-プ~砂が講t状に i謹ぎ呼告う@
SB17 
P1:2.5Y3/2熟縦色砂漢土台均賀会

。

~ 
。

第54図 S817・18・22実j則臨
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5620ピットセタシヲン
Pl:2.5Y3!1薫掛也砂嚢土日
2.5Y4!3オリ叩プ縁艶砂が重量<!<i>.
P2 
.:2.5Y4!1賞原色酔賓土
b:2.5Y4!2暗皮質龍砂質土e
P3:2.5Y4!2暗摂貰色砂賓土と
2，5Y4!1灰薫程賞土がi且<!<る@
P4:2，5Y3/2期臨色静置士。2.5Y6/4
日ぷい貰臨砂が少し後我に混ぜる。
P5:2，5Y4!2塘挺黄色砂質土と2.5Y4!1
灰黄島砂賓土が昆ざる色
P6:2，5Y4/1貰灰艶砂置土に
2.5Y2Il黒艶士会，f:tLi麓<!<る p

71.7す
S820 

関jj 

P~P4 向。ぷ
[マ一mmマ，• 今

g一

SXI 

@ 

P I P2 P3 P4 P5 P6 

71.7mアケ丁 目 m¥i71.7m羽 11.7mヘ_/" 11.1m f 1仁川吋~
を、-I ~_，.. • _. ¥ I IむI I ， ~J 陀
ふ.¥.} ~B19 どv 争セクシ議シ ¥ I ¥.ごJp3 '--' ~ a:2.5Y4!2暗証黄色静慣士号地世一、--Pl""U" i1_.Ilc.~_.._ 、~_.._，. ~ ... _ _， _ . a:~y~/~オワープ薫龍砂に2.5Y3f2 P4:2.5Y3/1泉絡色砂嚢:!:. P5:2.5Y6/6明構邑砂と2.5Y3/1黒鍋 b:2.5Y6!4にぷい黄色世賓土.特質

a:2.5Y2/1黒色静劃.1;..，喝容'VOパP2~2，5Y3!1蟻掛色静置士。 泉喚艶主が夜訟に混ぎる~ "t，，..，，， ~d， ~=_ =...，.....J-o 艶骨量土が金体制こi蕗ぢる。
/4オリーノ紫色世に品 5Y21l • ，_' b:'U干3/2黒侮急Jたに5Y6!4オリー

C 身長龍土が様相ご1韓ざる。 プ賞色砂がだミむこ混ぎる。 C'

1I.9m 
SXI 

632 8ニピ竺_F-a~
619ベルトセクション
a;2，5Y4/2晴氏貫生砂軍士郎分的1:2.5Y2/1熟龍土や2，5Y5/4貫梢色砂が線経に瀧じるe
b:2.5Y5!4薫櫛色診に2:5をiii第艶士がわずかに獲松にi詫ざる。

話147JJij護協按玉虫註
第55関 S819・20SX1実灘陪
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5821ピットセクシ，ン
1'1企.5Y21)判色 1:
p2 
a:2.5Y3 I思働色J'.中に2.5Y64鈍い宮町色砂が径1cmほどの鳴
で泌Fる.
b:2.5Y2 1晃虫色1:.~)II(. 
f'3:2，5Y3fl剥褐色紗貧土に2，5Y21!唖色 kが瓜~に混ざる .
1'4 
a:2，5Y2/1!黒色紗寅土.
b:25Y312!!.111o¥色紗貫 主.
P5.2.5Y3'2!!111l色砂tl土中に2，SY64鈍い置色紗が圏直状に泌I!
6. 
1'6，25Y21l黒色土.
1'7・2.5Y2!1黒色J:に2，5Y64鈍い賀色砂がプoック状に泌ざる.
1'8 
a:2.5Y6'6間質調陥(!:砂tlt中に2，5Y3/1!In臨色t:d'!匝状に混ざ
る.
b:2，5Y412崎h臣賞色紗慣土中に賀補色砂がIllcm的廃状にi且
ざる.
3弓
a:2.5Y2/1!唱色 1:に2.5Y3/2!県総色上がプロック枝に混ざる.
b:2.5 Y3
'
Zn，¥偶色t砂tl.

76 第4i~ 遺構と迫物
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V 
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P6 

71.
5mW 71.5m~持へ

P4 

71.5mてブ

SX02州レトセクンヨン1ぺ
a:2.5Y311鼎樺色砂置土。均賞。 ι J 

b，Z.5Y3/1線褐邑砂嚢土診金体i之2.5Y6{6明貫蝿j砂がわすiかに堪
ずるe しまり輔、" 1. I 

c:2.5Y5/4糞蝿色砂省ゴtlこ2.5Y311黒揖色北側島県ずる e 主5Y6{4'~
.i<い黄色の砂がt剥"'，('らいの車状にi蕗ざる飽蝿量~<t>円。

4・2.5Y411夜空き砂賀士。全体に2.5Y6131ごぷい賞~ f!J.i砂が径0、~-l(m
の庫状に i韮ぎる。禍鉄Jl:~ち号。 I
e:2.5Y6/4にぷい鍍艶砂。2.5Y4/2時服賞龍静置土昌須ミナ主主にi艶
ざる 1-'

5823. 5X2実測悶・遺物出土状況 213151盟主税咋品、67主主主主主民主??Jfpi:議向。

可
)1153 
m
U
 

5B23どットゼクンヨン
Pl 
a:2.5Y3/1:草絡色砂世 L わずかに2，5Y61射こぶい草邑砂がiltざる。
b，2.5Y311黒総生砂置 tIC2.5Y6141こぶい薫色砂がf~3cmほどの斑4えにil!ずるa
c2.5Y614にぷい量色砂に2，5Y311熟褐色砂嚢 tがIJ!'"るa
p2 
2.5Y312黒褐色砂賓tに2.5Y7!4浅黄島の士が後l<'mlまど的斑状にl起きfるe
b，5Y513灰オリ プi!!妙に2.5Y3/2黒褐色骨髄 tが後lcmlまどの施状にi耗ずる。
P3忽5Y311黒褐色砂震いこ2.5Y5!4黄認I!i砂が千葉3cmllどの経状記議'"る@
P4 
a:2.5Y4!2暗黄褐色砂難 t.均質。
b，2.5Y416鈍い薫酷蝉'.轄?を合む。
Pら 2.5Y3/1薫蝿甑砂寵 tlこ2.5Y6!4íごぷい錆色砂が桔3cm~1 t"の斑荻に溢ざる色
P6 
"Z.5Y3!2黒輔ち妙質士に2.5Y2!1単位士が縫ぎる e
b，2.5Y3/2鼎樺l!砂黄土lこ2.5Y6!4にぷい貨色砂が後3-4cmめ斑状にiJiざる。
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5B24ベルトセクション
a:2.5Y2/1黒色土均質。ややしまり弱い。

I I脳細園?で fl b:2.5Y2/1黒色土に7.5Y6/6檀色の焼土が径3-5mmでわ

¥臨/ 内に混仏輔棚万"t>s c:2.5Y3/1黒褐色土に2.5Y6/4に占い黄色砂がラミナ状に
噛都 τ出F 混ざる。
、シ宅当逗三〆 d・2.5Y4/2暗灰横色砂質土に7.5YR6/6慢色焼土が

' 径3-5mmの塊で混ざる。炭化物も混ざる。
167 e:t5Yui黒褐色土中に7.5YR燈色の焼土が、径2-15mm

の塊でまばらに混ざる。
5B24ピyトセクション
P1・2.5Y2/1黒色士。一部分て・2.5Y6/3に占い黄色砂が混ざ
る。
P2・2.5Y2/1黒色土と4/2暗灰黄色土がまんべんな〈混ざ
り合う。
P3・2.5Y3/2黒褐色砂質士、ほぽ均質。
P4:2.5Y3/1黒褐色土中に、径5mmほどの2.5Y6/4に占い糞
色の砂塊が、まんべんな〈混ざる。
P5:2.5Y2/1黒色士と2.5Y3/1黒褐色土がモヤ状に混ざり

163 合う。やわらかい。
P6:2.5Y3/1黒褐色士、下方は2.5Y6/3に占い黄色砂質土が
斑状に混ざる。
P7:2.5Y3/1黒褐色土.中に2.5Y6/2灰黄色砂が、脅し部分
的に混ざる。
P8・2.5Y3/2黒褐色士、砂質2/1黒色や2.5Y5/2時灰黄色土
がモヤ状に混ざる。

信主言

。~ミEヨ

4ム

第60図 S824実測図・遺物出土状況
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SB25ベルトセクション
a:2.5Y3/1泉繕忽齢、霊堂土iこlOYR5/4によい策e土が謝状に混ざる。
b:lOYR5/41ごぷい綾織を主主。(然による泰化1)
c:2.5Y3/U悪硲色紗餐士、 lOYR5/41ごぷい媛鋳色土がわずかに浪Ifる。
d埼玉Y3/1祭儀色彩、気士@均皇室。
f:2.5Y3/3i音オワープ褐色砂笈士。
~:~:?!~/4にぷい員5色紗に2.5Y3/H睦褐色土が全体;こ混ざる会
S825ピットセク"gン
Pl 
a:2.5YZll紫色砂滋土e
b:2五Y2/1黒色土に、 2.5Y4/2球阪錠色霊壁土がまんべιな〈混ざるむ
c:2.5Y6/6'Jl~褐色紗質土、語草分的iこ 2.5Y2/1!異色土や2.5Ysl奇策絡自主土が
混t!'る。
P2 
a:2.5Y3/t;望連絡忽士に2.5Y6/41こ-l<い策色紗が一綴混ざる@
b:2.5Y6/41こ-l<い員&砂lこ、 2.5Y3/H悪事品色まがi昆ずる。
P3 
a:2.5Y3/1~息調時色砂領土@
ち2.5Y7/6物質掲忽砂lこ.2.5Y3/U票総色土がうす〈混ざる。
口2.5Y2/1黒色土iこ、 2.5Y5/3策憾色紗が斑状iこi琵ざる。
d:2.5Y6/41:ぷい政色砂。
P4 
ぷ2.5Y6/41こぷい直言色秒。
b:2.5Y3/J男属機色砂領土iこ.2.5Y6/41とぷい貨を色紗が一鋭機4まにi昆ぎる。
P5 
ぷ2.5Y6/4におい~色妙、 2.5Y3/J熱褐稔士がわずかに混ざる。
b:2.5Y3/J男軍機色紗策士に、 2.5Y6/4によい絞色砂が斑状にi騒ぎる。
P蕗
ぉ2.5Y3/1銀総色士と2.5Y6/4にぷい策色紗が斑状iごj昆ぎる。
p7 
a:2.5Y2/1黒色主と2.5Y6/41こぶいi主主主砂がi昆ざる。
b:2.5Y 4/2隊灰策総砂ω
PS:2.5Y2/1銀色士に2.5Y6/6務員電絡を主砂が、4:6グ)1開会でうミナ状に混ざるe
P9 
a:2.5Y6/41こぶい黛色砂lこ2.5Y2/J月草色土がわずかに混ざる e
b:2.5Y2/1紫色土砂望書士‘ 2.5Y6/4におい黄色砂が混ざる。
PJO 
釜2.5Y3/2銀総色iとと、 2.5Y4IZ&昔阪髭色tと、 2.5Y5/4におい髭e土が環
状iニ泌さどる。
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P1:2.5Y3/2.':¥¥鵬色砂fl.t.2.5Y6/4'こ占い崎色砂がわずかに混ざる.
P8 
aじ25Y21!盟色tと25Y6崎によい賞色砂，6'11(紘に誕I!?合う.
1噌

寄勺 ・:2.5Y6/4c.;占い黄砂に2.5Y4/2埼h臣賞色紗ftl:が筏2rMほどのlIlttに拠。o .ro. 
- b:2.5 Y 412'骨灰，.色砂質上.

ー一一司ーーー 1I PIO 
忌ニヰ~ J n a;2.SY6/4にω.11(色結i:と2.SY5/3J町尚色紗がプロッ7ttにil4.r?合弘、、，-1:7' σ b:・と1・4貿どが.llit:伺網合が高い.
月'1.. r Plt 
4割 、;"1 73 L": .:2.5 Y 4/2'府島商品白色砂質tはほ必J慣.

'‘... b:2.SY6/4CζJ<い民色砂tこ2.SY4/2時9(1(色砂賞 kが~ざる.

第62図 SB26実測図・遺物出土状況
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86 第 4章遺構と遺物

(8) 15期の遺構

敷石遺構と取水施設のある大溝 (SR 1) (第68~72図)

S R 1は、 A区のほぼ中央あたりとC区の南側から検出された。幅9-10m、深さ約0.5mの大溝

で、断面形は浅いすり鉢状である。この溝から堰が2つ、取水施設が1箇所、底から敷石遺構が検出

された。

敷石遺構

溝の中央部を中心に人頭大~径50cmの川原石が大量に床面から出土した。この石は、床面直上で、

石が重ならずに出土していること。石の上の高さがほぼ一定していることなどから、人為的に敷いた

ものと考えられ、敷石遺構とした。敷石遺構は、大溝全体で見られたが、特に堰の上流側で密にあ

り、堰の下流側でまばらになる様子が観察された。この遺構は、堰で水を貯めて、ある程度水深のあ

る中で、何らかの作業を行う際の足場のようなものと考えられる。

敷石遺構で使われている石材は、木曽川で見られるものである。その中で花商岩に、風化の激しい

ものが見られた。現河床から持ち込んだ花商岩では、ここまで風化が進行しないと考えられることか

ら、この石材は、 D区のある段丘との境の段丘崖に路頭している段丘磯層から抜き取られ、持ち込ま

れたものと考えられる 1)。

S R 1の真下には、自然流路NR1がある(第70図)0 N R 1の上層では、 5-14期の遺物が見ら

れることから、 SR 1は自然流路 (NR 1)をそのまま利用してつくられたものと考えられる。ただ

し、検出した下流部では、両者が若干ずれて、 NR1がやや南側にずれる。そのため、 SR1の下流

部の南側の遺構検出面は地山でなく、黒褐色土上となる。この黒褐色土や、 SR 1の埋土の土層は、

ブロック状の混ざりが観察され、人為的な盛り土である可能性が高い。

堰 1

SR1のほぼ中央あたりの 3D、E区から検出された。川原石を上下に 2重にし、 2列の石組み

で、幅約1.2m、長さ約6mの帯状に、 SR 1を横断するように造られている。堰の平面形は、中心

が下流に下がったV字型になっている。

断面形を見ると、 C-C'の断面で川原石の真下に垂直に士層が切られるのが観察された。同じ土

層の切れは他の断面では確認できず、この部分の平面形もはっきり確認できなかったが、水を堰き止

める際に、木の板等を川原石の下に渡していた可能性がある。

堰 2

堰 1のおよそ11m下流から検出された。やや大きめの川原石を幅0.6m、長さ6.5mにわたって 1J"1j 

に直線状に並べている。堰 1と比べて構造が簡単で、一部抜けている石もある。

取水施設

堰 lの約5m上流の南側から検出された。取り入れ口は 2箇所あるが、上流側のものが下流のもの

よりも古く、付け替えが行われたものと考えられる。

上流側の取水口の奥からは、幅 1-2m、長さ 7mの細長い土坑状の遺構が検出された。一部溝が

切り合うのではっきりしない部分があるが、この遺構からさらに他の場所に水を流した跡は確認でき

なかった。

下流側の取水口からは、幅約0.5mの溝が下流方向に流れており、上流側の取水口からの士坑を切
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っている。この溝は下流に行くと 2本になる (SW 1…S、SW 1-N)o 1本から 2本に変わる部分

は、黒嵩色土上に掘りiみまれていたが、調査時にその認識がなかったため検出できなかった。この 2

本の溝の翠土中む砂は、流水による堆積と考えられる。

遺物

第72図に議の震から、ほぽ完形な状態で出土した遺物の出土位置を示した。破片の状態のものは、

大量iこ溝の臨や理士会〉ら出土している。

出土したものは、第3--5段階の山茶椀で、特に第5段構のものが多L、
耳立本自のある前で小穣が大量に出ごとしていることがわかる。また、同じ部分か込山茶碗の子持ち器

台 (20りも出土している。そのため、取水口封近で何らかの祭記が行われていた可能性がある。

増

SRlの埋土はしまりがあり、硬L、。また、全体的に均質であるが部分的にブロック状の混ざり

がある。そのため、 SR1は人為的に謹められた可能性がある。この場主から出土する遺物は、第3

-5段階のILJ茶績で、新しL iま1点も見つからなかった。

第70留のB-B'、C C'の土!議では、 S豆lの埋土の謹ょには水平な土層が続いており、褐鉄鉱

まれる層も見られ、水田士雄に掠相が似ていることが観察された。そこで、水田の有鰍与を縫認す

るため、 C-C'の b--e躍でプラント・オパール分析を行い、大鐘なイネのプラントオパールがど

の層にも含まれることが確認された(第5章第3皇制。

これらのことから、 SR 1誌15議内で、造られ、

開発のために行われた可能性がある。

されたものと患われる。さらに、続棄が水田

1 )岐阜県博物館幾野動次氏ご教示による。

D区S05 (第73図〉

D区の東側で検出された。幅約O.7m、検出謡からの深さ約O.5mO)溝で、断面彰はほぽ方形である。

調査区の北東績から段丘崖にほぼ平行に、東南東一西北西にのび、途中で南南西方向に亘角;こ曲がる。

溝の内部のっくりがきれいで、途中で直角に曲がることなどから、罷敷の区i白i溝の可能性が高い。

lこ曲がる角でSD8とつながり、 SD8はそのまままっすぐに路北揺にのびている。さ iるに、

北部には、 SD5・gと平行に SD6がのびる。そむため、 SD5・6• 8辻、向らかの関連がある

と態われる。

遺物詩、ほとんど していないが、第3-5型式の山茶鶴片が出土している。

口区S06 (第73関)

D区の東1J{IJで輸出された。騒約1.3m、検出荷からの諜8約O.2mで、断面形 影~誌の角が

丸い逆台形をしている。践には部分的に小さいピットがある。 SD5・8の北側で検出足され、これら

の書とほぼ平行に議関東…西北西にのびる。遺物はほとんど出土しておらず、わずかに第7-11期の

出茶碗の破片が出土しているが、撞きしから混ざり込んだ可能性が高い。 SD5・8との関連性が考え

られることから15期むものと思われる。
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D広S08 (第73関〉

D区の東鶴で検出された。幅約0.6m、検出面からの深さ約0.2mで、議詩語形は!道の角が丸い逆台形

をしている。ちょうどSD5が、産角に曲がる角から始まり、 SD5と一説線で商:lt躍にのび、る。途

中、自熱波路や、樹首しで溝が消える部分があるが、同じ綿上で続きが稽認されている。遺物はほとん

ど出土していないため、遺物からの時期む推定はできないが、 SD5と関連する議議と考えられ、 15

期むものと思われる。

む箆P88(第73罷)

D区の東関のSD5の南東概マ検Eちされた。 O.5m xO. 3mの補円形で、深さ約0.2mである。中か

ら山茶碗片や美濃須謝康広口壊がまとまって出土した。出土した山茶穣 (214、215)は2鶴体で、ど

れも第5斐式に比定される。出土遺物から15期と考えられる。

S U 2 (第73図)

芸誌のほぼ中央あたりの 61区で検出された。ちょうど自然流路NR2の謹上にあり、

器り下げている途中で、完形の鉢が径1O-20cmの擦とー籍に出土した。鉢は構向きの状態で出土し、

中にはこt以外に侍も入っていなかった。離は明らかに人為的に置かれたもので、鉢とあわせて三三角形

を作るような怒で検出された。黒構色二上ゆだったため、土抗などの握込みの跡は確認できなかったが、

上から土抗が掘り込まれて、底に置かれたものである可能性が高いと患おれる。鉢は三口鉢 (217)

で¥その形状と胎二上等から美濃須高産と忠、われる。時期は15期と考えられる。

邸 時期の通院構

S H 1 (第75図)

E区の西側の11・12K.Lから検出された。 長径0.8m、垣窪0.5mの補問彰のピットが南北方向に

三列並ぶ。弼の方向は、 N-200 - EであるO 列の関i壌はそれぞれ約3mで‘ある。東西方自には、ピッ

トの間隔は3.5~ 2 mとばらつきがある。ちょうど鑓立建物の中に入る泣謹にSXlがある。そのため、

SHl舟にSX1があった可能性がある。 SHlの期制は、東側に 1列柱穴が検出容れた。そのため、

縫物がL字状に建てられていた可能性がある。ピット内から出土した土器から16期と考えられる。

S H 2 (第75図)

B区の閉端の140から検出窓れた。ピットが集中して験出された場所で、重径約0.5mで深さが0.5

mを越える深いピットが、 l間x21鑓で並んでいる。高北の関陥は、およそ2.5m、東西む酪議は、

およそ1.8mである。ピット内から出土した土器から16期と考えられる。

S H 3 (第75凶)

SH2の内側から検出された。細長く機られたピットが 1関x1関で読んでいる。需北の間隔は、

およそ2.5m、東西の鵠揺は、およそ1.8mである。ちょうど調査区の端なので、西南側に柱列が伸び

る可能性がある。ピット内から出土した土器から16期と考えられる。
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。区SH 1 (第76国〉

D区む語却の18・19W'Xで検出された。設いすり鉢状のどットが、 1間X5間でまをぶ。ピットむ

中には拳大の磯がびっしりとつまっている。ただ、ピットが浅く、註の立った槙跡が擁認されていな

いので掘立建物治拡穴でない可能性もある。ピット内から出土した土器から16期と考えられるが、こ

の遺構の下から15-16期と考えられる溝SD18・20が換出されているので、17期になる可能性もある。

S A 1 (第77図〉

S百 1oJi'範!燐で検出された。南北方向にち日 1とほぼ平行にピットが競ぷ。

S A 2 (第77図)

SH1のすぐjとから検出され にピットが並ぶ。その方向はSHlとほ迂同じである。

SA 3 (第77図)

SH1の北から検出された。東西/ぢi与にどットが並ぶ。その方向はSH1とほ迂同じである。

SA 4 (第77図)

SH1の酉1lUから検出されたO 前北方向にピットが並ぶ。その方舟はSH1とほぼ開じである。

S A 5 (第77罷〉

SA4の西灘から検出された。方向も SA4とほぼ同じである。 3つのピットともちょうどSD19 

の溝の東方に位議しており、 SD19に持うものである可能性もある。

S A 6 (第77図)

SA3、4の開側で検出された。 にピットが並ぶ。 S五1やSA1-5とは並ぶ軸がずれ

ている。

S A 7 (第75図〉

SH2、3の西穏で検出された。 SA8がO.6mの関揺をおいて同じ方向で並ぶ。列の方向はE

160 Sである。ピットの深さはO.2-0.3mと浅いものと、 O.6mほどの深いものとがある。

SA 8 (第75園)

SH2、3の西側で検出されたo S A 7がすぐ北側で0.6mの鶴橋をおいて同じ方向で並ぶ。ピッ

トの深さはO.2-0. 3mと浅い。

SA 9 (第13、77関〉

C区の北側の4、51区から検出された。方向はE-50-Sで、ほ

のピットで、約2.7mの詩舗で並ぶ。

ある。径がO.3mほど
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S A 10 (第15、77図)

C区のほぼ中央の 5・6G・Hから検出された。方向は、 N-530 - Eである。径O.3mのピット

が、1.7-2. 4mの間隔で並ぶ。

S A 11 (第77図)

A区の北側の 3G区から検出された。方向は、 E-130 - Sである。径O.3mのピットが2.3-3. 2m 

の間隔で並ぶ。西端のピットから、第7型式(明和)の山茶碗 (218)が出土している。

S D 1 (第78図)

A区の南側から検出された。東西に走る溝で、西側で直角に曲がり南下する。溝の断面形は途中に

段のあるV字状である。この溝のみ黒褐色土中から検出された。毎度も同じ黒褐色土だがプランがは

っきり確認できた。遺物は、第 7-11型式の山茶碗が出土しており、それよりも新しい時代の遺物は

なし、。

S D 3 (第78図)

A区の南側から検出された。東西に走る溝で、西側は地山面が下がるため消失する。溝の断面形は

U字状であるO 遺物は、第 7-11型式の山茶碗が出土している。

S D 4 (第78図)

A区の南側から検出された。東西に走る溝で、西側は地山面が下がるため消失する。溝の断面の土

層から、この溝は少なくとも 3回造り替えられていると考えられる。遺物は、第 7-11型式の山茶碗

が出土している。

SD5・SD 6 (第78図)

A.B・C区のほぼ中央を東西に横切る形で検出された。 SD5とSD6は、間隔が約3mでほぼ

平行に並んでいる。そのため、道路の側溝の用途が考えられる。ただし、 2本の溝が平行に並んであ

ること以外に、この遺構が道路であることを肯定する事実は見つかっていない。 2本とも溝の断面形

はV字状で、溝の底は平坦でなく、小さなピットが所々に存在する。遺物は、第7-11型式の山茶碗

が出土しているO

S D 7 (第78図)

A区の南側から検出された。東西に走る溝で、西側は地山面が下がるため上部が消失する。溝の断

面形は浅いすり鉢状である。溝の底は一面褐鉄鉱に覆われており、かなり堅い。また、溝の底には流

水により流されてきた砂が残っている。これらのことから、この溝はかなりの量の水が流れていたと

考えられる。遺物は、第 7-11型式の山茶碗が出土している。



第2節遺構と遺物 91 

S D 8 (第78図)

A区の南側から検出された。東西に走る溝で、西側は地山面が下がるため上部が消失する。検出面

上で、幅約0.3m、深さ約O.lmの小規模なものである。埋土に流水により流されてきた砂が少し残っ

ている。遺物は、第7-11型式の山茶碗が出土している。

S D 9 (第78図)

A区の南端から検出された。東西に走る溝で、西側は地山面が下がるため上部が消失する。溝の南

側の肩は調査区外にあり、全体の幅は不明であるが、検出した部分だけで 3m以上の幅があり、大規

模なものである。溝の底にわずかながら褐鉄鉱の層があり、堅L、。このことから、この溝に水が流れ

ていた可能性が高い。

S D13 (第79図)

B区の中央部で検出された。段丘崖から南下する幅約0.6m、深さ約0.3mの溝である。検出時にこ

の溝の南端には、径10-20cmの円醸がびっしりと詰まっていた。円醸の聞や埋土から、第10-11型式

の山茶碗や古瀬戸天目茶碗や緑粕古皿が出土している。また、海産の巻員の一種であるアカニシ

Rapαna venosα(Valeciennes) も出土した。

S D14・19(第79図)

B区の西側から検出された。段丘崖から平行に南下する。間隔は約 2mである。 SD5・6と同じ

ように道路の側溝の用途が考えられる。溝の断面形は二っともすり鉢状である。遺物は第11型式の山

茶碗、土師質皿、古瀬戸揺鉢、常滑聾等が出土している。

S D 15 (第79図)

B区の中央部で検出された。段丘崖から南下する幅約0.3m、深さ約O.lmの溝である。断面を観察

すると 1回造り替えられている。遺物は、第7-11型式の山茶碗が出土している。

S D 16 (第79図)

B区の中央部で検出された。段丘崖から南下する幅約 1m、深さ約0.8mの溝である。断面形は、

逆台形である。埋土の真ん中あたりから人頭大の円擦や、遺物が大量に出土している。遺物は第9-

11型式の山茶碗、片口鉢、古瀬戸の皿や鉢、常滑聾等で、青磁の碗も出土している。渡来銭も 1枚出

土している。また、海産の巻貝の一種であるアカニシRαpαnα venosa(Valeciennes)も出土した。

S D17 (第79図)

B区の中央部で検出された。段丘崖から東よりに南下する幅約 2m、深さ約0.8mの溝である。断

面形は、片側が急に深くなり、反対側は緩やかに立ち上がる形となっている。溝の途中が近現代の暗

渠によって揖乱されているが、途中でSD20とつながっている。埋土中から遺物が大量に出土してい

る。遺物は第8-11型式の山茶碗と小皿、古瀬戸の皿や播鉢、ろくろ土師質皿、土師質皿、打欠円盤
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等が出土している。また、溝の底から、渡来銭が6枚出土している(第88図)。

S D 18 (第11、12図)

B区の中央部で検出された。 SD13の東側に位置する。段丘崖から南下する幅約0.4m、深さ約0.2

mの溝である。断面形は、逆台形である。遺物は、第11型式の山茶碗、古瀬戸措鉢、釜が出土してい

る。

S D20 (第79図)

B区の中央部で検出された。段丘崖から南下する幅約 1m、深さ約0.5mの溝である。断面形は、

すり鉢形である。途中でSD17とつながる。遺物は、第11型式の山茶碗のほか、古瀬戸播鉢、青磁碗

が出土している。古瀬戸播鉢はSD17から、青磁碗はSD16から出土した破片とそれぞれ接合した。

S D21 (第79図)

B区の西端で検出された。幅0.4m、深さ約0.2mの小さな溝で、 SD19に直角に接し、西側にのび

ている。遺物は山茶碗片が出土しており、 SD19と関連がある溝と考えられる。

D区SD 1 (第73図)

南東部で検出された。東西にのびる溝で、 D区SD2を切る。幅1.5m、深さ0.3mの浅い溝であ

る。遺物は中濃または東濃産の聾と常滑聾が出土している。

D区SD2・D区SD 3 (第73図)

南東部で検出された。東西にのびる溝で、 D区SD1を切る。この 2つの溝は 2mの間隔で平行に

走っており、 SD5・6、SD14・19と同じように道路の側溝の用途が考えられる。遺物はD区SD

2から古瀬戸天目茶碗 (268)が出土している。

D区SD15・D区SD17 (第80図)

西端で検出された。南北の溝で、約 2mの間隔で平行に走る。 D区SD2・D区SD3と同じよう

に道路の側溝の用途が考えられる。遺物は、第 7-11型式の山茶碗が出土している。

S X 1 (第55図)

B区の西側から検出された。 SB 19を切っており、 SD14に切られる。直径が約 3mのほぼ円形を

しており、断面形はすり鉢状である。底の面はしまっている。 SH1がこの遺構を取り囲むような位

置にあるため、関連性も考えられるが、不明である。関市の重竹遺跡(関市教育委員会 1984) など

で報告されている、中世の「たまや」と考えられる遺構と類似している。

S X 2 (第59図)

B区の西側から検出された。 13期の住居跡SB23を切り、 16期の山茶碗第11型式期の土抗SK794 
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に切られる。縦約3m、横約2.5mのi韓丸方形で、肢は褐鉄鉱が沈着して関い。褐鉄拡の沈着がみら

れることから、*の貯水等に利用していた可能性が高~ ¥0 B寺期は15期~時期の蔀期と考えられる。

S X 3 (第82関)

C誌の立劇から検出された。縦約4m、構約4.7mの隅丸方形を呈している。断面形誌浅いすり鉢

状で、底には褐鉄鉱の沈藷がとかし見られ、しまっている。形状からSX1と同じ賜途に用いられたと

られる。

o箆SX 1 (第80菌〉
務側から検出された。直径約2mお円形で、断面影は議いすり鉢状である。造物は、第6-8型式

の山茶碗、小盟、おろし日入りの山茶碗、美濃3頁恵産の剖王手議 (340-345)が出土している。

D箆SX 2 (第80岡)

P区SX3の西隣で検出された。隅丸右形で、断面形もほぼ長方形である。遺物法第7型式の

鶴と議自製式の小股 (347、348)が出土している。

D区SX 3 (第総額)

D区SX1とD区SX2の鰐から検出された。検出話が覆土と[0]じ黒諸色なため、検出が困難であ

った。隅丸方形で、断間形もほiま長方形である。議議勃は、砥石 (360)が1点出土している。

S K794 (第82図)

B区の西側から輪出された。縦約1.6m、構約2mの隅丸方患の土抗で、断出形も である。

Eわからは人頭大め石と、 山茶擁7点、 古語戸播鉢の すぐ脇から古

議声片口小瓶 (358)の破片が l点出土している。

S K 1205 (第82霞〉

C践の北制から検出された。議話約0.8mの円形である。 は第8-10型式の出茶磯や小皿 (336

，....，339)、?香港聾の破片等がまとまって出土している。

。区SK58 (第8関、写真国版14)

東聞で検出日された。重機による欝立の下から検出されたため、

し大~人頭大の丹擦がびっしりと詰まっている。円磯む範囲から

の土抗と患われる。濯物は、 6-11型式の山茶碗・吉瀬戸の賠鉢・

円礁の間から大騒に出土している。

S U 4 (第91図)

は礎壊されている。底にはこぶ

て縦約2m、横約1.51訟の方形

・盤類等 (361-383)が、

8区の中央部で検出された。自然、流諮開設 2の政t.!こ位聾していたため、機t己記の土:と埋土が民じ
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黒褐色士で、上の屈では検出できなかった。出茶碗の破片とこぶし大の円離、 の貝殻が集中

して出土している。一番下にこぶし大の円擦があり、そのよに海産巻員の貝殻が乗り、さらにその土

に出茶績の器片が大鷲に乗っている。円磯は表諮に熱を受けた痕蕗があり、ぼろぼろになっている。

海産巻貝誌、アカニシRαpanauenosα(Valeciennes)という種で、 SD13、SD16で出土した貝と同

じ種である。このアカニシの貝殻も熟を受けている可能性が高L、oW茶読は第8-10型式で、接合の結
果、山茶碗が8点、小盟が2点あることがわかった。しかし完形で出土した3例の小肌以外はすべて

接合しでも完形にはならなかった。 394め小朋には赤色麓料が付着しており、議光X離分析iこより、ベ

ンガうであることがわかった(第5章第8鮪)。このや盟は、ほぽ中央部から裏返しの状態で出土し、

そのーとに山茶碗の破片がきれいに覆うように出土していることかも、意図的に並べた可能性が高し、

この譲携は、ゴミを麗棄したピットまたは土誌の可能性が考えられる。また、何らかの祭杷の跡で

ある可能性もある。

P325 (第91図〉

B区の東聞から検出された。議j呈豹0.3mのピットで、上部は近現代の芋穴と思われる士読によっ

て鞍壊されている。理士から第9型式の出茶碗の破片 (384)が出土している。

P357 (第自国)

B区の東郷から検出された。直径約0.3mのピットである。埋土から第8型式の山茶擁が完形で出

土している。

その織の16期合議構

検出されたピットの大部分がこの持鶏のものと思われる。また、方形の土誌で、縦の長さがし 5-

2mのこ仁坑も、 15-16期のものと考えられる。 15期、話題のW茶碗の服部技存率による分布状況

92関〉を見ると日区の西側やC区の北艇が特に山茶碗の分布密震が高いことがわかる。この部分で

は、ピットが集中して検出されており、この時鶏の{可らかのよ震講の存萩が考えられる。

目的 17期の遺構

治区SK298 (第5図)

掛端から検出された。 1m強のほぼ円形のこt坑で顕語形はすり鉢状である。埋二七から

題がほぼ完形で3点出土している (202-204)。江戸期のも心と思われる。

D区SD20 (第93図〉

西端から換出された。総長い溝に円離や近現代陶磁器類、瓦等がびっしりと入っていた。近現代陶

磁器類培、 (399)、結種土器の鍋(400)、連鍔隷鉢(401)等で、明治期より新しいものは見られ

なかった。そのため、この遺替は明治期に趨られたと考えられる。この遺識やいくつかの縮長い土坑

は、市道の直下かち換出されていることから、この市議の排水等の施設として諮られたと考えられる。
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その他の17期の遺構

検出された土坑のうち、縦の長さが 2m以上あるものは近現代の芋穴と考えられる。これらの芋穴

は、大部分は長軸が南北方向に造られているO

また、直径約 1mの円形の士坑も近現代のものと考えられるO 断面形は長方形で、ちょうど円柱が

きれいに入る形をした士坑である。用途としては、肥料の貯蔵等に用いたものと考えられる。

他に現代の暗渠や溝が検出されている。

(11) 自然流路

流路のうち、肩がなだらかで、底と地山の境が遷移的なものを自然流路とした。 A・B・C区では

5つの自然流路 (NR)が検出された。どれも段丘崖と木曽川と平行な東から西方向に流れている。

D区では 2つの浅い谷が確認されている。 2っとも段丘崖と垂直に交わり、下の段丘に流水が流れ

た際に下刻されてできたものと考えられる。

A.B・C区の流路が直接木曽川に注ぎ込まないのは、トレンチ調査で明らかになった南側にある

砂磯堆が関係していると考えられる(第3章第 2節)。

出土した遺物から各自然流路の流れていた時期は次のように考えられる。

NR1 

底からは 1~3 期の土器しか出土してなく、この時期に流れていたと考えられる。この上面の 15期

の大溝である SR1の底からは 4~14期の遺物が出土している。このことから、 1~3 期に下の部分

は流れており、いったん埋まった後、再び4~14期に流れていて、 15期に人為的に手を加えられ、 S

R 1ができたものと考えられる。なお、 4~14期の聞にも人為的に改修されている可能性があるが、

その痕跡は確認できなかった。

NR2 

底から 4期の深鉢 (403)が良好な状態で出土している。また、上面では 7期の土器が良好な状態

で出土している(第105図)。このことから 4~7 期にかけて流れていたと考えられる。

NR3 

4期の土器片がわずかに出土している。他の時期の遺物は出土しておらず、この時期のものである

可能性が高い。

NR4 

7期の土器が良好な状態で出土している(第105図)。

NR5 

5期の土器 (402)が良好な状態で出土している。
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72.2m 

A 

71.5m 

取水口 l

。 D'
D D' 71“4mてニァー

5Y3!lオリーブj紫色紗繁土に議、がラミナ殺にi昆ざる。

F F'lv〆
a:5Y3!1オリープ潟色紗賀土に妙が予ミナ状にi銘ざるa
b:5Y5/2.配オリープ俊砂a

a:5Y3/1オリープ紫色砂質土
b:2.5Y3/2爆泌を!i.li歩質主に、砂が持参手続的害時台でラミナ状iこ入る a
c:2.5Y3/1策調品色土‘均察。
d:bとI司とだが‘砂め入りかたが災状。{機乱約1)

A' 

e:5Y 4/2妙乾くと臼〈なる。しまワ溺い。然科埼忽土がラミナ殺に入る。
f:2.5Y3/1然続包砂糞土.5Y412灰オワープ色の砂が節分的にラミナ殺に入る。
g:5Y3/1オリープ漁色紗鷲土。
h:2.5Y3/1嬢需品君主砂策土
i:5Y5/2灰オザープ色砂豊富士、しま号緑〈銃くとれ〈なるa

a:2.5Y3/3時オザープ樹色紗葉土〈轟1エ〉
b:2.5Y3/1黒踊儀砂猿土
c:Z.5Y41ま暗沃賀色砂賓土e
dゐ~:;X4/1'費灰f!l砂賞土時像、しま 9 .1>り。
e:2.5Y3!3暗方すーヲ梯私動資土俗
f:2.5Y3/lJ黒醐勉砂質土。
ESY3/1オリブ黒jP砂1
2，5Y3/1製織色砂誠一土。
ド2.5Y5/2暗成黄色。中に2.5Y2/1紫色:1:';'ラミナ状に混ぜる。
j:5YS/3灰オザーブ磁p 々

民2.5Y4/1費電灰色験事f:f.fli!生みれ
1:5Y6/4オリープ黄色鈴
m:5Y4/1級住砂.
ね5Y5/2淡オザープ酔
o.2.5Y3/1熟梯色砂嚢十n
p:5Y6/3オリープ賞与剖fと5.0Y3/1オリーず現包砂質土が質事さ8-20crnで説場者なサ。
q:5Y3/1オリーブ熱量E土と5Y6/2E正オワープ急砂が?ミナ殺にE正晴をなす。

.:2<土。
b:2.5Y3/1巣長時色紗糞土努わずかに小むがi箆ざる切
c:2.5Y3/3時オリープ褐色紗聖護士'l'1こ細かい完誌の紛が少し議ざる俗
d:2.5Y3/36審オワープ溺色紗糞土秘書提艇がiItぎる。
e:2.5Y3/3暗オリープ泌急診領土。均望室。砂紋子も話j銭。
f:2.5Y3/1黒泌総砂事壁土e
g:2.5Y3/1然衡色士と2.5Y6/31こぶい黄色紗がうミナ状に混ざるe
h:lOY長2/2!然然色紗草壁土."号と持J蜜 e
i:2.5Y7バ沃重聖徳砂。しまりなし。崩底究~体生土器お器が大善意に111土。
i25YU2絡灰策総砂中に2.5Y2/1泉銭土がラミナ総こi見ざるω
ヨ5Y2/1議e土に2.5Y5/2発脅威黄色診がプロック主主に混ざる号

o I 2m 
飯水即 日一一…一一

E E' 
℃ミこf

5Y3!1才リープ紫色鈴質土。細かな予ミナ紋の償援島ワ e

G G' 

G 

71.4m 

a:5Y3/1オリープ黒色紗質.i.と5Y4/1沃色砂2富士等が混ぜる。
b:5Y3/2オザープ幾色砂質シルト@ ヤ

G' 

c:5Y312オリーブ黒急砂緩土令後3-4cmの沃r，色の!l[がはいる。
d.5Y4/U正念秒苦壁土の中に5Y詰4オリープ策色齢、が後2-ぷ:即の1斑となってi箆ざる。

。 i2m  
第70摺敷苔遺構土暑実満国
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ill 

A 
71.4m 

ζ~ 

A' 
70.8m もお量三当

島民l断面セクション

a:5Y3/1オリープ黒色砂質土
b:5Y3/1オリープ黒色砂、黒色の小粒が混ざる。
c:5Y6/2オリープ灰色砂と5Y3/1オリープ黒色砂が斑状に混ざる。
d:5Y2/1黒色土と5Y6/2灰オリ プ色砂がまんべんな〈混ざる。
e:5Y3/1オリープ黒色砂と5Y6/2灰オリープ色砂がラミナ状に混ざる。
f:5Y4/1灰色砂。
g:5Y3/1オリープ黒色砂、均質。
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C 
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8' 

管室きc

。，

とうの4Jlei}とごう~ 。

il2 

D 

71.4m 

0' 。す/ト~口
。今

D 

1m 。

堰NRl実測図第71図



100 !i! 4宿 泊締と必物

ミヨ詰グ198
子、 .. ， to .tn号、汁‘ / ~ 

又dy
21ll'-..， 

Lid' 
2ω -

X試 1I - 官 、~A~~，、明 / / /.:.. ¥孟量死200 
/ 
、、Sば;

、， A 
初，・Z..」98 399

A' 
BI o~語、. "'0# J' 111 ー71.5m 

加 ZOli回詰

、B' 宍主二~ 205 
< 

• 

同・
。
、
a

••. 

，、

-

a

，e
.

 

・
~
'
、
，

"・・・・

・・・
ー・

"4

・
叫

sdo--

• 

'
 

.

.

.

.

 

p
 

，
 

B・

195 
• 
205 

.. . .. 。
'司、
.‘ 

C 
12.2m 

C' 

c c' 

o I 2m 
面面温昌副

第72図 敷石i草橋遺物出土状況



第2節遺構と遺物 101 

スザ
---司-'-司自ーーーーーιーーー -'-ーーーー-

P88 

0 

ふ寸 SD3- SD9 

¥_ a /' '-......__J ~ふ bハ\ι/ちDIJ
¥bJ ¥ __~J 
、'u ¥ SD2 ノ

D区5D3 ー今ムー ¥ー一ーーー一ーー戸-' D区5D2
2.5Y3/1!鼎醐色砂置土中に2.5Y5/2暗灰黄色砂が径1-2c口町 D区SDl -ー一一 2.5Y3/1)黒醐色砂置土わりと均置。
就任状に入る。 a:2.5Y4/2暗灰黄色砂置土 2.5Y3/1黒鋤色tと2.5Y6/6明黄同色(池山砂)が
D区5D9 i昆ざる。
2.5Y2/1黒色砂置士、少し岨ぃ。2.5Y5/4黄樹色砂を古む b:2.5Y3/1黒同色砂置士、2.5Y4/1黄灰色砂置土が荏2cmぐらいの斑状にi昆

ざる。
c.2.5Y3/1黒出色砂置土中に、2.5Y512暗匝黄色砂置土が混ざる。

SD6 ~ F SD7 工

吋ヨ

A 

o I 2m 
匝画面回

C' C 

占砂色貰s

‘
 

w
 
剖司司.

ι仙守町又ιιwざ
VJ川且
5
:
 

2
に

》
」
争
A

土
斑
色
の

4
市閣晴一泊4
 

D
げ

γザ内5血

同
6山町
U口
」
Hl 

問日お
ω
答

74.4m一て二二二F

SD4 

E G SD8 

74.3代二二ア
G' 

D区5D5
2.5Y3/2黒偽色砂置土.2.5Y5/2暗匝黄色砂置土が、
径2cm(らいの縦状に温ざる。

5
 
2
 
と土

。

質、一ヲ
品
告

企
争
、

n，
黄
ぎ
減
混
聞
に
日
状
mh
塊
5
4
 

-
ゅ
の
V

土
創
一
問

問
侵
略

7
i
i
v
こ

P
U嚇ん剛

山
五
百
円
附
ゐ

間
引
引
人

D区5D8
2.5Y3/1黒冊色砂質士、2.5Y6/4にぷい貰色砂
がわずかに1昆ざる.

D区P88 SU2 

D区5K88セクンヨン
a:2.5Y4/3オリープ醐色砂置土。2.5Y3/1果樹色土や2.5Y5/3買掛色砂が混ざる。
b:2.5Y2/1黒色土砂置。割と路J置で周囲はJlt状。

三三
アプィ4

74.8m~す

而、。ロ(/J_' 
。 2m 。 1m 

第73図 D区5DI-9、D区P88、5U2実測図・遺物出土状況



ミ ;95

4f8 

102 第 4章遺構と遺物

NRI 

¥ 

三/
193 

ミ主γ:98

亡~

、J

.~ 

ミミ云，-Cク

立 207

日"
-¥7，，， 

ミ己主d

\五三子三主~

216 

SU2 

ヤ三L三二一人τふ D。 10cm 



SHI 
〈

8' 

8
一
伽

内

t『，，

。、。
、J

WI司 川

崎一

f
a
v
sぷ
J
0 

71.6m 

D・

ε 

第75図 SHl-3、SA7・8実測図

:日2筒J 泊構とln物 103 

(.) 

H SA7 
M
H
 

。よ
H' 

I SA8 

71.7m 

o I 2m 
私 !ー ーーーやー~・--l



PI P2 P3 。 P4 ト イ
ト

→ 
P5 

ト 一命ャ、く
よよよよムブ

JJ、イイイIヘ

。バ1凶2 0 
ヤ 試描坑ヘ

一
γ ベ

P6 P7.rjいほめ1
ヤムJ-一J-....l-一J手

手~.-Ij，"~ P8 

PI 

。 I 2m 
や主

h-rn-T ー…←一叩一一」

P3 P4 

104 第4

75芯喝選傘-y--

P5 

75.0m 

一需主諮ジ油-、

議機と遺物

75.0m鳴喝野ト- mh議欝アー 75.0m-'暫埜~

やら P7 P8 

も

7記高官議第一

o I 2m 
ト〔伊寸-~…←一一一→一一一一~一一一叶

zw 
ぎ

。

浪

る

で

ぶ

戦

同

捜

主

が

か

ん
U

柵

油

開

ゃ

ん

紫

色

れ

付

制

閣

下
h

糞

5

4

 
/
 

2

5

 

。
鎖
。
と

。土

e
o
士
一
士
土
台

ン
土
龍
一
士
土
賓
と
E
R
貧
土

投
資
ゆ
賓
震
砂
秒
砂
砂
質

シ
砂
色
紗
砂
品
開
色
怠
色
紗

ク
忽
糞
色
総
賞
出
制
儀
後
四
色

々

継

続

出

関

衡

問

間

接

照

議

官

間

回

開

ト
瀬
川
崎
畷
靖
明
暗
崎
山
川
山
川
崎
崎
市
川

ァ
U
V肘
MMMU
引
は
河
川
以
日
ル

ド

w
Y
Y
Y
Y
Y
M
M日
Y
Y

3
5
5
5
5
;
4
5
5
 

1
i
η
'
w
弓

4
q
G
9
“9
u
a
h
u
令
匂
今
伽

山
山

h
n
m
m
m
m陀
町

内

仇

川

町

内

第76関 D区 SHl実灘間



第 2 遺構と遺物 105 

ミ9 εコも 。。。。A'
SAI 

A 伽加閉剖拐:;，. fØ;m務~d~ rA務協綴i@.A援物務覆弘.....&磁砿 A' 

SA3 弘ι 記¥¥@(9 。l¥ (1 @) 。位一一8 B' 

72.0m 

S7 れ 。。。 SA6 ~ @ 。@@、、〆
72.Dm C' D 71.7m 

E 

SA5 o@9X SA4 。の
72.0m nSA6J SA4 
ξ 可邑 号車 E' 

SA2 

72.0m 
F F' も 一時lU

SAI 

SA4 

/ど62U
SA10_@ 。。 Y:~0 i i384 

SA9 @ ftt似合
o 5 
仙函ー両日』 m

 

p
u
 
nu 
i
以

e 窃ーー

71.8m 

SAII~ 。 。 7tはtヘ 。
。I 2m 
P?ヤ引門吋畑山吋………一一守山吟ムイ

第77函 SAl-6、9-11;健灘間



106 第4 遺構と遺物

50S 
A S08 A' 
71.5m吋二二二;?-

5D時
a:5Y2/2オリーブ，呪色士がラミナ4まに:院ぎる。

8 

71.6m一‘

SOI 8' 

5Dl 
aゴOYR2/2.j堅持暗主主要弘、質土。 しま号なし。
b.l告YR2/2潟縦色紗食JおこIOYR5/4におい黄泌色1:が後3、5cmの塊状lこ入品。
しま丹やや高i号。

C S07 
71.5m ーι-~-四一一一}

5D7 
a:砂に5Y3!lオザーブJ撚色砂質t二がラミ十枚に混ざる。
b:5Y5/3淡オザープl!!砂。
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a:2.5Y3/l黒長時色体唆上。しま号鋭、h
b:2.5Y3/J謀総吉弘秒唆土に2.5YZ/1紫色士会‘i詫ざる。
c:2ふY3/3器官オヲープ齢色紗重量土ョしま号.粘乃は弱い。
d:2.5Y4/2房審灰黄色齢、質土と、25Y51費量品怒砂蓄電上が後2-3cmのブロック状Iこj昆d'fJ{子う@
e:2.5Y3/l泉純色砂銭土と2.5Y4/3オヲープ島民色紗質土がプロソク状に泌さfる窃
f:2.5Y3/l然溺毎秒糞土。しま号、効性ともに紛いω
g:2.5Y4/J黄灰色秒貧土と2.5Y3/1議務自主砂猿土が;昆ざる。
h:2.5Y3/1!黒鵜色重量震土に2.5Y5!4黄燐色妙重富士泊ぜプロック状にi蕗ざる。
i :2.5Y3/3絡オ IJ-プ溺色証券鷺士。しまり.事告投あま可ない。
J :2.5Y5/6黄総色紗E壁土1:2.5Y3!U思縞色紗量壁土がラミナ状に混ざる O
k :2.5Y4/2者音威主電色紗貧土、絡ま号車占9ともになし。
I :2.5Y4ノ2時灰黄色紗嚢土に2.5Y5/4策調草色砂質土と2.5Y3!1京総色砂貧土が1M;!'"る。
しま号.粘性あ号。
m:2.5Y311!拷尚l!!砂量壁土。砂のう多ミヲト溺らしき物が、績かに見られる a
n:2.5Y3/1!線総急車高賞士。
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又一一 b/

SD3 
a:lOYR3/1紫耐色紗霊壁土。むば号、しま号ともにな l，
b:10YR312!!¥総数秒震j:，納f章、しま号なし。

F 

72.0m 

S09 F' 

?。
ド
ew

剖
棋

のμ叩

上
賀
気
品
開
設
。

紅
白
土

凶
陶
衡
問

ブ
秒
一色
川
ソ
灰
オ
禽
4
1
 

/

/

 

4
4
 

v
a
V
2
 

み
'
え
u
q
ψ

内

υ内
4
9
ι

s
a
e
o
 

十X:-62200
。I 2m 
~~γ ー…十 九一γ一一吋

G 
71.9m 

G' 

S06 
SD5 
2.5Y3!1思F特色秒華u。

S[渇
2.5Y3/1黒協色紗霊堂士。

o I 2m 
いーマー?ー「一…ー…ーす… …ー…九一」

第78国 SDl、3-事実潰IJ間



72.0m"，-てιb/ -二ア
SD14 
2.5Y3/1黒褐色砂質土。均質。中くらいの位置
から石や山茶碗が出土。世しもろも」

SD19 
a:2.5Y3/1黒縞色砂質土。しまりややあり。
b:2.5Y3/1黒悔色砂質土に2.5Y6/6明黄梅色地l1J砂が混ざる。

B S021 B' 

71.9m "=フー
SD21 
2.5Y3/1黒偶色砂質土と2.5Y6/6明黄補色砂が
径5-8cmの塊て・混ざる。
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径5-15cmの小石を事〈含む。
b:2.5Y3/2黒補色砂質土に2.5Y5/6黄尚色砂質
土カ吋昆ざる。
c:2.5Y5/6黄縄色砂質士。均質。

SDl5 
a:2.5Y3/2黒補色砂質土に2.5Y5/6黄褐色砂が
混ざる。
b:2.5Y3/2翼働色砂質土に2.5Y5/6黄補色砂が
径2-5cmの斑状に混入する。

SD20 
2.5Y3/2黒褐色砂質土。小石、遺物などが$:(混入
する。締まりはよい。事歩の粘性を持つ。中層より
下層に至るまで山茶碗・陶器の出土が見られる。
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a:5Y2/1黒色砂賓土均質な士。
b:2.5Y6/6明黄褐色砂に5Y2/1黒色土がi昆ざる肉
c:5Y2/1黒色士に2.5Y6/4に占い黄色砂が径f":3cmの斑状に混ざる。
d:2.5Y6/4に占い黄色砂。。 12m

SDl7 
a:5Y2/1黒色砂質土。均質な士。
b:5Y2/1黒色砂質土。5Y5/4オリープ色砂が部分的に混ざる。
c:5Y2/1黒色砂質土。均質。
d:5Y2/1黒色砂質土に5Y5/4オリープ色砂が7:3の割合で混ざる。
e:5Y2/1黒色土と5Y5/4オリープ色砂が均質に混ざる。備鉄鉱が見られる。
f.5Y21l黒色砂質土。ほ11"均質。
g:5Y2/1黒色砂質士。中に2.5Y6/6明貰補色砂が径5-8cmの塊て・部分的に混ざる。
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A SDI2 A' 
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B SDII B' 
74.5m雫之y

D区SDll
a:2.5Y3/1黒制色6質士、干の方は2.5Y6/4に占い黄砂が径1cmくらいの斑状に
混ざる。
b:2.5Y6/4にぷい黄色砂と2.5Y3/1黒樹色砂質土が腕状に混ざる。
D区SD12
2.5Y3/2黒尚色砂質土中に2.5Y4/1黄灰色砂質土が径1-2cmの斑状に混ざる。
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2.5Y2/1紫色土。均質。

D区SX1セクション
a:2.5Y2/1黒色土と2.5Y3/1黒織色土が1昆ざる。砂質、しまりあまりなし。
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第80図 D区SD11.12・15-17、SA1.2、SXI-3実測図
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A' A 

FT 
トベ
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SX3 
SX3セクシヲン
a:Z.5Y3il幾禍色紗縦士脅均草壁。しまりあ号J‘たいa
b:2.5Y3/1!翼溺i!砂蓄電土中に主張3-6mmの液化物や2.5Y6/4にぷい黄色砂が、径4mm(らいの凍て・滋ぎるe
al:1乙べて柔らかい珍
c:2.5Y3/1黒織を主砂質主。蛤j賞。しまりややあ号。
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a:2.5Y311黒総数秒笈土。しまり弱 U1サ宰サ。
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SK794 
2.5Y3i2幾製造像診察土。しまり議〈柔らかい。
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。 10m 

第92図 包含層出土山茶碗の時期別分布状況
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第3節包含層の遺物

(1 ) 縄文土器

中期後半から晩期までの土器が出土している。それ以前と考えられるものは 1点も出土していない。

全体的には、遺構のあった中期の土器が最も多L、また、 EI然流路NRlの底の部分 (NR 1下層)

からも時期的にまとまって出土している。

後期の土器は、称名寺式、堀之内・3口問剥B式か主縁構文土器様式までほぼ連続して出土している。

暁期の土器は、石器とi司じようにほとんどが、 NR1の上!麗かち出土している。晩期の土器もほぼ

前葉から末葉まで連続して出土しているが、五貫森式期と思われるこ仁器が見られない。

設丘離層重上出土の土器 (404-405)

4点出土した。層位的に本選践でもっとも古い土器で、段丘の形成時期を考える上で重要な手がか

りになる。いずれも小片で時期を決めるのは困難であるが、車さや縄文の文様から、縄文時代中期後

半のものである可能性が最も高いと患われる。

1期の土器

408は、深鉢の口縁で、キャリパーが強い。咲揺・醍繍土器様式の第 i様式b-Cに比定される。

1点しか抽出されていない。

409-412は掠り糸文を施文した土器で、魁元軍木土器様式の第5-6様式に比定されるO 抽出され

たのはこの4点のみである。

413-415は、日韓部のカーブが強く、沈緩や隆替で撞文之されているもので、船.里木様式の一群

の可能性が高いと思われる。抽出されたのは3点のみである。

2~3 願の土器

417-422は、ネャリパ…型の探鉢で、日韓部付近に騒帯や沈線で区嗣され、中に縄文が光壊され

る。加曽利E式第3様式辞行と考えられる。

423-435は、キャリパーがやや甘くなり、日縁部のほ画が沈轄でなされ、中も沈線で文様が充填さ

れた一群である。

436-447は、口縁部の文様帯がなくなり、形状もバケツ状になる探鉢の日縁で、腕部の文様帯が上

まで来る。揺曽事IJE式第4諜式併行と考えられる。

448-450は、口縁部に投;線や陸帯でイ品巻き等の文識がある深鉢で、この時期のむのと考えられる0

451-454は信州系の土器群で、 451は唐草文系土器様式の廷に当たると考えられる。 452・453は

利式土器様式心無文口縁部、 454はその類部と考えられる。

455・456はこの持期の東海系の土器と考えられる。

457-462は頭部に取手や突起の付く土器である。この一群の土器の出土量はそれほど多くえよし、。

463-482は、深鉢の調音s片にあたる。 463-478は、謹書や沈畿で縦に区語され、屈に縄文や沈線で

嬢杉文が撞文される。震曽手IJE式系士擦の服部と考えられる。 479-482はこの時期の東海率の土器と
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られる 0

483-4851ま双耳壷の関部片と考えられる。加曽利E式第4様式併行と考えられる 0

486、487は漫鉢の司縁部と考えられる。

ヰ期の土器

488は沈線で施文された深鉢で、後期初頭の七器と考えられる。 489は口縁が外反するアサガオ型の

深鉢で、堀之内2式静行のものと考えられる。 491は堀之内2式に特設的な 8の字状の突認である。

492-520は、縁講文土器様式の諜鉢の日縁と考えられる。 492-497tま、口議端部に沈織がl本績に

巡らされるもので、この期の前学の北白JI!上層式のものと思われる。 520は、東海系の蝦塚式と呼ば

れているものである。

521は、この期の深鉢口縁部に付く突記。 522-535、538、5391まこの期合深鉢のものと考え込れる

制部庁である。 536、537は詑口付き土器の破片である。

5期の土器

540-565は粗製無文土器の口縁である。 540-543は、口縁が外反し、端部が肥思する。晩期初頭の

ものと考えられる。 544-551は外反する口縁を持つものo 552-554は日縁が内側するもので、

器のものと思われる。 555、556は口縁が菖口するものである令

557-561 は、タ~Bえする口謀端部に刻みが入るもの、 562-565は日縁上端部に沈線が 1 条巡るもので

ある。

566-590は突菩文土器である。 567-581、585、586は、探鉢型土器の口綾のすぐ下iこ突搭が付くも

ので、突帯は2枚民等で押し引きが施される。 583、584は「摂勢タイプJと呼ばれる素文突帯文土器

の臼縁である。この土器は突窃が2条あり、 587-590の突菩のある腕部片は、このごと器の下の突帯部

分にあたるものと思われる。これらの突菩文土器は鳥見塚式下り松段階になるものと思われる。

591-593は亀ヶ鵠式土器である。 591は、半精製土器で、晩期後半のものと思われるO

594-603は浮纏縞状文系土器である。

604-617は分類不明だがこの期の土器と思われるものである。

時期不明の縄文土器

618、6191ま口縁の内観が強く、無頚壷のような器形になると患われる。 620、621は口綾部に完結状

の文機が討く。

縄文土器護部

622-6251ま胸部が沈線やi蓬帯で縦に区雨され、問に縄文が施されるもので、 2-3期のものと思わ

れる。 649-651は粗いナデ調整の土器で、 5窮のものと態われる。

震に網代痕が付く土器が多く、全体の半分以上を占める。また、植物の葉の跡が付くものもある。
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土襲品

652-658は土偶の破片である。全部で?点出土している。 659は土版の破片で、 5期のものと考え

tられる。 660は用途不明で、時期も縄文持代以外の可詑性がある。 661、662は打欠円盤で 2-3期の

を穫っている。

出 弥生こと器

6期の土器

663は、遠質問系の大型の壷盟土器の口縁である。口縁の形状から議戸内地域の東側に分布してい

る知期の段暗むものと考えられる。畿内でも見られない 1)初期の設階の土器が東海地方む内陸に入っ

たこの地域で‘克つかったことiま特筆に{践するo 664は議賀川系の饗の日縁惑である。日縁の下に沈線

が4条入るものである。

1 )愛媛大学 問鵠博之氏ご教えぷによる。

7期の土器

弥生土器群の も多くまとまっている。一部6期の後半と思われるものも出土しているが、そ

れらちここに含めて報告する。 NIミ2やNR4といった自熱流路かち、完形の状態で出土している

器が多い〈第105図)。

665-...671は、条痕系の単純時議議であるo 672、676-680は遠賀川系の獄純日縁壷である。 673はこ

の期の壷型土器で、胎土が撞色で蜂或が悪く、在地のものと考えられる。 674は飴土から議入品と考

えられる。 6811ま沈線文系の壷型土器である。 682-685は条痕系袋状口縁壷である。やや大型の

多く、 6郎、 687はそり錦部と考えられる。 688-693は条痕系無頚盛である。

694-703は条痕系の聾である。 704-710はこの窮の土器の底部である。 704はハケ謁整で逮賀川系の

擦の底部と盟、われる。底の畿には、布自の圧痕が付いているものと、葉雛痕がついているものがある。

711-731は議の日縁や調部片である。 716-723は、霊長部に突帯や沈線が巡るもので、 8期の未のも

のの可能性がある。 726-728註頭部に沈嬢で横線後引き、中に縄文や沈線文を臨すもので、 7鎮の後

半-8期のものと考えられるc

732-7651立法諒文系土器の破片である。全揮で50点ほど出土しており、一遺跡から出土する量とし

ては多い。 754は浮線構状文土器む患部でこの期のもりと

に、板状工具で擁縄文を施したものである。

766-773は条痕系議の口議である。

主れる。 760-"'765は沈畿で区画した中

774は、口語端部を折り返した、無文の聾で、朝鮮無文土器に類するものと患われる。

795は、薄い土器む表部に入信の顛を表現したもので、人面土器の破片と考えられる。 776は、

調整された筒形の土製品で、ひょうたん割安箆すと思われる。

8鎮の土器

はわずかである。 777は大製の畿の絹部でこの持期のものと考えちれる。なお、 9期のご上器と

j思われるものは晃られない。
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10期の土器

D区を中心にまとまった出土をしているが、量はそれほど多くない。制合層からの出土は多くない。

778-782は壷の口縁である。 779、780、792はパレスタイル土器の羽越で、 780は11期のものである。

783-786、793は懇で、櫛条壌の調整が縦方向に入る"787は鉢で、縦方向に櫛条嬢調整がなされ、

に布自庄擦が見られる。 788は器台、 789、790は蓋、 791は高杯である。

11期のこと器

SB1の土器(73)や780のパレス これに当たる。他にこの時代のものと思われるものは少ない。

(3) 古婆時代

12期の土器

S字口縁台什き護や高杯の破片が出土しているが、数は多くない。 794-796はS字日縁台fすき聾の

口縁で、 C類に分類されるものと患われる。 797はその騨部である。

13期の土器

須恵器

包含!露出土の須恵器は、 SR1の誌を中心にわずかであるが良好な 出土している。住居跡出

は6-7世紀のものばかりであったが、

も出 μ士している。

土部器

出土のもの詰 8-9世紀と られるもの

817-820、828-830は長調で平底の大型の饗の口縁。 は内握・井川分類のB2類にさ当たる。

持分類のB3類に当たるものは、遺構からも包含層からも鑑認されていない。 821-827、831、832は

小型平成懇である。 11¥裂平底聾は諜整や形磐が多様である。 824はつまみ上げ口縁小型車底聾で、胎

士ちf散のものと異なっており、伊勢方組からの磯入品と考えられる。 833-835は小相手蜜聾の腹部で

ある。 835の底部はクズの葉の葉脈痕がfれ、ている。

出古代以韓

14期的土器

灰紬鶴器の碗や藷がわずかであるが出土している。 SR1から

べて東濃窯で、すべて虎渓山 l号紫式顛のものと考えられる。

したものがほとんどである。

15顛・ 16期の土器

山茶碗と、古瀬戸、常滑護、土師質服、士師葺鎖、中国醸器等が出土しているO

した。

と分類は観察

注)山茶碗の分類は爵本直久氏、お瀬戸陶器類は藤沢良祐託、常滑援は中野崎久氏、

氏にお鋭いした。

は小野木学、井川洋子
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17期の土器

2節で述べた遺構から出土したものの他はほとんど出土していない。特に近世の土器類がほとんど

出土していないのが特徴的である。

(5) 時期不明の土器

1039、1040は土師質の土器だが、類例がなく、時期不明である。

(6) 土鍾

10点ほど出土している。時期は不明である。

(7) 鉄製品

鉄鉱が l点、和釘が4点出土している。鉄鉱は古墳時代のものと考えられる。平日釘は14--17期のも

のと考えられる。

(8) 銭貨類

包含層からは 6点出土している。すべて渡来銭で、近世以降のものは 1点も出土していない。

(9) 石器類

石器類としたものは、石器、石製品、剥片、石核等である。これらの石器類の大部分は、縄文時代

から弥生時代に製作・使用・廃棄されたものと考えられる。ただし、砥石については古墳時代や中世

のものも含まれる。

石器の大部分は、敷石遺構のある大溝 (SR 1)の底部分で、自然流路NR1の上層からである。

この部分は、共伴した土器から 5--7期のものと考えられる。ここからは、打製石斧と下目石の円礁

の石核が、ともに千点以上という膨大な量が出土している。

1 .石鎌

300点出土した。内30点図示した。(19--21、1081--1107) 

石錬の属性について、刺突能力に関わる先頭部の形態と、矢柄との装着方法に関わる基部の形態と

で下記のように分類した。折損品以外の各分類ごとの出土点数は、第3表に示した。

使用石材は、下目石 229点 (76.4%)、サヌカイト 11点 (3.6%)、黒曜石 1点 (0.3%)、チャート

50点(16.7%)安山岩9点 (3.0%)で、下呂石が圧倒的に多い。下目石の内、表皮がほとんど風化

していないきれいな石材を使用しているもの(下目石黒)が58点で、下目石のだいたい 4分の lの割

合を占める。

尖頭部

1類:鋭角な尖頭部を持つもの。



2類:鋭角な尖頭部を持ち、全長が長い(全幅の 2倍以上)もの。

3類:鈍角な尖頭部を持つもの。
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4類:先端が尖り、側縁部の肩が張った形状を持つ、いわゆる飛行機錬と呼ばれるものO

5類:先端が丸く、尖らないもの。

基部

A類:中心が逆U字状に挟られたものO

B類:わずかに挟られるもの。

C類:深く挟られるもの。

D類:平らなもの。いわゆる平基鎌。

E類:わずかにふくらむものO

F類:舌状に中心部が張り出すもの。いわゆる有茎鎌。

第3表 石織の各分類ごとの出土点数

A類 B類 C類 D類 E類 F類

1類 3 51 10 17 9 48 

2類 11 。4 6 15 

3類 。 9 4 。。4 

4類 。3 4 。。34 

5類 。。。。。 5 

2.石鯨未製品

素材となる剥片の大きさや、調整方法などから石鎮の制作途中と思われるもの、石鎮の制作を途中

で断念したと考えられるものを石鎌未製品とした。 20点抽出された。

3.石錐

形状から穿孔する機能を有すると思われる石器を石錐とした。 69点出土した。そのうち 4点図示し
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fこ。

使用石材は下呂石55点 (79.4%)、サヌカイト 1点(1.4%)、チャート 13点(18.8%)で、下呂石

が全体の 8割を占める。下目石の内、下目石黒は 2点である。

形態と先頭部の数より、次のように分類した。

1類:不定型な剥片を素材とし、その一端に簡単な調整を加え、機能部を作出したもの。

2類:錐部作出のための調整が 1類より進み、つまみ部を有し、錐部と基部が分かれるもの。

3類:ほぼ全面に調整剥離が施され、細身棒状に仕上げられたもの。

そのうち、錐部が一つのものを a類、二つのものを b類とした。それぞれの出土点数は 1a類20

点、 1b類 1点、 2a類24点、 2b類8点、 3a類10点、 3b類6点である。

4.削器

剥片の周囲を2次的に加工して定型化し、刃部を持つ石器を削器とした。いわゆるサイドスクレイ

ノfーで、エンドスクレイパー(掻器)は 1点も抽出されていない。 18点出土し、そのうち14点を図示

した。使用石材は、下呂石12点、チャート 3点、サヌカイト 1点、安山岩2点である。

5. へラ形石器(1126-1131)

剥片の両側を折るなどして細長いへラ状の形にし、一端に刃部を持つものをへラ形石器とした。 21

点抽出された。そのうち 6点図示した。使用石材は、下目石が14点、チャートが6点、サヌカイトが

1点である。 1129は石核からの転用だと考えられる。

6.二次加工のある剥片 (RF)、使用痕のある剥片 (UF)、挟りのある剥片(1132-1134)

使用痕のある剥片 (UF) 145点のうち、挟り状の使用痕がある剥片が33点あった。使用石材は、普

通のUFが下呂石83点、チャート27点、サヌカイト 1点、安山岩 1点であるのに対し、挟り状のUF

は、下呂石20点、泥岩11点、凝灰岩 1点、チャート 1点で、挟り状のUFには泥岩も多く使われてい

るのが特徴的である。 1134は下呂石製の小型のもので、異形石器である可能性もある。

7.石核、残核、ピヱス・エスキーユ

石核は1342点抽出された。そのうち、 1265点 (94.3%)が下呂石である。下呂石の石核のうち1082

点は、円擦の表皮が残っている。残っている表皮のカーフ、、からもとの礁の大きさを推定すると、だい

たい直径10cm前後の離が多いと考えられる。これらの円醸は、本遺跡の近くの木曽川|から採取された

ものと考えられる。残る178点は、円醸の表皮を持っていないもので、表皮が角張っていて、風化が

あまり進行していない。この円蝶起源でないものは、下目石の産地である、岐阜県益田郡下呂町の湯

が峰の露頭やすぐ下流の河原等で採集されたものと思われる。

円磯起源と、円離起源でないものとでは、石核の形状や石材の材質に違いが認められる。すなわち、

円磯起源の下目石では1135、1139-1145のような上下両端がつぶれ状を呈するものが526点と円醸起
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源全体の48.6%を占める。この中にはピエス・エスキーユも含まれ、 1141-1145はピエス・エスキー

ユである可能性が高い。一方、円醸起源でないものは1129、1137、1138などがあり、形状は様々であ

る。そのうち両端がつぶれ状を呈するものは58点あり、円醸起源でないもの全体の32.6%と少ない。

1146は大きな残核で、16期以降の集石遺構の石のーっとして出土した。

両端につぶれが見られる石核の、つぶれ聞の長さを測定すると、最長のもので、89rnrn、最短のもので

18rnrnで、あるが、 30-50rnrnのものが大部分を占める。両側につぶれのある円礁からの一次剥片でも、最

小のものは18rnrnで、この大きさが目的とされる剥片の最小の大きさと考えられる。

石材の材質の違いでは、肉眼による観察では、円醸起源のものは、害Ijれ面も白く風化しているのに

対し、円醸起源でないものは、割れ面が黒く風化の度合いが低し、。これはほとんどすべてが例外なく

同じ傾向を示しており、石材の割られた時期による差とは考えにくい。そのため、円醸起源でないも

のは、円磯起源のものよりも質の良い下目石を持ち込んでいるものと思われる。

下目石以外の石材としては、チャート57点、泥岩15点、安山岩5点である。

8.景IJ片類

出土した剥片は、どの石材のものもすべて取り上げた。石材別にみた 1辺が2crn以上の剥片の数と

細片も含めた総重量は第4表の通りである。

第4表剥片の石材別出土点数

石 キオ 点数 重量(g) 石 材 点数 重量(g)

下呂石(風化大) 8，443 44，556 安山岩 71 967 

下目石(風化小) 270 1， 175 凝灰岩 53 992 

チャート 755 5，908 緑色岩 15 252 

黒曜石 45 1， 355 濃飛流紋岩 13 404 

泥岩 317 6，995 花自岩 2 137 

砂岩 139 2，748 

9.打製石斧(1147-1157)

1148点抽出された。後述する粗製剥片石器と区別が困難なものがあるが、打製石斧としたものは、

刃部側縁が摩耗していることが多く、この部分に摩耗痕が見られるものは打製石斧とした。
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使用石材は泥岩が1082点 (94.3%)で圧倒的に多い。他は、砂岩32点 (2.8%)、頁岩14点(1.2%)、

凝灰岩7点 (0.6%)、安山岩6点 (0.5%)、緑色岩4点 (0.3%)、濃飛流紋岩3点 (0.3%)で、ど

の石材も野笹遺跡付近の木曽川の河原で普通に見られる石材である。

打製石斧の形状は、すべて胴部が平行ないわゆる短冊形か、やや基部に向かつて収束するいわゆる

パチ形である。

打製石斧のうち、完形のものは249点 (21.7%)で、折れた状態のものが899点 (78.3%)と圧倒的

に多い。折れたものについて折れの部位によって次のように分類した。それぞれの点数と全体からの

割合は、次の通りである。

a類:先端部が残存。

b類:基部が残存。

c類:先端も基部も欠落して、胴部のみが残存。

d類:部位が特定できないもの。

10.磨製石斧 (1156-1164)

409点 (35.6%)

228点(19.9%)

216点 (18.8%)

46点(4.0%) 

17点出土した。 1158-1160は大型の石斧である。基部の側面も面が作られており、縄文時代のもの

である可能性が高い。 1161は扇平片刃石斧で、弥生時代のものと思われる。 1162は十分定型化されて

いないが、全体が磨かれており、磨製石斧の折損品と思われる。 1163、1164は小型のもので縄文時代

のものである可能性が高い。

使用されている石材は、ヒン岩 1点、緑色岩5点、凝灰岩4点、結晶片岩5点、泥岩 2点である。

折れたものは13点あり、折れの部位によって次のように分類した。それぞれの点数と全体からの割

合は、次の通りである。

a類:先端部が残存。

b類:基部が残存。

c類:先端も基部も欠落して、胴部のみが残存。

d類:先端部の一部のみ残存。

11.打欠石錘

6点

2点

4点

1点

円礁に、数枚の剥離を施すことにより、紐掛かり部を作出した石器を打欠石錘とした。 19点抽出さ

れた。使用されている円礁の形状や剥離の位置により、次の 4種類に分類した。

a類:小型の楕円礁の長軸側両端に紐掛かり部を作出したもの。(1165-1168)

b類:泥岩などの薄く平たい円擦を使用したもの。(1169-1171)

c類:小型の楕円離が半分に割れたものを使用したもの。(1172-1174)

d類:やや大きい円離を細長く割り、長軸側の両側面に紐掛かり部を作出したもの。

(1175、1176)

それぞれの点数と重量の範囲は次の通りである。

a類:10点 16-75g 

b類:4点 18-54g 
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c類:3点 17-90g 

d類:2点 113-240g 

使用されている石材は、砂岩7点、泥岩9点、凝灰岩2点、安山岩 1点である。

12.切目石鍾

小型の楕円磯の長軸両端に、切り目を施すことにより紐掛かり部を作出した石器を切り目石錘とし

た。 5点出土した。重量の範囲は 7-72 gである。使用石材は、泥岩3点、安山岩と凝灰岩が 1点ず

つである。

13.抵石

25点出土した。砥石は縄文時代から近現代まで存在するので、包含層出土のものは時期が特定でき

ない。住居等の遺構から出土したものは、その遺構の時期のものと考えられる。石材は、砂岩9点、

泥岩2点、凝灰岩11点、頁岩3点で、古墳時代以降の遺構から出土しているものはすべて凝灰岩製で

ある。

14.磨石・凹石類

主に円離を素材とし、その表面に凹み、敵打痕、磨面が認められるものを磨石・凹石・叩石類とし

た。全部で38点抽出された。これらは、 1つの石器で複数の機能を持つものが多いのでまとめて扱

い、それぞれの機能ごとに分類した。

(1) 磨石

磨面の判定は、困難を極めた。ここでは、明らかに磨っているものを磨石とし、可能性はあるが断

定しかねるものは除外した。また、表面がかなりつるつるな状態でも、流水等の作用によるものと思

われるものも除外した。そのため、除外したものの中に磨石として使われていたものがある可能性は

否定できない。 25点抽出した。

磨面の種類と位置について次のように分類し、それぞれの組み合わせで分類した。

磨面の種類

1類:自然面を加工しないでそのまま磨面としたもの。つるつるした表面となる。

2類:敵打等によって一定の面を作出した後で使用されたもの。

磨面の位置

A類:表裏面の片面もしくは両面のほぼ全面。

B類:表裏面の片面もしくは両面の一部。

C類:短軸方向の側面。

D類:醸の表面全面。

それぞれの磨石の点数は、 1A類23点、 1B類1点(その裏面は 1A類)、 2C類 1点、 1 D類 1

点(105)である。

(2) 凹石

主に円礁を素材とし、表裏面の片面もしくは両面に人為的な凹みが確認されるものを凹石とした。
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27点抽出した。

自みの形状と設鐙について次のように分類し、それぞれお組み合わせで分類した。

問みの形状

I類:細かい蔽打惑が集中しているものc

E類:細かい簸打痕が分散しているもの。

臨類:細長く深い凹みむもの。たいていの場合、右乞がりに凹みがつけられている。

剖みの詮議

a類:ほぽ中央にあるものO

b類:中央からずれているもむ。

c類:2つ以上の問みが重なっているもりa

d類:2つ以上の凹みが重なっているもの。

e類:3つ以上の阻みが不組員Ijにあるもの。

それぞれの胡召の点数は、 1a類5点、 Ib類12点、 1c類l点、 1d類1点、 1 e類 l点、 IIa襲 1

点、 ma類4点、阻b類3点、亜d類l点である。表と裏で出みの穣類が違う場合は、それぞれの面で

点数を数えている。表と裏で出みの種類が違う場合の組み合わせは、 1aと1b" 1 aと1c、1aと3

a、 1bと1e、 1bと2a、 1bと3bがそれぞれ 1点ずつあっ

これらの内、霧器と回石両方に使揺されていたものは14点である。使用五材は、花商岩6点、安山

岩10点、流紋岩 1点、濃飛流紋岩3点、凝灰岩 l点、穣;岩6点、砂岩10点である。

14. 叩石 (1190、1191)

細長い円擦の長軸翻端部に薮打震が集中するものを叩石とした。 4点抽出した。 1191は側蛮にも鼓

打壌が見込れる。使用五材は、砂岩3点、濃飛流紋岩 1点である。

15.火打ち石? (1188、1192)

1188、1192はチャートを使照し、円畿の側面全面に鼓打痕がある。通常の叩石と泣使用石材や布く

部位が異なり、これは大打ち石である可能性が高い。 3点抽出された。

16.礎器 (1193--1197) 

扇平な問擦を紫材とし、そむ一端に数回り剥離を施して刃部を作出した石器を機器とした。 7点、抽

出し、 5点図訴した。使用石材は、泥岩3点、砂岩3点、濃飛流紋岩l点、である。

17.組観察j片石器 (1198-1226)

泥容や砂岩などの轍密でない石材の時機を素材とし、自然面を残した剥片にそれほど加工会を加えて

いない石器を粧製剥片石器とした。この石器は単なる粗雑な剥片と陸別が付かないものや、打製石斧

と区引が関難なものがある。 76点描出したが、前述の理由により、見落としの可能性は否定できない。

捷用五林は、泥岩70点、砂岩4点、緑色岩 1点、経花木 1点で、提岩が在倒的に多し、。どのお材も近

くの木曽JlIで簡単に手に入るものである。
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このお器の現議としては穂、摘みや穂メIJりなどが考えられる。これらの石器10点について使用痕分析

を愛知謀教育委員会の原田幹氏にお殿いしたところ、 3点から捷用獲が観穫された〈第 51ぎ第 1節)。

18.有璃扇状お器(1227、1228)

粗製剥片石器や打製石斧と関じ石持を用い、刃音sと基部が肩を持ってiまっきりしており、刃部が外

している打製石器を脊弱震状石器とした。打製石斧の撒形によく似ているが、刃部の厚さが薄く、

譲整がされていないことで誌別した。 2点抽出した。とちに詫器製である。この 2点も援用農分析を

お麟L、したが、使関痕は確認されなかった。

19.靴形苓器(1229-1233)

tJ製石斧と一見同じであるが、基部を持ち、 は{本部に対して斜めになっているものを靴形石器

とした。 5点檎出した。すべて泥岩製である。

靴形石器と有肩関状石器の用論は、土播き具と想定されている(神村 1985)が、今後使用痕から

の検討が課題となっている。

20.謹製:ti包丁(1234-1236)

3点出土した。 1234は完形で出土したが、孔が無いため米製品かと患われた。しかし使理痕分析に

より捷用痕が確認正予れ、この状懇で襲用されていたことが明らかになった。 1236も痩用棋が確認され

ているo 3点とも詫岩製である。

21.嘉襲五製品 (1237)

1237は破片がバラバラの状態で出土したが、接合の結果、大型の欝製石製品となることがわかっ

た。外形がわかる部分がほとんどないため、全体形は不明であるが大聖の勝製石臼γである可能性が

ある。

22.磨襲石包丁未製品(1238)

1238は、剖面が磨ちれて刃が損されて車線状になっており、繕製石包子の製作通程の途中のものと

思われる。

23.石製品

1239は務支の毅片である。緑色岩製で、割れ語から両{J{IJから穿孔されたことが確認できる。 1240は

却玉で、新しい土坑から出土したる結晶狩岩製である。
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第5表漬物観察表(1) 
番号 手重 祭 告書 争議 2寺真耳・分額 選挙舞 [二J1業 銭高 皇室筏よ 内面 外盛よ 首量 考一一I
縄文土器 i栗鉢 L 2員持 SB14 42.0 33.8 Iiこぶい黄褐 に..5'い量産総!
極文土喜善 主事鉢 日総務 2綴 8B14 33.8 16.6 i!こぶい黄掲 にぷい車電機

3 縄文土著書 2葉書 8B14 25、8 緑黄褐12.2 lにぷい事堂総
i 4 I縄文土器 主怠 2草耳 8814 7.5 6骨 生811こぶい議掲 1:;:ぷい策褐
5 縄文士号苦 語義鉢 ω縁部1 2 ~耳 8814 30.8 日。oi 主草案 によ~ l; 、燃
6 縄文士滋 議事事 縁部 2綴 SIl14 3告3 15.9 己ミさと鰹ーユ主ぶ~，湾問
呂7 i1縄縄文土器 湾総 事毒機 2真司 8814 "ぷい童電機!鐙にぷい策総
文土器 t薬事本 総長5 2綱 S昌14 19. 7.0 織 l
縄文土器 議室事 事等調5 2期 :8B14 にぶい量産滋110ぷい遺産総
縄文土器 長会付 事器部H行員 2斯

jたss詰
鳩 己主主¥'1号

11 縄文土器 委主付 事懇襲撃 2期 10.7 樫 望量

iiji1i4SZ3 綴織主車種義文文文文土~
;莱鉢 縁若草 2期 浅草堂轡 活ゑきi

え雪量 襲鉢 紛争華麗3 2期 18814 にぷい機 117ぷ1.)~妻
士総 i来事本 総務 2賜 にぷい機 明書者潟
土詩告 。臣鉢樹祭 2鍛 SB14 にぷい言者十高 にぶい業主喜

i詰 !幾文士務 主事鉢 胸部 主草書 SIl14 j漫2嵩機 自主議場

i 17 織文士号雲 議鉢駅部 主主E おお14 にぷい車電機 日月十詰成

18 縄文主総 底部 2員立 IS日14 8.7 重量綬 機

話事鉢 口縁部 2-3翼高 SUl 34. Z 18.5 i幾後 4費
29 極悪文二上苦言 Z署鉢妓片 2-3翼耳 SUl 尊重 日月賞褐

30 縄文土議 J軍事本 桐部 31!Jl SU3 a見事を にぷい黄燈

出織文士滋
3震鉢口縁部 2綴 SK413 機 場

縄文土緩 漆鉢 o縁日日 2翼耳 SK1185 ヨ丹後与器 Di章者縄
縄文土宮署 言軍事事 底部 2 3望書 PI056 1合.0ιぷい浮き議 8丹d手褐 底に網代重量

34 1弥生土擦 愛 o縁認 7期 S邑27 37.01 2.6 &量産総 にぷい褐

i 35 1弥生土器 表 11縁事E 7期 8827 13.0 4.2 浅草者鐙 茨護褐 「条痕文系

川器
査 票毒蕎3 7矧 空27 にぷい褐 条痕文系

壷潟蓮: 7期 18827 にぷい軽量 務委干潟 大地孫勺

聾続毒事 7期 S君27 極 獲 雪量議文系

i 吉 弥生土器 重草 原若宮 ?矧 8827 時掲 黒字星 条者議文糸

40 弥生土器 安頚麗3 7紛 S827 続攻黄 5罵褐 漫禁亥受…
42 弥生土器 宝世" ?潮 S21 29.5 64.5 12.2環 鐙

43 脅t生土器 i ~霊 17異母 SZI 13.5 26.0 !黒褐

9b鳥氏に眠e褐綱網褐一条条費a佐E劃蟹復復文文文:t集長条長44 弥生土器 軍官夏 1 翼耳 問主 言電褐

45 弥生土器 望書 o縁部: ?草書 8K にぷい褐

弥生士宮雲 重量 o縁部1 17銭 毛主褐46 SK 

47 弥生土器 雪量 1間剖1 7葉耳 SK を霊

48 弥生土器 空襲 腕部 7事耳 SK1189 I ;ヨ語録 |明岩手補

49 弥生土器 途開館 7翼耳 SK iにぷい量産援にぶい栂 57と湖 、火土産系フ

50 

車
7期 SK 黄さ霊 義理量 大地ff.

51 弥生 7耳目 SK 

嶋灰にににぷ品燭広い、徳岡協同崎山ζ=品易却、、醐陥商崎 5邸1とととととト岡阿同同一一 大大大大大畑幅植相地 ? 

52 弥生 7期 SK1l89 喜ミ T

53 弥生 7矧 7I 系ヲ

7矧 系つ54 弥生 8K 

55 弥生 7期 8K 系ワ

56 弥生土器 !務総調1 7期 8L 
一灰墨によ麓縄憾1.';賞F誌戸にに時ぷぷ一総いぃ空議襲 57と!可 、大地系。

57 弥生土若宮 援護 料劃: 7期 57と凶一、大地系つ

58 弥生土務 重軽 o緩まち 7草書 SK草51 主義霊童文系

59 弥生士滋 !I! 0縁部 ?翼吉 SK8告l 5黒縄 19者派幹題 義霊童文系

60 ヲヰ慾士号雪 嫌 ω縁部 10銭 D~まS8! 21. 3 8.5 援 捻

幾 ぬま耳 DkまS81 塗 犠自l 豹:主主士襲警 2201379 1 
62 数:き主主総 幾臼縁部 10薬草 D磁器BI 20.51 登 浅震被

63 弥生土意書 語主主事 蜘部 10薬草 D区8BZ l主4i にぶい黄礎

64 手五主主主綴 語道保 持部 i奇襲耳 ひじまSB3 27.8 3.9 主主主毒綴 主義積極

65 ぬ:役務 ;議事t事 訴部 i品類 DI:KS白3 26.5 8.0 阪竺富山踊崎，~主土著書 j主主主主 10務 DI:KS日3 27.8 自前

67 称OE士号号 費量 lO矧 D区SB3 13. 5 14.0 4.9 条痕文系

68 弥栄士号号 害事 10潮 P区日間 6.5 札口先提言電擦 2主Z量密

曙
宣言 ロ縁部 110矧 D区SE弘1 18.2 機 尊重

釜 口事量感 110期 D~まS8日3 10.2 議ミ 寺主 赤彩

査 車霊祭 10期

二控室
主主策特設 主主言量密 赤彩

宝古互 : !o納 灰白 灰a
鉢 11紛 2機 にぷいき霊

芹
主磁器苦 5字褒 12封書 iSK1l53 i丞賛様 浅黄事霊

i員理主器 両訴 13英語 8B2 9 ~持赤褐 嬉赤縫

3員烹ま苦 f為E平型5醤3 泌総 S82 2 ~圧オ，) プ 灰

i7 3翼E草器 |墾 13鱗 SBZ 26.2 3.0灰白 灰白

78 土篠宮苦 墾 13絞 ，582 19.2 32，0 a耳黄縄 明書E褐

7告 土!iIi器 重量 113綴 iS82 12.7 4.0 荻黄 にぷい策検

80 土E事器 重量 113綴 S82 21.6 17. i ま2iこぶい褐 にぷL、4晶

81 土防器 護 13翼耳 S82 12、品 13.5 iこぷい鐙 ，..ぶい倒

82 土防器 雪量 13童話 882 23‘a 22.6 にぷい黄権 ;こぶい車電機

33 5亘書、器 選議録 保剖1 13綴 883 12.4 4.0 干正 '* 84 ;員J車器 長毛先手 側剖1 i l3翻 ::;83 f克 オ}ブ巣

85 土師器 雪襲 i 13矧 S日3 11. 2 12.2 6.2 にぷい李種 iこぶい機

5.0 

f車二
86 士師官官 主事つ 13期 SB3 昌吉 3.1 

87 士郎器 書襲 撃警告B 13期 S83 灰白

8畠 土防総 媛隣接3 13期 88B 灰o
89 土飯器 型軽 総務 13期 SB3 l5.4 5.5 灰a
90 土E事器 i機 13期 詰3 12.3 16.0 6.0 樫

き1 :士属事務 i華麗 幻滅慾 l3期 1883 14.4 4.8 後 理量 伊勢産?
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第6表遺物観察表(2)

番号 種類 器種 時期・分類 遺構 口径 器高 底径 内面 外面 備 考

92 士師器 費 13期 8B4 16.1 30目8 5.8 にぷい檀 にぷい檀

94 土師器 費 13期 8B5 17.6 12.4 檀 檀

95 須恵器 繍瓶 13期 8B5 灰黄 灰白

96 須恵器 墾腕部 13期 8B5 灰黄 灰黄

97 土師器 甑口縁部 13期 8B6 暗灰黄 暗灰黄

98 土師器 甑把手 13期 8B6 浅黄櫨 にぷい黄檀

99 須恵器 杯身口縁部 13期 SB7 灰 灰

100 須恵器 主平蓋 13期 8B7 14.2 5.3 灰 灰 つまみ部径2.9cm

101 須恵器 横瓶 13期 NR1. 8B7 灰白 灰白

102 土師器 費 13期 8B7 13.8 17.3 6.2 にぷい檀 樫

103 土師器 費 13期 8B7 17.7 30.4 浅黄櫨 にぷい黄檀

104 土師器 費 13期 8B7 14.2 16.5 7.2 にぷい檀 にぷい檀

106 須恵器 係蓋 13期 8BB 13.9 3.8 灰白 灰白

107 X!i恵器 費口縁部 13期 8B8.8K526 25.6 2.3 灰色 灰白

108 土師器 費 13期 8B8 24.6 30.9 9.0 浅黄燈 浅黄燈

109 士師器 聾胴部 13期 8B8 浅黄燈 にぶい黄檀

110 土師器 費 13期 8B8 16.5 11. 4 浅黄榎 浅黄樫

111 土師器 甑 13期 8B8 21. 2 27.4 8.1 灰黄 淡黄

112 土師器 甑 13期 8B9 19.8 8.0 にぶい樫 にぶい樟

113 土師器 費口縁部 13期 8B9 14.0 4.0 にぷい黄樟 にぷい黄檀

114 土師器 費底部 13期 8B9 Pl 6.5 6.0 にぷい檀 にぷい褐

115 土師器 費底部 13期 8BI0 灰黄褐 灰黄褐

116 土師器 費底部 13期 8Bl0 6.7 7.8 浅黄燈 にぷい檀

117 土師器 費胴部 13期 8BI0 暗灰黄 にぷい黄

118 土師器 費胴部 13期 8BI0 褐灰 灰黄

119 土師器 費口縁部 13期 8B11 淡黄 淡黄

120 土師器 費胴部~底部 13期 8811 22.3 8.5 にぷい黄櫨 暗灰黄

121 須恵器 提瓶頭部 13期 8B12 灰 灰

122 須恵器 はそう 13期 8812 暗灰黄 黒褐

123 土師器 費 13期 8B12 12.7 19.0 灰白 灰白

124 士飾器 費胴部 13期 8B12 浅黄檀 浅黄檀

125 土師器 費胸部 13期 8B12 灰白 灰黄

127 土師器 聾口縁部 13期 8813 19.2 12.1 にぷい黄檀 灰黄褐

128 士師器 費口縁部 13期 8B13 14.0 7.5 灰白 灰白

129 土師器 費底部 13期 8B13 4.0 7.5 灰黄褐 にぷい黄檀

130 土師器 費口縁部 13銅 8B13 灰白 灰白

131 士師器 費口縁部 13期 8B13 浅黄 にぷい黄樟

132 土師器 費口縁部 13期 8B13 浅黄 に.$<い檀

133 土師器 聾口縁部 13期 8B13 黒褐 暗赤褐

134 土師器 費胴部 13期 8B13 浅黄 にぶい黄憧

135 土師器 費胴部 13期 8B13 灰黄 にぷい樟

136 土師器 聾口縁部 13期 8B15 灰白 灰白

137 士師器 費口縁部 13期 8B17 慢 檀

138 士師器 聾胴部 13期 SB17 浅黄檀 浅黄檀

139 土師器 費胴部 13期 SB18 灰黄褐 黒褐

140 土師器 費胴部 13期 SB19 P唱 淡黄 暗オリープ褐

141 土師器 費底部 13期 SB19 P4 淡黄 暗灰黄

142 土師器 費腕部 13期 8B20 褐灰 暗オ')ープ褐

143 土師器 費胴部 13期 S820 淡黄 灰黄褐

144 土師器 聾胴部 13期 SB20 灰黄 灰黄褐

145 土師器 聾胴部 13期 SB20 灰白 暗褐

146 土師器 甑 13期 SB21 20.8 15.0 檀 穣

147 土師器 費 13期 SB21 11. 4 17.0 9.8 淡檀 にぷい檀

148 土師器 費胴部 13期 SB21 灰白 にぷい黄檀

149 士師器 費腕部 13期 SB22 にぷい檀 灰黄褐

150 土師器 費胴部 13期 SB22 灰白 檀

151 須恵器 杯身 13期 SB23 11.1 3.6 オリープ黒 灰オ')ープ

152 土師器 甑口縁部 13期 SB23 灰白 にぷい黄櫨

153 須恵器 提瓶 13期 SB23. P8 灰黄 灰白

154 土師器 費 13期 SB23 20.0 19.6 にぷい黄樫 にぷい黄檀

155 土師器 翌日縁部 13期 S823 18.0 4.7 燈 檀

156 土師器 聾口縁部 13期 S823 17.5 3.7 檀 にぷい褐

157 須恵器 杯蓋 13期 S824 10.9 3.9 灰 灰

158 須恵器 杯身 13期 S824 10.0 4.3 灰 灰

159 須恵器 杯身 13期 SB24 12.0 4.2 灰 灰

160 須恵器 品杯脚部 13期 SB24 11. 4灰 灰

161 土師器 費口縁部 13期 SB24 22.5 3.4 檀 檀 北野型

162 土師器 費口縁部 13期 SB24 19.4 2.5 浅黄樫 浅黄檀

163 土師器 費 13期 SB24 13.0 14.1 浅黄榎 浅黄檀

164 士師器 費底部 13期 SB24 3.5 6.0 にぷい褐 にぷい褐

165 土師器 費胴部 13期 SB24 灰黄褐 にぷい褐

166 土師器 費胴部 13期 SB24 にぷい黄樫 にぷい黄檀

167 土師器 費胴部 13期 SB24 にぷい黄樟 にぷい黄檀

168 須恵器 杯身 13期 8825 9.2 3.7 灰 灰

169 須恵器 高杯杯部 13期 SB25 16.6 6.9 暗灰黄 灰

170 土師器 聾 13期 S825 25.4 22.8 にぷい黄檀 にぷい黄檀

171 土師器 費胴部 13期 SB25 にぷい黄檀 暗褐

173 須恵器 高杯 13期 SB26 12.4 9.9 9.5灰 灰

174 須恵器 晶杯 13期 SB26 12.8 (10.0) 9.8灰 灰

175 須恵器 r笥杯脚部 13期 SB26 7.6 11. 7 黄灰 黄灰

176 須恵器 提瓶 13期 SB24 S826 12.0 27.9 灰 灰
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第7表遺物観察表(3)
番号 種類 器種 時期・分類 遺構 口径 器晶 底径 内面 外面 備 考
177 士師器 費口縁部 13期 SB26 20.0 5.5 灰白 灰白
178 士師器 費口縁部 13期 SB26 15.0 24.7 にぷい黄櫨 にぷい燈
179 土師器 聾ロ縁部 13期 SB26 13.3 3.9 にぷい黄樫 にぷい黄櫨
180 士師器 費底部 13期 SB26 12.9 8.8 黒褐 暗灰黄
181 土師器 費胴部 13賜 SB26 にぷい黄櫨 にぷい黄樫 伊勢産つ
182 土師器 費胸部 13期 SB26 にぷい黄援 暗褐
184 須恵器 杯蓋 13期 SB28 12.9 3.8 灰黄 灰黄
185 須恵器 杯身 13期 SB28 9.7 4.0 5.2 灰白 灰白
186 須恵器 杯身 13期 SB28 1l. 0 1.9 灰白 灰白
187 土師器 費 13期 SB28 18.0 30.8 にぷい黄櫨 にぷい黄燈

188 土師器 鉢ワ 13期 SB28 8.8 6.8 4.0 にぷい檀 穫
189 士師器 費口縁部 13期 SB28 にぷい黄櫨 にぷい黄権

190 土師器 費口縁部 13期 SB28 灰白 灰白
191 須恵器 主事蓋 14期 SK684 12.7 3.9 灰白 灰白

192 山茶碗 第3型式 NRl 3.6 7.6 灰白 灰白

193 山茶碗 第4型式 NRl 15.8 5.7 7.2 灰白 灰白

194 山茶碗 第 4型式 NRl 4.4 6.1 灰白 灰白

195 山茶碗 第 5型式 NRl 16.5 5.5 7.4 灰白 灰白

196 山茶碗 第 5型式 NRl 15.9 5.8 7.5 灰白 灰白

197 小碗 第 3型式 NRl 1l. 2 3.2 5.0 灰白 灰白

198 小碗 第4型式 NRl 8.6 2.6 4.3 灰白 灰白

199 小碗 第4型式 NRl 9.8 2.3 4.8 灰白 灰白

200 小碗 第4型式 NRl 9.5 3.1 4.8 灰白 灰白

201 小碗 第 4型式 NRl 9.9 3.3 5.0 灰白 灰白

202 小碗 第4型式 NRl 8.6 2.8 4.6 灰白 灰白

203 小碗 第 4型式 NRl 8.5 3.0 5.0 灰白 灰白

204 小皿 第5型式 NRl 8.9 2.6 4.3 灰白 灰白

205 小皿 第 5型式 NRl 8.3 2.5 3.5 灰黄褐 灰黄褐

206 土師質皿 士師質皿 分類不明 NRl 8.3 1.7 4.0 浅黄檀 浅黄樫

207 子持器台 第 3-4型式 NRl 4.3 3.8 灰白 灰白

208 片口鉢 第5型式 NRl 灰白 灰白

209 片口鉢 NRl 4.3 9.3 灰白 灰白 中津川産

210 中国磁器 白磁碗 W煩 NRl 灰白 灰白

211 土師質鍋 清郷鍋 NRl 黒褐 黒褐

212 土師質鍋 清郷鍋 NRl 黒褐 黒褐

213 土師質鍋 清郷鍋 NRl 35.5 3.1 黒褐 黒褐

214 山茶碗 第 5型式 D区SK88 16.0 5.9 8.0 にぷい黄燈 にぶい黄檀 浅間窯下

215 山茶碗 第 5型式 D区SK88 16.2 6.1 7.5 灰白 灰白 浅間窯下

216 美濃須衛 広口蓋 D区SK88 2l. 9 8.6 灰白 灰黄 美濃須衛

217 美濃須衛 ロ鉢 12C初頭つ SU2 16.0 13.5 11.6 淡黄 にぷい黄 美濃須衛

218 山茶碗 第 7型式(明和) SB02 P2 12.8 5.0 4.4 灰白 灰白 明和

219 山茶碗 第11型式 SD4 1l. 6 3.6 4.7 灰白 灰白 脇之島

220 土師質皿 土師質皿 B2 SD4 10.5 2.3 4.9 にぷい黄檀 にぷい黄燈

221 古瀬戸 四耳壷 同iJD期 SD4 にぷい黄檀 灰白 灰軸

222 山茶碗 第10型式 SDll 12.7 3.0 4.0 灰白 灰白 大洞東

223 山茶碗 第10型式 SD5 14.0 4.0 4.6 灰白 灰白 大洞東

224 片口鉢 第5型式 SD5 29.6 (10.3) 14.3 灰白 灰白

225 中津川ワ 費底部 SD5他 9.5 13.9 灰白 暗赤褐 中津川つ

226 打欠円盤 碗底 SD11 オリ プ黄 灰白 灰紬

227 山茶碗 第5型式 SD6 15.2 5.5 7.0 灰黄 灰黄 塁書ワ浅間窯下

228 山茶碗 第10型式 SD6 12.2 4.6 3.8 灰白 灰白 大洞東

22官 山茶碗 第10型式 SD12 13.0 4.2 4.2 灰白 灰白 大洞東

230 山茶碗 第11型式 SD6 12.6 3.7 4.6 灰白 灰白 脇之島

231 山茶碗 第11型式 SD6 12.4 3.3 3.5 灰白 灰白 協之島

232 山茶碗 第11型式 SD12 14.2 3.2 4.9 淡黄 淡黄 脇之島

233 古瀬戸 釜ワ 後ill-]V期 SD12 1l. 8 5.7 にぷい赤褐 にぷい赤褐 錆紬

234 古瀬戸 卸目付大皿 後町期古 SD6 灰白 灰白 灰軸

235 中国磁器 自磁碗 1 -4 SDl2 灰黄 灰黄

236 山茶碗 第10型式 SD7 1l. 0 3.5 2.6 灰白 灰白 大洞東

237 山茶碗 第11型式 SD14 10.8 3.1 4.0 灰白 灰白 脇之島

238 土師質皿 土師質皿 B3 SD14 12.6 2.2 にぷい黄樟 にぷい黄燈

239 古瀬戸 播鉢 桂町期新か大草第 I段階 SDl4 7.7 8.5 暗赤灰 暗赤灰

240 常滑 費口縁 10 SDl4 暗赤褐 暗赤褐

241 常滑 費口縁 5 SD14 黒褐 黒褐

242 小皿 第11型式 SS13 8.0 l.0 4.5 灰白 灰白 脇之島

243 山茶碗 第10型式 SD13 l.2 3.7 灰黄 灰白 墨書大洞東

244 山茶碗 第11型式 SDl3 1l. 8 2.8 4.2 灰白 灰白 脇之島

245 山茶碗 第11型式 SDl3 10.2 2.6 3.7 灰黄褐 灰黄褐 生田

246 山茶碗 第11型式 SD13 9.6 2.2 4.2 暗灰黄 暗灰黄 生田

247 山茶碗 第11型式 SDl3 10.5 2.5 3.4 暗灰黄 暗灰黄 生田

248 山茶碗 第11型式 SD13 9.0 2.3 3.9 明黄褐 明黄褐 生田

249 山茶碗 第11型式 SDl3 10.9 2.0 3.8 灰オリ プ 灰オリ プ 生田

250 山茶碗 第11型式 SDl3 1l. 5 2.7 3.7 灰白 灰白 生田

251 古瀬戸 天目茶碗 後町期新 SD13 暗縄 にぷい黄健

252 連房 天目茶碗 第 l小期 日Dl3 2.3 4.6黒 灰白

253 古瀬戸 縁紬小皿 後E期 SD13 1l. 2 3.2 6.2 にぷい檀 にぷい撞 鉄軸

254 古瀬戸 士瓶か釜 後ill-]V期 SD13 15.6 7.0 にぷい赤褐 にぷい赤褐 錆軸

255 古瀬戸 筒形容器 後町期 SD13 8.9 12.3 淡黄 淡黄 灰軸

256 打欠円盤 碗底 SDl3 灰白 灰白 灰紬

257 山茶碗 第11型式 SD18 1l. 7 3.4 4.0 にぷい黄樫 にぷい黄檀 脇之島

258 山茶碗 第11型式 SDl8 12.4 3.2 4.0 にぷい黄檀 にぷい黄檀 組之島
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第8表遺物観察表(4)

番号 種類 器種 時期・分類 遺構 口径 器品 底径 内面 外面 備 考

259 古瀬戸 窪鉢 後W期古 SD18 34.6 4.0 にぶい赤褐檀

260 古瀬戸 釜 後田-!V期 SD18 にぷい赤褐 にぷい赤褐 錆軸

261 土師質血 土師質皿 C2 SD19 7.0 1.3 浅黄樫 浅黄縫

262 土師質皿 土師質皿 B3 SD19 12.2 2.1 にぷい黄檀 にぷい黄檀

263 山茶碗 第11型式 SD20 10.6 2.5 4.0檀 浅黄櫨 生田

264 山茶碗 第11型式 SD20 11. 8 3.1 3.0 灰白 灰白 脇之島

265 片口鉢 SD21 5.2 9.0 浅黄檀 浅黄燈 中津川産

266 中濃か車濃 費口縁 D区SD1 褐灰 灰褐 兼山か恵那産

267 常滑 費口縁 6b D区SDl 灰黄褐 にぷい褐

268 古瀬戸 天目茶碗 後 H期 D区SD2 黒掲 黒褐

269 古瀬戸 小鉢 後E期 SD16 9.4 2.9 5.8 灰白 灰白 摩耗痕灰柏

270 山茶碗 第 9型式 SD16 3.0 4.5 灰白 灰白 大畑大洞新

271 山茶碗 第10型式 SD16 12.4 4.6 3.9 淡黄 淡黄 大洞東

272 山茶碗 第11型式 SD16 11.9 2.4 5.0 灰白 灰白 脇之島

273 山茶碗 第11型式 SD16 11. 2 2.5 4.2 灰黄 灰黄 脇之島

274 山茶碗 第11型式 SD16 10.2 2.8 3.4 時灰黄 暗灰黄 生田

275 山茶碗 第11型式 SD16 9.8 2.6 2.7 時灰黄 暗灰黄 生田

276 古瀬戸 丸皿 後皿-!V期 SD16 10.4 2.5 6.2 にぷい赤褐 にぷい赤褐 鉄紬

277 古瀬戸 直縁大皿 後!V期 SD16 24.0 4.8 浅黄檀 浅黄慢 鉄紬

278 古瀬戸 鉢 後111-!V期 SD16 3.9 12.4 灰黄褐 灰黄褐

279 片口鉢 第6型式 SD16 2.0 9.5 灰黄 灰黄 常滑産つ

280 古瀬戸 片口鉢 第 7小期フ SD16 17.8 7.6 明黄褐 明黄褐 美濃産

281 片口鉢 第10型式 SD16 黒 褐灰 瀬戸産

282 片口鉢 第 7型式 SD16 灰白 灰白 瀬戸産

283 古瀬戸 卸皿 後W期新 SD16 灰白 灰白 灰紬

284 古瀬戸 仏前具 後W新 SD16 4.0 4.8黒 灰白 鉄軸

285 中国磁器 青磁碗 C類 SDI6. SD20 3.0 5.7 オリープ灰 オリープ灰 雷文帯龍泉窯系産

286 土師質皿 土師質皿 Cl SD16 9.2 1.4 浅黄樟 浅黄燈

287 土師質皿 土師質皿 B2 SD16 12.5 1.6 浅黄燈 浅黄檀

288 古瀬戸 揺鉢 後W期新 SD16. SD20暗渠 32.9 12.7 10.0 暗赤褐 暗赤褐

289 古瀬戸 揺鉢 後W期古 SD16 25.5 4.4 浅黄樟 檀

290 古瀬戸 撞鉢 後W期 SD16 6.5 10.6 暗赤褐 赤褐

291 古瀬戸 卸目付大皿 後W期新 SDI6. NR4他 43.0 13.1 17.0 灰白 灰白 鉄紬卸目無し

292 古瀬戸 卸目付大皿 後E期 SD16 浅黄 浅黄 灰袖

293 古瀬戸 梅瓶 中期 日D16 灰白 オリープ黄 灰軸

294 古瀬戸 釜 後匝-!V期 SD16 12.4 7.4 にぷい赤褐 にぷい赤褐 錆軸

295 常滑 費 6 b SD16.17 30.4 34.4 にぷい黄褐 にぷい赤褐

296 常滑 費 1 0 SDI6. SK1205他 52.2 28.8 にぷい赤褐 にぷい赤褐

297 打欠円盤 山茶碗底つ SD16 淡黄 淡黄 第 4型式

298 山茶碗 第8型式 SD17 14.4 5.2 4.8 淡黄 淡黄 大畑大洞

299 山茶碗 第8型式 SD17 12.7 4.4 3.2 淡黄 淡黄 大畑大洞

300 山茶碗 第10型式 SD17 12.8 3.6 3.4 灰白 灰白 大洞車

301 山茶碗 第10型式 SD17 13.0 3.9 4.0 にぷい黄櫨 にぷい黄櫨 大洞東

302 山茶碗 第11型式 SD17 13.1 3.3 5.2 淡黄 淡黄 脇之島

303 小皿 第8型式 SD17 8.3 1.4 3.8 にぷい黄燈 にぷい黄檀 大畑大洞

304 小皿 第10型式 SD17 8.4 0.8 5.2 灰白 灰白 大洞車

305 小皿 第10型式 SD17 8.5 1.0 6.3 にぷい黄檀 に.o'い黄檀 大洞東

306 小皿 第10型式 SD17 8.0 0.7 5.0 灰白 灰白 大洞車

307 小皿 第11型式 SD17 7.7 L 1 4.4 灰白 灰白 脇之島

308 古瀬戸 縁紬'1、皿 後W期新 SD17 9.8 2.4 4.4 浅黄燈 浅黄檀 灰軸

309 古瀬戸 f富鉢 後E期 SDI7. SD20 26.4 11. 5 9.4 浅黄燈 にぷい赤褐

310 古瀬戸 福鉢 後W期古 SD17 27.6 9.9 10.9檀 檀

311 古瀬戸 癌鉢 後W期 SD17 27.6 10.8 10.5 灰白 極時赤褐

312 古瀬戸 窪鉢 後W期 SD17 12.0 にぷい檀 にぷい種

313 古瀬戸 盤類 後E期かW期古 SD17 7.2 10.5 浅黄樟 浅黄檀 灰軸

314 片口鉢 第9型式ワ SD17 4.0 12.2 灰白 灰白 瀬戸産

315 片口鉢 第9型式 SD17 褐灰 灰 瀬戸産

316 片口鉢 片口鉢 第 5-6型式 SD17 灰白 灰白 常滑産

317 土師質皿 ろくろ土師 SD17 12.5 2.2 灰白 灰白

318 土師質血 土師質皿 B2 SD17 12.6 2.1 浅黄燈 浅黄檀

319 土師質血 士師質皿 B2-B3 SD17 12.7 2.2 灰黄褐 灰黄褐

320 土師質皿 土師質皿 B2-B3 SD17 7.6 1.4 浅黄偉 浅黄檀

321 土師質皿 土師質皿 B2-B3 SD17 10.2 1.8 浅黄種 浅黄燈

322 打欠円盤 碗底 SD17 淡黄 灰白 灰紬

331 山茶碗 第11型式 S X 1 12.0 3.2 3.0 灰白 灰白 脇之島

332 常滑 聾底部 2カ主 3 SXl、SD6.7 16.3 12.4 にぷい褐 にぷい褐

333 古瀬戸 折縁深皿 中E期 SX3 灰白 灰白 灰軸

335 常滑 費底部 8 SX2. SD25 39.7 24.7 赤褐 赤褐

336 山茶碗 第10型式 SK12日5 12.4 4.0 4.5 灰黄 灰黄 大洞車

337 山茶碗 第10型式 SK1205 12.3 4.3 4.4 灰白 灰白 大洞車

338 小皿 第8型式 SK1205 8.1 1.3 4.6 灰白 灰白 大畑大洞

339 小皿 第10型式 SK1205 8.6 1.2 4.0 灰白 灰白 墨書「十」大洞東

340 山茶碗 第8型式 D区SXl 12.5 4.6 4.2 淡黄 淡黄 大畑大洞

341 山茶碗 第6型式 D区SXl 灰白 灰白 卸白人白土原

342 片口鉢 第6型式つ D区SXl 浅黄樫 にぷい赤褐 中津川産

343 小皿 第6型式 D区SXl 7.8 1.4 4.7 灰白 灰白 白土原

344 小皿 第7型式 D区SXl 8.4 1.6 5.6 灰白 灰白 明平日

345 小皿 第7型式 D区SXl 8.6 1.7 4.3 浅黄檀 浅黄檀 明和

346 美濃須衛 四耳壷 13C初頭 D区SXl 10.6 9.5 淡黄 浅黄

347 山茶碗 碗 第7型式 D区SX2 13.7 5.5 5.1 灰白 灰白 日月和

348 小皿 第8型式 D区SX2 8.2 1.6 4.7 淡黄 淡黄 大畑大洞
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第9表遺物観察表(5)

画
考

言葉 i 

号恨号
事EZ

喜
1制官官 i 

i
Tナ
ム
!尾正j、

368 11守口鉢
総
一
一
戸

門

u
…
品
開

片
一
中
市

制
一
抑 告書室事

?議事事

1372 浅瀬戸 け語録

I 373 I i主漏戸 l機鉢

!374 I i5尊重戸

i375 i古藤戸
1 376 1古瀬戸

371 !お綴戸

f雷鉢
主事式花瓶

霊童額

幾 室主朝日

lまE軍事童図
: f!.lt綴
大型世仏lt導主
綴来型瓶子

総務~:瓶子

378 土喜市Itll証
379 高灘p
初日 高[議戸

381 吉綴戸
I 382 古巌戸
1 3車3 古瀬戸

I 384 ItJ 藁腕
羽5 I Ul革綴
386 1 tll茶総
387 IllJl軽量産

388 'tlll匹緩
3級品;1匹磁
I :l骨oI tll事碗 t 

I 391 山菜線 i 
i 事2 山茶告患 i 

iJ'llJ王室主?

田正
出6 l'車主導 i 獄絵阻
397 i浅草等 i 務総m
3型車 |漆際 !話語絵迎

3事告 |連隠 It.重量事

400 1施地土器 |鋪

401 I逮房 i縁鉢
402 1 ~童文土骨骨 i蓋
剖3 縄文念総 ;主著書本 o暴挙事5
404 繍文土著書 1豪華本 1阿部

胡5 織文土器 1I軍事事 鋼部

406 縄文土語 1 s車鉢羽部

407 潟文土器 h架鉢総理:
I 408 縄文土器 !深鉢 口幸重量E
1 409 縄文士襲撃 j議鉢 腕襲名

出品 縄文土君事 |漆鉢綱離

れ 縄文土器普 |深鉢納期日

412 鶏文二k音寺 !深鉢 事司自E
ー…-
413 縄文士器 j深鉢 緩割1

414 1縄文士器 !長率毒事 o縁葺3
415 1織文土器 j語表縁 日縁欝

416 1 縄文士~ 1I事事事 口縁部

417 1縄文土議 |深鉢 ロ縁部

r-411i-l縄文土器 保瓦古苓iiii
419 1縄文士総 1I粟鉢 口総劉3

1 421 縄文土総 1I菜鉢 日総務

421 縄文士:紫 1I薬事李 総書E

422 縄文土務 1深毒事 o綾部
1 423 1綴文士宮霊 1I軍事事 o縁部
424 I車種文土器 1 n事跡 o縁部
1 425 i縄文土器 1 ~拒鉢 口縁覇3
1 426 1縄文士総 !漂鉢口縁談

427 1縄文土器 |深鉢 口総務

428 1縄文士奇襲 |漆鉢 口縁部

1 429 1縄文士著書 !深鉢 3縁部

1 430 1縄文土務 li軍鉢 ヨ縁部

F 当惑詰手富士
出11主主一一 iSK7制 1 9.81 2.61 2.0 j主義変一一 |筏章者 生涯 一…←一一一一……

明日型式 ISK7挺 一_L_9.8I2.III 主41糊 i淡資…一寸至福

由主主メ…… j_SK794 1 9.81 2.91 毛利浅黄癒 |定員2霊場 関

一時二宮1 iiji」iJ君語
11 IsK7対 i 8. 21 l.5| 同ぷい量産後ぞ京:資議γ一
後欝-1V期 1 SK794 I I 石京姦玄海芸喜子寸涙遍

3 誌 r… I 15.61-ι-- 寸制度 一

盟主主一-~怒58 1l.71 2.8 同511こぶい黄検iωい貧困…尚 一一一一一一一

語τiii詰ヰートィ;i;jiZ::詑島耕語
出リメ !日間iなと一 I 1 1.3i 5.01灰白 川白 i総之島

一 品1一一~日出 L二十 い隅~い臓器盃
時五出戸時
一一 一…
後1v翼再審f ド):RSK58 ! 註01 1縫赤褐 殺事宇褐

後W期 1 DIXSK58 1 1 11こぶl'D宇綿織委宇掲
一 一ー ャ

後1v期 総SK58 1 7.11 札。|後糞 IIIil奈落

党翌二立壁一一一よ旦笠笠笠 i 1. 91 黄五五 |黄夜 峨総
後麗-1V古 じまSK58 1 1 6.2 ! 16.01浅ま産機 !浅黄李登 i灰軸
ピ主主 __JDI8堕竺 12.3i 1主21川い鵠iによ州議船 一一一-

些笠一 | ま41 1. 01 1棚機 i臓機 i 

設 MJ一一一…__l[J里山日… 1 1 1 1札o問 IE的 i糊
i後盟期 D18SK58 1 1 5.2 灰色 1然 |鉄滋

片豊富-IVd IDC主将総 ! 灰色 1県 鉄季語

E諸 活 叶寸帯夜一時正常語
第H出:設 1 P325 ! 12.8 4.41 4.01淡a 1 灰白 i大t聞大将童話

説ト 長ト皆空丁山内新
書籍寺霊式 181J4 113.01 4.51 4.!氏自 灰白 大様大級事訴

首席10霊式 !SD4 ! 1主61 4.61 4君!灰白 I'l'a 大府策

器十寸法一一十去十サィ;鴇 法
第1日費出式 131  13.41 4.31 主51灰白 1灰白 !大議選東

第10綴式 !日じ4 I 12.41 4.41 3.01灰白 |灰色 |大罪奇策

第1む祭主主 ISU4 1 1l.81 主計 主81，左胸 !灰白 |大洞護

害再8雪量主主 iSU4 1 9.11 11 5.41 F，長自 !灰自 i大畑大病
一 一筋 10~担式 isむ4 8.81 1.2 [ 4.パ沃a IE正阪 i大潟東

第6小期 IDI茎SK2日8 1 ll.き1 2.81 7.41浅草毒 IIi<霊堂 j美濃産
量事5小期 i DIXSK298 1 11.81 2. 9 1 6り淡Ji浅草産 !美護産

相期 ilEr-十i十寸井す計詩→3 塑

;草加V4器トート引い三H同委a一様い鐙
5期 i対決5 1 20.61 7.01 1赤字畠 |暁泰褐

4鍛 |N沢喜臣室 125.0110.21 にぷい緩 いこぷい絡

事曜文中刻 13V設丘幾康上 1 1 1 浅策 iにぷい蓄量
四時五τ一一段丘糊上 ~畑道羽詰k
!縄文中英語 13F"段丘穫量ま上 自長告 1仏:2Tにぷい黄穏!記ぶい鎖積

百 中期戸ιトベー十斗悪副主喜二
i翼草 川Rl 1 I いこぶい議機|にぷい糞程

1鱗 ID じま i 1 いこ料、意刺にぷし赤播

l蛾 !ひ附口17 橡 寝室

;l朔 jひ返却18 1 1 稜 i澄
11翼~対決1 I 1 :  E互a 夜s
1期 jNRl 1 iにぷい演壇1:こぶい裁縫

九1 ベー昔話語
2-3紛 ISK486 1 iにぷい機 !にぶい褐
2-3 JI1J !SK10301  1 にぷい創設 いとよれ崎

北 二土±二時」立
2-3務 NR1 1 1 1務総灰 i緩炭 1 

S-3期 枢 1 1 |にぷい黄櫨11こぶし悦鰭
2-:1期 INR3 1 1 にぷい捺 |にぷい援

2-3綱 !日K75 1 1にぷい議轡 こぶい議樫
一一……一一2-3翻 |17X i 1 Iにぷい重量綴綴

2-3童話 INHl i 16.oi 5日i !にぷい機 i灰褐
一 台

主-3務 INRl 1 1鐙 i穫
-:l期 1治 1 1淡議後 i浅葉樫

斗
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第10表濠物観察獲得)

番号 綴領 2号緩 締期・うす童話 遺構 IJ径 総務 まま径 f与総 外護軍 犠 考

431 縄文士総 深鉢 IJ毒事部 2-3翼耳 NIもi 五五望書字詰 灰草電車島

432 縄文士宮普 深鉢 o縁者日 2-3護持 お設l iごぷい欄 にぷい掲

433 縄文士苦言 深毒事 口縁部 2-3異議 3M 反古電総 1費檀

434 縄文土器 芸事鉢 口線総 2-3翼月 NHl i灰褐 1"月褐絞
435 機文土器 深鉢 口縁警告 2-3銅 NRl 灰渇 1'](総

436 機文土器 i東鉢口縁部 ! 2-3期 NRl 24‘告
4.61二諜 にぷい麓檀

437 織y;土器 持軍鉢 ロ縁部 詰-3鎮 Sわ右 i 褐 にぷい官官掲

433 織文食器 長軽量事 o縁部 2 -3葉書 対日i 黄燈 1:ぷい書室療

43苦 縄文土著書 言装毒事 IJ縁毒事 2-3翼毒 NRl iこぶい繕 にぷい総

440 縄文土器普 iま鉢 o緩毒事 2-3耳目 NRl 浅草産緩 浅黄媛

441 縄文土総 深鉢 o主選告事 2-3期 事草土 主主2毒事霊 浅業後

442 尊重文土綴 主主鉢つロ豪華者s 2-3鱗 2E 灰昔産総 灰言童福

443 繕文士宮主 2署綜口縁部 2-3綴 NRl 五互黄褐 にぷい黄綴

444 機文土器 議長本 口縁部 2-3葉月 "<Rl 灰黄事畠 絞殺褐

445 縄文土器 漆鉢口縁部 i 2 -3期 NRl 灰褐 E配偶

446 軽量文土器 漆鉢 IJ縁書1 2-3期 NRl 灰白 灰E当

447 事華文士宮号 若者鉢 o綾部 2-3販 NRl E定機 黒熊

448 縄文定着替 深鉢 o縁部 2-3類 NRl 17.5 6.6 にぷい黄樟 に.J~い言電機

449 縄文士署警 深縁日縁部 2-3葉自 医院1 27.8 主吾 にぷい費者童 1:...1'い議緩

45告 縄文土務 深毒事 口線寵1 2-3葉耳 NRl にぷい愛媛 累縄

口会
縄文士号事 i1l1鉢 口事象護事 2-3潮 lC.1D にぷい量産権 灰黄梅

縄文土器 深鉢ロ縁部 2-3期 NRl にぷい策検 にぷいま量燈

縄文土器 深鉢ロ縁部 2-3期 N!毛1 にぷい言電機 にぷい櫨

454 縄文土器 持軍事家 事毒宮1 2-3務 N託1 手書灰 淡fヨ
455 離電文土著書 lt)事事事 縁部 2-3銭 対日l 主義黄権 長提3融機

456 縄文三七銭 i議鉢臼縁部 2 -3織 3E 

三
に..$<い業努iにぷい紫綬

457 縄文主君事 善悪鉢 IJ主義務 2-3期 NRl 浅草豊後 にぷい量産機

458 縄文士容器 深鉢 o総務 2-3期 NRl 事~~互 灰各号 岩手急務料付意書

45官 縄文土器 深鉢 o綾部 2-3鱗 NRl 潟五互 草E荻 若手数顔料付毛筆

46骨 縄文土著書 深鉢 o縦割1 2-3詩書 Nlモl 総灰 渇E正

4事l

… … -N-H!探楚零鉢鉢鉢 町舘 甑陶

NRl 灰悔 現月褐灰

462 機文土器 2F 檀 綴

463 線文土器 8L にぷい量産機 にぷい渇

464 袋署文土器 O'lRl にぶい黄補綴

465 草書文ニt務 6H 自身赤褐 iこぶい総

466 縄文士吉署 SK1018 事実鰯 1'](1畠

467 縄文士罪容 言霊鉢 側関3 2-3潮 NRi にぷい熔 にぷい総 i 
468 縄文土器 漆鉢腕毒事 2-3費調 NRl にぷいま護機 にぶい殺事量

469 媛文土器 深鉢 事毒事事 2-3期 6J s)j議事高 iこぶい黄櫨

47自 綴文士器 古車鉢 草署都 2 -3期 2D にぷい補 事畢E足

471 繍文土器 お車鉢 網部 2-3裏書 NRl 事主 5五B
!詩草鉢 絹部 2-3期 Rl 縄灰 によとい鐙

473 縄文士宮警 お襲毒事 胸部 2-3甥 NR2 にぷい荷量 にぷいき童

474 縄文二上総 お震鉢 開銀 '2 -3期 NRI にぷい縞 機E五

475 縄文土骨量 深鉢総務 2 3期

1器
主主絞殺 灰幸喜

476 縄文士総 深鉢 華考書草 2-3綴 務総収 にぷい鴻

477 縄文土滋 深鉢胸部 2-3翼語 にぶい機 夜掲

47語 縄文土器 言要鉢 胴部 2-3詩書 NRl 灰白 にぷい潟

479 縄文土器 主著鉢 胴喜s 2-3期 ιJ にぷい議 にぶい鐙

480 事議文土器 書襲鉢 緑豊事

2-3期 けi試伶SfJKER掘ミ3li 2坑己

にぷい褐 E足音量褐

481 議文土器 E範鉢 車需産5 2 -3期 曹眠 議後

482 縄文士宮量 詩型鉢 撃導部 2-3翼耳 E正鵠 j紫繍

483 縄文土著書 日曜毒事 胸部 2-3翼完 主題欄 e議

季語4 縄文士宮警 語草鉢 胸部1 立-3期 NRI 灰白 灰白

時 縄縄綴縄文文文文士務

深鉢綱薪長 2-3朔 N説1 にぷい室電褐 灰白

土器 深鉢 o総額日 2-3耳耳 NFミ1 にぷ"~電綬 にぷい褐

士宮苦 深鉢口綾部 2-3望書 17J 4こぶい尚 にぷい褐

土器 1薬鉢口縁部 4期 8DS 17.5 6.6 理量 にぷい震揚

48ヲ 縄文土器 詩聖鉢 口縁部 4)111 D区SX2 27.8 号、S 後 告患

4官} 縄文士宮雲 泌総仁1縁毒3 4翼翼 NHl E正祷 a月事臨5定

4吉l 議題文士普賢 深鉢 縁談 4翼耳 l>ilミl 主主量産援 浅重量殺

492 事重文土告書 深鉢 義豪華事 4翼月 3G にぷい樫 にぷい字詰 ' 

493 縄文土君事 深鉢 縁部 '4潮 'NH1 雪量 にぷい総

494 縄文士著書 深鉢 Eユ毒殺郎 4員耳 対抗1 灰1量+暗 E互黄梅
4事与 縄文土器 言革主事 ロ縁謝E 4鍛 NH2 に」弘、主主 灰黄梅

4ヨ6 経費文土器 漆鉢 ロ縁嵩医 4望書 NRI 27.8 4.6 福灰 灰喝

444999S 7 告 事縄縄童文文文土器
議鉢 o縁談 4期 目立1 にぶい穏 長担割喜

土器 2草鉢 ロ縁部 4期 3G 1:ぷい議鰯 記長重量褐
土器 E震鉢 o縁部 4期 lSK262 事器E正 主主費電機

5(誕B 機y;士通雲 目撃事事 o縁部 H耳 81 E定鴻 にJ:t、総

501 縄文士吉霊 主軍事本 o縁部 4真理 71 にぷい字書 にぷい滋

502 縄文土雪量 深綜臓器l 4英語 81 iこぶい室電稜檀
503 縄文土器 深鉢 o豪華童書 4襲耳 41 にぷい費電縫 にぷい燈

504 縄文士総 深鉢 o総統 4湖 N設l にぷい費電機 主主策樟
5守主 縄文土器 深鉢口総書s 4鱗 N託1 にぷい量産持基 にぷい黄緑

55 告母47 
縄文土器 深鉢口縁部 4Jti! l>iRl 5こぶい嫁 にぷい欝

ゑ曜文土器 長軽量本 口縁露: 4草書 NRI 明褐E互 隊機

508 !縄文土器 2事鉢 ロ縁毒事 4翼耳 l>iRl a月総5互 日己F陸
509 豪華文忠告官 議鉢 iヨ縁部 4葉耳 3E にぷい黄褐 にぷい澱褐
510 縄文士総 ;栗鉢 o縁部 4草月 3G にぷい縄 号正徳
511 縄文士宮警 深鉢幻縁部 u耳 3C 被 にぷい総事謡
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第11表遺物鶴察表(7)
番号 総類 君主 緩 待費~ .分類 濠構 []淫 務品 底E華 内面 外商 。構 考
512 縄文土器 芸事鉢 仁3綾部 4望号 N註1 目定褐 灰褐
513 総文士器 譲事事 口縁部 4翼翼 SD1 電月褐 現時掲
514 組重文土蓄量 深鉢 ロ縁語草 4期 NR1 明掲E正 日丹事蕗fJ<.
言15 縄文土綴 芸事鉢 ロ縁&1 4湖 3F にぷい褐 に.$'い褐
51吾 縄文士総 5襲鉢 [J豪華部 4草耳 SK12 jにぷい黄 1: . .1<い議機
517 縄文士滋 深主事 ω綾部 i 4燦 2H 事費 鐙

518 襲撃文土器 芸事鉢 o縁嵩1 4期 NR3 4.5 4‘5 後 浅言電毅

519 繕文土器 漆事本 ロ縁部 4葉型 1E にぷい績燈 灰費電機

520 縄文士霊堂 お車鉢 口縁毒事 4葉書 NRl 掲灰 にぷい岩手総

521 縄文士書官 j筆鉢 口語義務 4期 五!Rl にぶいき霊 総E疋
522 緩文土器 深鉢総務 4期 6G 

iいいHに事之さぷぶ4褐3いいむ量黄歯産車援援窓

。音灰量産

523 縄文土器 深主宰 胸童事 4翼誇 8L 2こぶい語学褐
524 縄文士宮雲 5車総領部 4期 SK153 にぷい黄鐙

5主5 縄文土総 議長鉢 緑豊E 4翼耳 91 にぶい黄穫

526 縄文ゴヒ務 語表鉢 臨1諜3 4翼耳 SK1058 iこぶい黄機 にぶい量産機
527 事理文土器 深鉢縦割1 4期 ，NRl E互蓄竜縄 E定糞掲
528 審理:t土器 濠鉢 襲導部 4刻 S瓦1189 五正糞褐 灰量産事暴

529 縄文土書官 1望書本 島j書E 4翼耳 51 権 鐙

530 縄文土塁塁 詩書事事 駒毒事 4耳耳 8H 累 五定量産総

531 縄文士宮苦 深鉢 車司剖1 4鰐 8H にぷい糞穣 にぷい黄機

532 縄文土器 "鉢麟i耳目 ，4期 61 にぶい黄綬 にぷt..¥j産綴

: 533 縄文土器 深鉢 1同誌 14慾 llL 君事縄 事邑

534 縄文士号苦 j華鉢駒郡 14麟 告L にぷい憲章経 によZい賞発

535 縄文士総 F事鉢 車導部 4期 i告M にぷい被援 にぷい黄楊

536 縄文士号号 校{ヨ土器 4翼書 Ir-;Rl にぷい黄様 主義量産権

537 縄文士号室 つり手土務つ 4草書 INR2 荻事監 決台

53昌 尊重文土器 i務部 4期 NRl 総E互 褐灰

53宮 縄文士総 i際総 4英語 61 褐 5互褐

540 縄文士宮警 f長鉢?口総務 5草耳 NRl 黒鳩 員撃事舗

541 縄文土器 ii軍鉢口線審s 5期 NRl 事IID足 にぷい黄検i
542 縄文土器 深鉢 o綾部 5翼耳 NR1 にぷい黄綴 にぷい掲 | 

543 接電文土器 深鉢 o縁怒 5草書 NR1 にぷい量産総 I:::S~ 1，.、号室機

544 縄文土議 百転車本 o縁部3 5新 対抗1 多喜褐 黒事詩

545 縄文土若宮 き襲鉢 D主義剖1 5期 おれ1 にぷい量産種 にぷい実被

546 縄文土望書 E華鉢 D事華割5 5翼毒 NR1 決策絡 事島政

547 頼書文士宮号 謀総 iユ縁主事 5競 NRl に.$'い黄後 にぷい議機

サト
綴文土器 2深鉢 縁部: 51111 災RI 浅糞櫨 H月事ilE五
縄文土務 E華鉢 ロ縁部 5鱗 1'1ミi に..)~い検獲 にぷい講堂檀

550 縄文土器 お臨終 口縁善事 5望書 NRl 灰策事監 fJ<.事堂憾

設51 縄文士吉苦 深鉢 口事最善E 5期 対R1 E立a f定感
552 縄文土器 号室 5真耳 NR1 にぷい黄機 にぷい粛機

553 離電文土器 深喜志 ω縁富喜 5詩書 NRl にぷい鵜 !Iii褐

縄文土務 要量 5蛾 14G 立ぷいi童燈 にぷい綬

縄文土務 者襲鉢 o量挙制l K耳 2詑 浅草定機 にぷい黄控

556 縄文土緩 j軍鉢 o総務 8著書 2E にぶい褐 員謀総

557 縄文土2号 深鉢 o縁苦E 5窮 NRl 絞首電褐 "甚五五

558 事選文土器 :深鉢 o縁部 5期 NRl 主義策檀 にぶい2電機

55昔 縄文土器 持軍鉢 ロ縁部 言葉書 NRl にぷい策本震 踏灰

560 縄文士宮普 派事窓 口総務 5翼書 3A にぷい量産纏 にぷい2毒事重

561 縄文土滋 i:?I!鉢口総額: 5期 iZG 灰策協 にぷい貨稜

iI 泌樹8823 jii録縄縄文文文土土士器器ilI1 1ドi滋2栗華鉢 縁部

L5怨 ま監事長 にぶい業種iにぷい薫椴

鉢 o縁覇3 1 5務 6D にぷい黄機 にぷい言費竣

鉢口縁蕎3 I 5鱗 NRl にぷい書室綴 浅黄綬

1 565 縄文士宮寺 ぷ筆鉢 o縁関l 5翼耳 ，SKI7 灰義掬 灰粛箱詰

1 566 縄文土器 再装鉢 o総理1 5真草 け'Rl にぷい事国 に.$'い繕

4 喜61 綴x土器 深鉢 o縁器1 S異耳 百Rl E互の 5互応

1 568 誕童文土器 深鉢 o縁部 5期 NRl にぷい黄綬 にぷい黄綬

1 56事 縄文土器 1;，重量本 口縁部 5葉書 NR1 縄灰 縄灰

I 570 弥生土器 !費接 [J縁器1 6算書 NR1 にぷい室電機 に.sn、重量塗

i 571 弥生土縫 号窓 口縁部 品期 t¥Rl 荻実機 絞殺潟

572 織3主土器 議鉢正3綾部 5銅 NRl にぷい貨穫 fJ<.a 
1 573 縄文士総 |深鉢 [J縁部 5葉号 NRl にぷい黄穣 位ぷいま意綴

574 縄文士君事 f潔深鉢鉢 口縁吉事 5Wl NRl 時丹褐灰 時丹嬉E五

575 縄文士宮替 口縁部l 喜納 災政l にぶい量産経 にぷい蓄電極

576 縄文土器 t塗鉢 口聖護剖1 S草書 iNRl にぷい灘燈 にぷい策燈

577 事軍文土器 長華鉢 仁1縁毒事 5期 15C にぷい謹 にぷい稜

578 弥生土器 菱 o縁部 5期 SB8 殺事醤 長誤認

57き 弥生士総 重量 o縁部 6翼持 NR1 灰白 fJ<.白

580 縄文士号車 探鉱口縁語E B葉書 N政1 灰黄縄 にぷい鐙鐙

5息l 縄文土著書 深鉢口縁部3 5期 2E 31.3 4.2 にぷい量産控 E定量産掲

5昌2 縄文士器 詩草鉢 D綾部 在期 NR1 褐5五 にぷい檀

583 縄文土器 深鉢 o縁部 5草書 NRl sJl絡E疋 担舟縄灰

584 事事文土器 深毒事 o縁書事 品翼耳 7、JRl a月褐灰 努事E灰

355 弥生土綴 事主 6矧 N説1 議灰 明議E定

586 弥生土務 菩皇 喜重耳 3E にぷい纏 にぷい燈

587 縄文土器 主主 5翼毒 NRl にぷい縄 E五持基

568 機Jt土器 重量 5期 SK12 告丹樹E正 日島華道灰

55S99 0 
織:t士総 雪量 5X高 2F 鴎塁手褐 鐙

告尊重 :にぷい塘 羽掲ち正縄文二七務 事量 NR1 

591 挙事文土雪量 持軍鉢 口総額5 b耳語 トJRl iこぶい重量媛 にぷい重量棲

告書2 縄文;土器 主主鉢ウ縦割担 5期 SK12 黒 憾E互
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第12~長遺物観察表船

f葬号 機妻語 i 器主義 8寺翼書ー分類 ! 遺機 o主主 器品 悪霊{華 内面 外話語 備 考

55古934 
縄文土望書 !華寺昔日 5期 Isひ16 にぷい後 黒持喜

繍文土言語 浅鉢ワlJ縁部 5真喜 :2H にぷい機 ;こぶ¥'1時

5事S 綴文土器 浅鉾今lJ総務 5翼E IN氏l にぷい鳩 E互黄+届

596 縄文土器 浅事本〉口事革審5 5鈎 :NRI 絞黄褐 自え策事量

5官7 縄文二土器 淡主本ワロ事豪語s 5真実 NRl によ品、黄綬 iとぷい黄燈

59号 縄文士著書 主義鉢つlJ縁部 5草書 おRl 銀総 禁事臨

5事9 縄文士総 浅鉢'!0縁吾3 I 5期 NRI にぷい鳩 黒繍

長oi) 織文土器 蓋つ 告期 SK1l78 灰事尋 にぷーミ手李総

601 事選文土器 鉢 q聞き巨 5期 II¥Rl 
HいHzζzs占a 悟電'"電纏極 ごこζjぶJ8N 3札、筒 赤色鎖料付著602 話童文土器 鉢籾蔀3 S翼詩 llK い鎚

603 縄文士宮骨 鉢務部 5望書 NRI 

604 縄文土終 j薬事事 口縁藷3 5期 NRl い草書鐙

605 縄文土著書 点震鉢 lJ縁部 E燦 l:lH に1;:い選穣 灰議事蕗

606 縄文土まき 5事鉢 綾部 5翼耳 |お汽l ;:ぷい議栂 灰言童絡

607 機文土器 浅鉢 o繰~ 喜納 II¥Rl 灰褐 E支褐

608 !機X土器 主主終 日縁欝3 5翼耳 NRI 」一
にぷい黄綬 にぷい者童

609 |縄文土器 長警ワ幻縁苦言 5期 NRI E五tJ fJi'畠

610 縄文士総 妥器フ o縁部 日童書 1¥R1 決 にぷい策会霊

611 縄文士若宮 表勺lJ縁部 5草草 NRl 灰 E有正3

言12 弥生土書官 鉢 仁1主謀総 期 NRl 12. ' 3.2 にぷい事室憾 にぷい災害賠

613 車種文土器 終 日繰書事 15M NRl 事邑夜 f:J<慢

614 縄文土祭 鉢口縁部; 日員選 NRl 明憾灰 日月潟灰 i 
615 縄文二上滋 目制高s 5草書 !NRl にぷい黄燈 にぷい黄援i

告16 縄文ゴヒ総 ロ緩悲喜 5期 81 E互の 1= .. 之い喜章者章

617 縄文土器 ロ最量制官 5期 骨j にぷい災犠檀

618 縄文士苦言 深鉢 !こ1事季節 日寺銭不明 NRl 得灰 黒褐

619 雑草文土器 ?輩鉢 lJ量挙期E 時葉書耳、日月 3G E正麓廼 によ乱、4昌

620 縄文土器 深鉢口縁鵠1 2寺員調不R丹 :NRl にぷい褐 にぷい播

621 縄文士宮寺 芸事喜多 口縁議: 雲寺草月耳、総 NRl に.s;:い擾機

622 縄文士号雲 ;翠鉢 足霊祭 2-3紛 NRl 4.吉 8.0 iこぶし、全霊 禄

623 縄文土君事 深鉢 まま警官 2-3期 NRl 8.5 4.0 E月総5五 にぷい矯

624 縄文土務 深鉢 重量制1 2-3蝶 IN日1 1.71 10.0 にぷい絞 主主黄憾

625 縄文土寝 言語鉢 E主総 2-H耳 NRl 柱。 10.8 灰色 灰白 事号fて痕

626 誕華文士著書 長率主事 底喪3 2-5紛 NRl 乱7 8. 緊 にぷい樫 後{t物付着

627 縄文士総 i菜鉢 まま部 2'"""5草月 NHl 3.4: 7. 61 ~思 E正ピヨ

62首 縄文土務 深草案 主主部 2-5即; NFtl 3.8 9.5 同;ゴ629 事車文士宮号 漆毒事 正華麗1 2-5芸高 NR2 3.0 10.0 季霊 ぷいを霊 務It喜重

側一二時酬 2-5期 日H2 4.4 12、る iこぶし ぶい綴 尊号代痕

631 縄文士苦言 語草郡 2 喜納 8D25 3. 10.8 浅草書鐙 主主言電樫 事時代痕

632 縄文土器 量主部 2-5期 災日I 2.6 13.0 にぷい褐 にぷい培 網代縁

告33 縄文士総 11来事本 底部 i 2 -5鱗 3G 4.0 9.0 にJごい憶 に占代、緩 署警代1謀

634 縄文土~ 議側 2-5葉売 :崎氏2 2.8 11. 2 Ff.音量総 によミい徽 1著書代後 遺産署長捜

635 縄文土君事 露支部 2-5織 NIミ2 2.1 9.5 浅草責緩 主主言電磁 重要代控室

636 縄文土器 主主総 2-5期 NRl 1.7 邑9 にぷい穣 網代霊童

637 事曜X:土器 i築主事 陸部 2-5綴 2E 2. 9 8.6縁 綴 機It空軍

告38 縄文土総 者軍事本 底怒 2-5襲警 NRl 1.3 8.5 灰白 にぷい種 議事堂綴

639 廼文士喜善 主事鉢 ままきち 2 -5翼活 NRl 2.2 8.0 にぶい赤i渇 にぶい赤縄 葉H単語道

64号 縄文主総 深鉢 まま部 2-5期 i色j 2.0 B.4樫 強 網代総

品41 縄文土滋 深主事 足苦節 言-5矧 NRI Z.5 6 海E正 にぷい捻 鰻It書室

臼2 縄文土器 深主卒 雇主総 2 5翼E NR2 2.3 10.6 灰褐 灰褐 機代痕

643 縄文土苦言 深鉢 語ま嶺3 2 紡 NRl 2.畠 8.8 日月If.l灰 iこぶい褐 若草紙痕

644 縄文士総 i聾鉢患部 i 2-品問 2Ll 1.9 11. 0 五五E当 五五議 網代尊重

長45 縄文士宮署 J準拠 Ill'部 2-5矧 NRl 2.3 9.0 咲き器 にぷい裕 i網代総
646 縄文土総 深主事 雄主主s 2-ら嬢 3G 2.2 6.5 にぷい蓄量殺 {ご.. ，い勢手樹緩代後

可jw数:き主土号室 ま芸部 2 -5鰐 にぶい畿 王室紙槙I¥Rl 1.5 6.5!喧
繍x:::!:器 i栗鉢 i塗剖1 2-5期 NRI 2.4 語、Glご.J;_¥.' 痩

64苦 縄文:士苦言 li東鉢底部 5翼翼 子<Rl 4.8 5.3 にぷい櫨

高品。 縄文二七綴 U事長平 底部 5期 NRl き.6 6.2 E定 種

651 縄文士聖書 t菜鯨 産主語3 5異耳 2E 5.1 6.0 浅策篭 浅草者機

652 土偶 i頭部 2-5期 20 去ま昏

も主3 士号 |頭部 ま-5期 子<RI I:::.Mい憾

654 念事雪 1属去E 2-5額 NRl 天白

655 土{高 2-5翼晃 t>:RI ぃぷい種

656 土{鴎 義母語s.， 2- 紛 10主4 灰

657 士銀 H聞か軍事ワ i 2 -5納 NRl 
r 

にぷい際

韮58 土事亀 手つ 2 -5耳目 ~.R J 灰鼓f高

語
5期 1¥1宅1 灰黄軽量

l'、日月 。寺草書:r; a~ 2En iにぷいiiF鰯 日月持て縞
i 2 -3期 NRl 1:ぷい億

1 E幾~:互ぷのい軽量2 -3鈎 !'oIRI iJ;定員監事島
高63 弥生土総 号室 縁苦s 喜朗 61 にぷい鐙

664 弥生土鐙 饗 に1義筆頭3 6見書 l¥Hl 明橋氏 情相違五五

665 称性土器 査 LI総務 7期 SD6 14. U 22合 鐙 望書 ~痕文系
666 斡:さ主主器 音量 ロ去最割自 7員月 対日l 13.2 13. 7 にぷい檀 にぷい樫 雪量望美文系

弥弥弥弥ゑ土器
費襲 ロ縁~ 7悶 61 12.吉 11. 0 事襲 議 3長重重文系

主主土器 運華 街部 7期 8H 考量 樫 事長君主文書長

生士号普 奇襲 劇祭~底部 7期 にぷい毅 にぷい機 条痕文系71 16.6 6.2 
生主総 道 t車線 l 祭 11 12.5 長。 によ芸い総憶 にぷい量産事警 条直文系

671 1 j年生土器 牽弱音H ?鱗 8L にぷい略 にぷい与量 費量撰文系
672 総主主土器 号室 7期 91 14.0 22.0 養塩 官員宅草

一笠u努繁之ii'5 襲 17織 子H叫 16.81 25.0 1.5 務総 |赤字母



|詩吟 種主主

1 674 約生土器

I 675 15寺生士総
67E 弥生二七絡

を77 針'E土器

1 678 弥生土器

I 67事 弥生j容量
1 68 弥生土器

I 68 弥生土器

! 682 章生士.. 

! 6幻 弥生土議
684 弥生土器

1 685 劫:'E土器

! 686 弥生士総
1 687 弥生士総

688 弥設土雪量

級9 弥生土器

6阿 弥生士総

691 弥生士務

総2 弥生土器

693 前生土器

694 去年生士綴

6撚 弥生土告書

696 扮生土器

697 ; 5今世士著書

j三笠此主主!!.
699 15与喋上意書

iOC 脅ゑ士;器

701 弥生土器

702 弥生士総

703 弥生士宮苦

704 弥生土器

【 705 惨さt士号苦
1 70; 弥生士宮警
7日7 弥長生:器

708 弥生土器

7日量 約:笠士宮官

7刊 哲:生士総

: 71J 弥生土器

1 7J2 弥生土器

1713 脅生土器
714 弥生ま若宮

1 715 萌ヨとま:滋

1m 勃'E士著書
， 717 泳笠士総
1 718 弥生うとlm
1 719 弥生土器

72C 弥生土器

721 弥生土器

1122 弥生土慾
723 弥生土器

724 弥生土器

725 1 i寄生土器禁

726 弥生土務

727 Il毒:'E土察
728 鴇生士宮雲

729 15市生土着替

73日 努生土努

731 材業士器

732 15寄生すま告

733 弥生士総

734 弥生土器

735 脅:'E士器

7見 斡生土議

737 弥宇ま綴

73， 弥生土器
73き 斡きと土器

74C 初生土器
741 省生土撃事

| 7421弥ゑ士号量
i 743 I弥生土器

片:市託子
1 74< 初主主土器量
一 一|747 勢生土器

; 748 I弥生士総
i 崎 弥生ご主総
75C 号事境土器

; ぶ 弥生土器

I 7&2 狩生士告書

753 弥生土喜善

1 754 砕き主士器
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第13表漬物観察表(9)
喜子高一-T 欄・分類 ! 遺構 口径 蹴 j臨}州 州! 儲

七長止二子叶1.戸帯目黒汁に
管法→畳二二主正十芋主ト:
笠旦酬--j三銭 13F I 10. iT 3.51- 一道一一-T"iil

3 号一一昨L-扇弓薄 756とi潟-，

二詩三ト唱ιιィ黄J212i長
居坐 !立L 十ぷ千二ヰ二弔おも;:;:::L2223

民日ド守三ナド劃U3
詰土手三ヨー!J事

考

一

事I I 7翻 71 29.61 25.6! 8.0縫 |隆 一環蚕支京一一一一一一ι 一一一

品両官二二日下汀九品官官長一-
7E口側~榔 j7怒 i一寸詰ニ「主君主語長本

( ー;阜 県-斗罫1____  十一十;二二崎 山地直

一一←寸~主計→鼎さ;開禁法
i7鱗一一斗坐!一一一トー←i斗警生斗讐]

川口i によn¥1竜守護 によ丸、重量稜!

計三十斗十一一時 峨

17鍛 十一十一寸燦 l純文系
! 寸F1品川
7 寸ト一一十斗-十→塔

陸雲 |附83 十一 空中L暗

号議一寸二 十一ト寸益出

11 …寸被大地系
日ト百三弔一信部翠曙

7織 11L I I 

出寸下院ゴーゴ昌吉嘩
諸二#二二品-i ト十#キF曙:
長号→一-lP f--+-ーァ… l問掲 1嚇婚 |大系

出二二県十ート宇十1官官円

詰iコ4ーヰ;誌;;昌
吉寸ト斗J長計苦

十 今一一

間 すJ お3 十ヰ=トトト4
1致措一一一品お トー

三三ヨ

一一
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第14表造物観察表(10)

!績号 機類 器緩 き考翼ij.分室長 遺機 以後 意高 詰ま{圭 内言語 外語語 犠 考

弥生土号室 遣軍 事長寵3 1M耳 :NRl 褐灰 にぷい総2昌

I iお 弥生土器 牽祭器s ?翼耳 IKRl 日耳終E正 E王争畠 679と的 ? 

757 縁主主土器 壷 幸司剖1 7翼耳 8K E足重量褐 浅黄鐙

758 数:主主士器 釜網在意 7朔 7: 主主自 棟

759 弥古住士吉雲 幾胸部 7鍛 5五545 iにぷい糞褐 によSい黄褐

760 弥生主総 盗 事毒喜E 7薬草 7L 燈 寺霊

弥生土器 塗務部 7期 9K 4こぷい策燈 援

弥生土器 表 H剤費5 7期 71 iこぷい言質事室 宿

768 弥生土器 豪際語草 7綴 8DZ8 eにぷい空襲 にぷい種

764 弥生住土務 宮警 察部 7綴 10L にぷい掲 にぷい赤担喜

765 弥生生総 受賢 憲司部 7翼詩 SD17 にぷい褐 ，:ぷい鐙

766 弥生土音量 奇襲 縁部 7期 NRl にぷい褐 fJi機 条1高文系

767 弥生土聖書 幾 o縁部 7怒 おHl 日丹晴、総 にぷい赤樫 条幸重文芸長

768 弥生土器 費 []総額1 17綴 8H 黒縄 黒縄 条痕文系

76告 弥生土器 重量 o華挙制l ?翼月 百Hl にぷい裁縫 にぶい策縫 条痕文系

170 弥生土器 重軽 口縁者s 7草月 4G SJl赤褐 若手褐 書長重量文系

771 弥生土器 重量 口縁謹3 n高 SBIO にぷい葉稔 機 条議文系

712 弥生土器 親 tJ縁部 7総 2B 制裁潟 にぷい機 事長曜童文署長

773 i弥生土談 費 o綾部 7恕 ¥::自 によ、い憾 灰褐 i条桜:5<J長

774 弥生土器 雪量 7期 i費!JU竜筒 にぷい議機 朝鮮繁x:ニf:!il類似

775 弥生土器 人面付きご著書 7耳目 :-IRl 灰糞

776 弥ち長土器 7著書 おRl iJ(j賞与吾 にぷい褐

777 弥主主念総 後続部 8綴 SUll 機 援

778 弥生土器官 王室 o縁部 10期 SB3 23. 4 浅草壁機 7主総後

779 弥生士著書 霊 Il縁害事 10期 1'1毛1 17.2 4，4 灰白 浅草電後

7以} 弥生主総 意 。事選告s 11滋 対抗l 18.1 E告 浅黄定量 浅言電鐙

781 弥さ住土器 捜ロ録音s 1告義足 DiRSBl 15，6 4，守 にぷい吉宮総 E互糞梶

782 I ~在、集士宮号 議口縁部 1奇異月 NRl 16，0 6，9 主筆麓権 淡綾

783 務;~士宮普 重量 臼縁器3 10矧 182 23.6 5.0 犠 明量産事喜 条奇襲文系、 784，793と芦] ワ

7時4 弥生土著書 重量 l民総 10綴 18Z 指 a月後t謡 3長在語文系、 783，793と問ーワ

785 弥生土総 霊園 口縁部 眼鏡 130 12.0 3.3 慢 雪量

786 称号主土器 護口縁関Z 10熔 182 16.2 6.0 R耳赤褐 自丹赤褐 条痕文系

787 塁手主主土器 主主 10燦 8DlB.話D17 自，9 2， a月赤褐 にぷい赤字盤 重量復文系

786 事主役土器 書官命 受費目 10鍛 S瓦205 17.0: 在吾 議 時壁

789 弥主主主聖書 車量 10鱗 I日 主I.SH5 2.7 6.6 権 事霊

?吉9 弥生士宮替 蓋 ι初期 塑 韮丞 赤幸吉

79¥ 弥生土器 書室主事 胸部 lu期 5.1 9.6 E五B 灰白

792 効;'1'土器 要量 月時期3 10擬

1N118SR2 Z 1 

にぷい議 浅黄後

793 約1ち長土器 重量 総裁 110鰐 機 目見慧褐 783，784と防1ω?

7事4 土産苦言寄 15字饗口総務 12淘 1ま6 2.9 使a 記長自

795 土喜官総 iち学者距 ロ縁部 12期 3E 15.2 2.2 :主主食機 5黒t韓
796 士制緩 S当事革連 o縁部 12期 NRl 12，2 2.5 iにぶい綴 にぷい綴

7告7 土豚著書 5字書襲 撃揮部 i 12務 災H1 同賞幾 灰黄褐

798 3畏葱苦言 杯葦 13-14期 3E 13.4 7 !黄灰 E五黄

799 幾重意警告 主平姦 13-14務 7F 13、0 4.0 淡黄 fJi8 
800 を賞怒号苦 土手渡 13-14怒 NR1 12.6 3.5 君主 灰

801 須E害総 停車量 i13-14鈎 誌H 11.8 4.0 fJia E足i童
802 須恵著書 杯蓋 13-14期 判決1 14.2 生3 l灰 E長

明子窓器
主平蓋 113-14望書 NRl 12.8 3.6 夜E当 灰白

慾器 事手蓋 113-14緩 11¥武1 14.6 3.3 灰白 i灰白 つまみ豊B遂3.7cm
8日5 漁獲告書 録蓋 13-14期 N豆1 15，5 3、4 灰色

主主
つまみ毒事盗4.0c忽

806 5直感襲撃 ネ成費草台土平 113-14矧 討Rl 11. 3.脅 5.8 E正
事専7 須主主総 宅毛色質、 113-14鱗 llK 生3 5.1 6.4 E五銭

1 80S 5員恵器 滋賀均; 13-14務 181. 3.自 札5荻賞

1 8日目 2員恵器 jr号郎 113-14期 蚤主主 み灰白 灰色

|昌10 型車線付5員恵滋 装飾片 113-14期 3c 1 E王宮産

811 議i替、著書 本号室 13-14顕 世K 毛主自 E五ピヨ

1 812 ;.li懇総 霊童 口縁談 113-14滋 表ti' 荻 灰

1 813 jjj恵、喜善 経軍翼連監 13-14鱗 3C 9.5 4.3 灰 灰

l思14 灰結露草著書 牽 :4翼毒 お説l 15.8 3，8 褐E定 繕灰 。t渓lおヲ
815 3民主主器 広口鐙 13-14期 NRl 11.7 13.4 4.6 E正義 灰白

816 後車線 rt.:口蛮 13-14務 NRl 13.1 17、9 E足臼 灰白

817 ま;商事務 重量 口縁題1 13期 :4J 28.4 1:ぷいZ重複 機

818 士自耐塁審 重量 o縁部 13望書 INRl 2も‘5 5.8 にぶい黄檀 にぷい粛燈

事1宮 土害事務 !l!縁部 13M 91. 23.5 3.1 にぷい策媛 茨a
820 土磁器 重量 IJ総理: 13期 SD5 16.7 6.3 11こぷいi主主主 黒
821 土師器 費 ロ緩最長 13矧 : 41 15.6 3，志 !にぷい手李総 浅業鐙

822 土師主主 護口総量s 113綴 41 15.4 4.畠 にぷい機 事ミ糧

823 士総務 書悪 口縁部 113綴 3G 14.4 10.0 機 理量

824 土言語務 書量 臼縁琵: 13期 NRl 15.0 5.0 袋線機 11l<1歯鈴
1 825 土飯器 重量 Il緩運3 13期 17F 9.8 5.3 にぷい2襲警霊|にぷい書官燈

826 土師器 重量 日総務 13犠 8H.81 11. 7 3，0 。にぷいま襲被 にぷい拘置

827 士宮車雪量 !I! 0磁調1 13英語 41 12.8 4 灰色 にぷい策機

828 土喜軍務 重量 ロ繰西1 13~耳 8D19 17.宮 4，0 五五自 灰白
829 土総務 霊童 口縁寵3 13期 !SDI4 18.6 3.世 にぷい鐙 iこぷい簿

830 土自雨量苦 重量 日縁お 13怒 : 11M 16.3 4.0 l夜白 灰

831 土B幅緩 費 ω縁部 13類 守H 13、母 5宮 |にぷい猿穣 にぷい被

最32 士際著書 費 iヨ縁部 13鰐 告K 13.4 7.3 : .菅淡声量 灰黄鳩
833 土磁器 蜜 語主総 13期 NRl 3.4 5.21にぷいZ毒事震 にぷい幸重
834 土日面器 事量 底昔昆 13鱗 16D 3急2 8.81にぷい建 I:.s'い憧

835 土隣器 型車 底部 13銭 持Rl 2守事 4.空1
'
:-5:い黄轡 1:ぶい黄樫
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第15表遺物観察表(11)

番号 高義 額 器援 時期・分額 遺機 口議 l 務純 家1茎 i勾函 外語話 備 考
836 灰需主義踏ま告 官員 14草草 おRl 15‘品 1 7.5 !主正当 5克也 l1f:渓I]Jつ

837 五五納陶器 事昆 14鱗 !SD4 乱E 長6~灰白 次白 投渓山ワ

838 f五号室陶器 習量 14期 3E 6.4 D<白 灰自 号室渓LlI?
83事 灰季車製専務 腕 14翼耳 日清i長 2.3 I.2 夜L! ;灰臼 堤主主山つ

840 灰踏襲語2雪 j鉢 14務 2E.2D 23.4 10. 12.5 灰 i支の 厚生主義llJつ

問書
i議 14隣 D主主SK312 F疋f当 主長自 ぎ駐在葉山.，

i蓋 14鱗 1 313D M 五五1:1 t 灰色 話主主主山旬
i吉事.¥型式 15.9 5.3 8.2 D<o 沃白
議 5型式 IE 14.5 4.9 品。 2灰白 ie友黄 l浅陵書室下

845 i IU茶議 第5室主主 SB10 15.0 5.7 6.8 灰Ll l灰の 1;圭問主義下

自岨 i治基線 第5護主主(浅間業下)iむM 14.5 6.1 5.5 にぷい量産燈 |にぶらも黄信i浅間灘下

847 IllJ茶義者 君事告官自主主〈浅間2草子)!3日 15.2 5.5 邑7攻防 にぶい喜雪機吸器iJl¥下
担畠 'IU茶議 害事足式 110M 14.5 ! 5.2 邑3五五G E五El 道草潟

849 i tlJ築後 害程 5裂式 110L 5.2 私4に」、い香車検 にぷい事電機 3革調

I 850 tlJ茶碗 首席 5'i'!式 9M 15.2 5.7 6.2 !灰白 灰白 業11司

話51 山菜員崩 第5理主主主 12日 14.91 5.4 7. a |決裁 灰白 窯書毒

I 852 山茶量車 害事与雪~i'\ 112S 5.7 7. 51~:: ぶい黄樫 にぶい童生担 Jl¥a湾
853 tlJ帯主義 2事5事誕式 J9H 13 3ヲ 6.0' 氏自 い2量密 書官制

854 rll茶碗 2答品議芝式 SK2ヨ? 1五Ll 氏自 主総口縁(予言滑 1b)窯緩

8高品 tlJ茶碗 害事免霊式 SK218 13会4 4.5 4.1 主主白 灰白 !大潟大澗
l 暴善寺 I1J菜貌 霧車型式 百M [2事 4.5 4.41 t主禁容量 主主黄燈 大土語大猟

857 山茶議 !第 S雪量まえ I ま 13.6 4.8 4.9i灰の 1京区ヨ i大全聞大詩書

858 tlJ事総 |第告後主主 SS14 13、詰 4.7 4.6 1'-正闘 1主怠 大t副大総事奇
859 ItlJ薬品高 i第百被災 5S14 12、8 4‘6 4.7 I f定自 氏自 i大滋大秘書長

880 ItlJl裏貌 害事司'i'!j主 SK564 13.6 4.4 5.4 にぷい草宮家聾 にぶい黄綬 !大協大洞新

品長1 111茶議 望書事慰式 C長主 13.4 4.3 9 浅黄空襲 ']事黄信 J巳焔大雪司新

882 IlJ茶自主 第10霊式 SK814 13，1 3.き 3.昌 灰白 i 'KEl Ik洞東

総3 11J茶碗 第10君主式 DII'SX3 13，2 3，6 金.2Z五自 灰色 i大病哀
事64 tll築基期 告書IO'i'!i'¥ 日夜SX3 12，7 5，3 i 3，2 五五 灰o l大浅草E

885 llJ茶量産 第i岳製式 ID区SX3 13，3 生息 隠さヨ 5五El 大綱策

866 i幻茶喜善 首席!O'i'!式 lOM 11. 2 3，51 3き1i'A賓客童 賓室電母 j太A司東

887 tlJ茶椀 苦肉10型式 IIし 11. 8 3，11 3.5 E王白 i灰白 大湖東

話器8 iむ茶碗 費量11型式 SK7占立 11. 5 主8i 4，2 灰色 p主白 脇之島

色7合9 山茶量発 第11型式 SK172 12.2 之容l 3.2 主主議事室 :主主議機 ?脇之Eも

itlJ茶器革 |第II雪護法 14P 13，2 4.0 灰 1灰長1 滋之島

871 IJI~事椀 l事11建設式 120 1L 7 3，01 2.8 子実質篠 li覧車主総 毒事之島

望書11鍛式 3令。 4，4 灰白 I'K白 臨島之童書
-|8事7723 

はI~喜続 5H 13，1 

はj茶量産 君事11型式 Ckま 10.2 え7 暗t主主産権 !浅黄檀 l生Bl

874 tlJ茶量産 第11苦言式 ま 10.3 2.6 2，9 |浅議機 z主義権 ;生問

I 875 ノト碗 第4紫式 品H 9、。 3.0 4.8 灰 灰白

官1も 'J、導主 第 4噴出語文 3D 生4 2，61 4，3 五五釘 灰ω
877 小話量 害事4者型式 5C 9.1 之島| 4.9 1 !kEl Ø(~ヨ
87呂 小腕 害事 4怒式 3D 喜吉 3.1 5，4 灰白 D<自 燃料毛

879 タト鈍 第 4i!式 114N 9.7 3，2 号、5にぷい言葉鐙 にぷい主主権

880 小銃 第4型災 28-D 生日 3，2 4.8 灰白 灰白

881 小llll 第 5司自主主 2D 8.9 2，2 4.6灰 夜fヨ |浅陶芸翼下

882 小肌 第 5~程式 3D 7.8 2，1 3.41 e延長通 ち五a !浅間五震下

883 小関 第5哲程式 2D 9，1 i 2， 3.81 iこぶいま童憶 にぷい黄霞 主主剣道震下

号 884 小llll 言書 8雪説式 5C 'i.8 2，31 3，91，-定自 灰色 |主主義喜黛下

885 '1、座 重軽 5型式 6E 畠 2 2，4 4.4，浅黄樺 員長黄樫 じ綿窯下

888 '1、図 言書 5苦言式 10K 草寺 2.5白 在日にぷい議機 淡色

887 '1、開 第5事芝式 mま 7，8 2.1 j 3.51に」抗、総 にぷい機

邑88 '1、:m 第 5絞主主 3D 仕2 3.81決闘 日

889 小限 i害事 5司自主t 3D 9.5 2.8 4，8.1主主1 玉医o
8告。 小限 l譲宅 5祭式 i4C 

長9862811l 83u 1 i 

4.9! f.疋B ミ長良

891 rト皿 l務自主主式 D~主 長5灰白 後自 羽土原

高宮2 "1、lJJl j策6重さま丈 ISK冷54 4.71主主黄綬 浅書室媛 自士j京

高寺3 小i翠 言書?型式 ，Dl& 7，81 1.5 4.5 灰白 灰色

8宮4 小銭 宮島?連型式 3D o 1.8 4.6 浅害者総 浅通量検

895 ，)、日H |穣易型式 DIXSX3 8，21 1.2 4，9 氏自 ミ誌記ヨ λ~í時火J努

896 '1、羽 j君臨品苦言式 4C 7，宮 1.3 4，定自 i来a 大切大潟

897 小ffil 害事 8型式 10K 旦5 1.2 3.2 淡黄 1尭黄 大丈語大将

級事 l小部 第S雪自主主 IOL ?ー 1 1，3 5，2 灰白 灰白 大安富大，1司

8宮9 '1、nn 第号事担主主 61 8. ;ま 主5灰Eヨ 夜?ヨ え;憎大A毒

900 十旺H 第晶君主式 SK72 9，2 1.2 .¥， 5 灰a 灰iコ 大矧大;総

901 や謀説 請書 8事担王立 SKl色42 8，4 1.3 5，0 F五El E反応 大会割大総

事号2 小lJJl 君事10型式 D SX合3 5.0 DZ8 京、El |大潟東

903 小田 第10型式 i告し ，1 3.5 灰色 五五白 大潟東

3奇Q04S 
小田 第10雪童話t SKfト08 自 4，0 灰白 灰白 大洞東

小立証 第10繋主主 SKlO18 l 5.2 災住l 灰 大湖東

望号S .1、産主 事10雪閉式 2F 8，0 1.5 4.8 波宮電鴻 五夜1電機 大声導東

907 小阻 害事1君主主式 IOK 在2 1.3 え2日買お 毛足正ヨ 大潟棄

90s 小皿 l簿11号室主式 7G 7.7 1.() 3マ昌 灰白 夜長1 大洞東

事09 メトlJJl 第10主主式 SK880 8，3 1.4 乱告 摂白 'K8 大潟東

き10 1.1、互主 lillO!l!iえ 9M 7.8 i 1.3 3，4 !玄翁 灰黄 えま毒素

言語波紋主党 CI"( 乳21 1.5 4，6 灰E 夜自 大将司E
吉911 小1Ill

12 小朋 第10数式 'SK361 8.4 1号 生事 E長麓 ;玄室竜 k澗讃

913 .1、組 域II重量式 ，SK162 8，4 1.0 品長臼 阪1:; 協之島

914 小1Ill 務11型式 6K 邑4 1.4 4，8灰白 I反応 富島之島

事15 小鹿 聖書11型式 10K I.4 1.2 4，811玉虫 灰白 遺書守生閲

916 山業後 第S型式 私J i 3.3 5.4浅業主義 浅黄綬 墨書 fxjk実態大樹
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第16表選物観察表従)

番号 襲撃 猿 雪量 種 時耳~ .分要員 遺構 口径 終日範 i 底径 扇面 I r!-il語 古橋 考

917 山茶日臨 費高 8~芝式 荻B 懇書「の o 大倒大経

事18 山茶豊島 第皐3程式 7J 3.21 5.2 灰白 務署 r+J '，*畑大潟

望1呈 山茶篠 第 8~自然 91 2.0 4. 9 事I<j邑 淡黄 き襲君事 大韓!大綱

宮20 山茶星座 第吉型式 3N 

三王
生.5灰黄 政震 機望書 rXJ大士聞大持母新

tlJ茶碗 第宮型主主 llL 2.1 4.9 浅震を霊 ぢ量麓獲 き襲警警 f十J大偲大絢新921 

¥ 922 tlJ茶碗 事事9型式 SS14 3.3 4.8 灰白 炎症連 ιき襲護frやワ j

923 ，u.事量産 書官10霊式 llL 4.7 o 主主麓褐 浅績褐 遺言書 大潟東

924 山茶量産 務10君主式 6J 1.0 4.0 議議樟 議自官権 墨書 rXJ大拘束

925 tlJ懇話革 翼翼l告書証主主 11L D<策 民主量 墨書大級車

首26 tlJ茶鍬 害事i告書型式 SK26u 灰岩ヨ 灰白 襲警大j問機

927 UJ茶鶴 害者 II~担ぷ 官民 2.0 3.8 浅室電総 き主黄主語 導要望書 r-I 滋之縫

告28 小;m 第自殺訴え 10し 事会金 1.2 4.0 5王B E主自 豊島覆 rXj大総火澗

告2事 小皿 第lO当選量生 S瓦42 E定黄 IJ(黄 奇襲議事「十勺j 大澗策

930 小盛 第10型式 DじまSK231 灰黄 司え策 害襲警警 大潟東

事31 小主主 第i号型式 7J 8.4 1.2 i 4.宮灰白 阪自 単語警 r-j大1毒素

932 小競 第t1型式 130 8.0 O.事 乱。 iこぶい黄燈 E定B 墨書ラ義語之島事

933 'J、nn ぶII型式 3N 7.8 。‘9 1.8 iこぶい黄樫 ;こぶい重量種 墨書「大H喜之島
934 'J、m 務11型式 llL 0，4 i 5.0 E五ピヨ

生諸935 小限 第10後式 7J 立言 5.8 五五臼

936 常増 言語 5-6刻式 日D25 5.6 12.4 氏B

宮37 件む鉢 第百 -10槻式 隊司書 4.7 8.8 業E五 叢吉正 瀬戸家主

事38 片口鉱 第ち型式 6K 灰B ::ぶい策機

常時
第8型式 8H 

海黒褐褐E灰灰正 IJ絡F署議E 員E総E 

議犠Fユ2躍長

第10整式 SD25 講義問軽震

君事10整式 7L.91 灘p豪

942 片口事事 務総裂式 lE 瀬戸療

宮43 主君t脅 主義11費出式 富豪i轟 にぷい赤褐 にぷい若手褐 常議室主

944 古瀬戸 小主事 後阻-!V務吉 6~' 5.8 1.6 2.7 !機事選 主義策定量 鉄事室

945 古瀬p 平皇室 I ctlVA耳 20 20.0 7.8 6.2 灰白 灰白 D<f富
望46 古瀬p 平豊富 後担草書 130 l.7， 6 5.7 灰白 iこぶい喝 淡袖

宮47 古書量F ヲミ毘茶碗 後I韓請 日D25 12.1 5.5 黒 浅黄褐

制8 i古書量戸 ラミヨ茶穣 後IV期新 3A 12.0 3.8 黒海 E黒梅

949 主費量P 天国1Ii嫁 後lV期新 表主義 11.告 3.7 にぷい賞総 にぷい黄褐

950 古瀬戸 ラ日隠茶議 後IV新 12S 広告 3.5 男民渇 五五B
951 古書亀戸 爽茶高高 後田真書 SK7 員県総 索機

吉52 古猶 ヲミ1'1>事総 後lVl苦o 7G 熊楠 黒褐

告53 古重量Fでき 縁事由小nn 後輩朔 自M 10.8 2.1 5.自主主主寵 淡裁 政稔

告54 l遼E専 費号縁鉄総君主 書事 3 4小類 9L 10.2 2.5 邑0にぷい災被 にぷい言電機 蔓寝室

事99空6555詰s57 古大古'"黛瀬瀬n踊戸戸戸

折縁2日 大~第 4 役務員11 ~ì 土 11.[ 2，2 5.6 浅草草燦 主主賓鐙 主主総 美濃度

都lIIl 中皿M 1昔K 15.7 3需品 乱E渓褐 E王寺畠 5正幸掛

年GIT霊 強固甥 5日314 にぷい1章者選 にぷい褐 !I(納

草野nn 後lV怒吉 lE 11. 6 2.7 総灰 4器E正 成事由

百59 i5費量F 撃目指1(大〉 後義諸 暗渠 3.3 8 D<捲 阪総 灰f富
告60 古諸島戸 喜重線大絞っ 後臨鋼ヲ 容費渠 4.7 13.7 主主事電機 浅ま童数 夜号室

961 合連顧問 釦Ei付大級 後聞-lV綴 豪華液 主主Ifi 淡言電 E正絹

962 古瀬戸 緯慾 後闇織かlV期古 務事匠 弘す 14.0 き韮2電機 1:::ぷい紫綬 淡泊
章容3 古瀕戸 様 後IV草書 SD29 5.5 18.0 E苦悩 にぷい童書後 j鉄紬

964 1当事亀戸 新緑深鳳 後堕葉耳 暗主麗 浅黄 浅黄 E正幸富

99銀鈴古3tぢ言7瀬瀬語厳量戸戸戸問

事守縁深[IJ 後豆期 暗記藍 灰白 灰白 従事車

事号線深nn 後E期 E苦苦言 ち王a 阪の 毛主義主

析機深草立 後皿期 霊童渠 主義黄 き昆貧 5五車輸
総務付大孤 後lVl耳さ 精渠 5定a 成区ヨ 灰宇宙

き5量 古語草p i!PEi付大阪 後lV葉書吉 10K. 10L 浅1曜鐙 浅草電機 灰触

宮7号 d猿戸 合子 ctl-証期 1Il E足怠 にぷい矯 「鉄格

百71 主事量子ヨ 仏供奥 やr-rr綱 C張主 2.2 4.4 E互主主 浅草童家豊 l夜季語

912 古議戸 仏供具 後lV限設 1D 3.1 4.3 主主議事警 浅黄種 華美総

973 高瀬戸 凶lf釜 後期 震量L騒 14，1 6，3 変オリブ 浅黄 E支給 ロ縁主車部ヌグイ
す14 古瀬戸 際主主義 l後期 ，40 14.0 6.1 灰白 淡2電 従事由 ロ緩ま意書事ヌグイ

苦75 d事亀戸 2Bl事釜 後期 日区 灰白 灰白 成事由

事?品 議事晶子論 署長入 後期 暗渠 3.0 Z.5 E正義建 殿様 鉄事臨
宮77 d事亀戸 茶入 室長期 SK38 2.2 4，9 2.8 機豪華赤場 機総務担自 鉄事語
978 d議戸 毒事式n:尊重 後W崩古

ゴ
E五E当 灰白 E定数

979 o語亀戸 尊2主4筏罪主 後W翼完 11. 6 i 6，2 にぷい貧者霊 黒褐 鉄事由

980 古瀬戸 花さ主ラ 後lV翼語新 18.0 τT 五長臼 灰白 鉄軸

事事I 古瀬戸 蓋(土瓶か蓋〉 後事-IV矧 14N 10.5 2‘7 3.3 暗赤機 時赤字詰 童青軸

982 o重量p 土瓶ワ 後霊-lV鰯 80 にぷい赤字時 にぷい赤鰯 主権準監

983 十能ヲ SD23 にぷい赤悩

ω 謹詩官事4 十銭ヲ S互203 によ丹、赤鴻 4ごヰ主し、

965 ?者t時 1I 仁I縁部 2 lOL 19.4 3.0 にぷい掲 事島
965 常減 褒仁I縁部 8 義者渠 3曜掲 主製欄

987 常議 雪E 悶華華麗1 明器禁 日昔第ミ持語 鳩E五
事88 宮言語華 墾口総務 時事量

二五
檎毛足 事E灰

989 常 翌 日量挙事事 SK203 にぶい歩手憾iこぶい亦判事
9君。 常滑 1I ロ縁部 6b 17X 憲君主足首買 華奈灰黄
事事l 常滑 重量 口縁部 10 階議 にぷい鰯 灰黄梅
992 常増 重量 口縁部 11 暗1車 にぷい家事器 iこぶしも赤射器 259と「司
官官3 常務 奇襲 日縁膏l 6b C区 可三2

|にぷい赤絡 1，ぶい，赤褐
994 苦言語華 重量 6a-6b 14.15む j ~震構 収書警告話 矢務総建j
995 事昔話華 事甑

ワl17?弱務

経毒渠 iにぷい褐 ;こぶい赤掲 。持日
均一…イ996 tr欠内鍍 夫医薬事事底 SK639 ;型車 5王自

! 君事7 打欠fIl聖護 磁寂 11N ;浅重量 ?灰白 E互柚
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第17表遺物観察表(13)
番号 種頼 器種 時期・分類 遺情 口径 器両 底i主 内面 外面 備 考
998 打欠円盤 天目茶腕底 15-17期 10M 黒 灰白
999 打欠円盤 天目茶碗底 15-17期 表採 黒褐 灰白
1000 打欠円盤 碗底 15-17期 E丹空 黒 灰白 鉄紬
10日l 打欠円盤 椀底 15-17期 6G 灰白 浅黄 灰柚
1002 打欠円盤 I平底 15-17期 C区 灰白 灰白 灰紬
10日3 n欠円盤 碗体部 15-17期 5G 灰白 灰白 灰紬
1004 打欠円盤 腕体部 15-17期 5G 灰白 灰白 灰袖
1005 打欠円盤 椀体部 15-17期 5G 灰白 灰白 近世~明治
1006 打欠円盤 碗体部 15-17期 SK606 灰白 灰白 明治
1007 土師質皿 土師質皿 B2 11L 11. 5 2.1 灰黄 灰黄

1008 土師質皿 土師質皿 B2 SK680 12.7 2.0 浅黄憧 浅黄櫨

1009 土師質皿 土師質皿 B2 SK639 10.5 1.8 灰白 にぷい黄燈

1010 土師質血 土師質皿 B2-B3 C区 11. 2 2.0 黄憶 黄檀

1011 土師質皿 土師質皿 B2-B3 lE 9.3 1.3 灰白 灰白

1012 土師質皿 士師質皿 82-B3 61. 6J 11. 3 1.宮 灰白 灰白

1013 土師質皿 土師質皿 B2-B3 SK635 13.7 2.5 にぷい黄檀 にぷい黄檀

1014 土師質皿 土師質皿 B3 SK1120 12.3 2.1 浅黄偉 浅黄慢

1015 土師質皿 土師質皿 日3 3F 時灰黄 断灰黄

1016 土師質皿 土師質回 Cl 表採 9.1 1.7 浅黄樟 浅黄偉

1017 土師質皿 土師質皿 Cl B2 8.3 1.4 浅黄檀 浅黄健

1018 土師質皿 土師質皿 C2 7G 8.0 1.4 黒 晴灰黄

1019 土師質皿 土師質皿 C2 6K 8.0 1.6 浅黄憧 浅黄樫

1020 土師質皿 土師質皿 C2 8H 7.2 。自 浅黄櫨 浅黄樫

1021 土師質皿 土師質皿 C2 2F 7.7 1.6 浅黄檀 浅黄燈

1022 土師質即 土師質皿 C2 81 7.3 1.4 浅黄梅 浅黄燈

1023 土師質皿 土師質皿 C2 D区表土 8.0 1.2 樫 樫

1024 土師質皿 土師質皿 C2 D区 SX3 8.9 1.7 灰白 灰白

1025 土師質皿 土師質皿 C2 4F 10.0 2.5 灰白 灰白

1026 土師質皿 土師質皿 C2 13孔f 11.0 2.6 浅黄櫨 浅黄檀

1027 土師質鍋 清郷鍋 14期 3H 30.0 4.7 黒褐 黒褐

1028 土師質鍋 伊勢型鍋 15-17期 3D 28.0 8.7 縄灰 黒褐

1029 土師質鍋 内耳鍋 15-17期 5J 28.8 11. 2 にぷい黄樫 にぷい黄褐

1030 土師質鍋 伊勢型鍋 15-17期 lF にぷい燈 檀

1031 土師質鍋 伊勢型鍋 15-17期 SK481 浅黄樫 浅黄憧

1032 土師質鍋 伊勢型鍋 15-17期 3G 灰白 灰白

1033 土師質鍋 伊勢型鍋 15-17期 12N にぷい黄権 にぷい黄檀

1034 土師質鍋 伊勢型鍋 15-17期 8L にぶい檀 陪縄

1035 土師質鍋 取手 15-17期 lF 黒 灰褐

1036 士師質鍋 羽釜 15-17期 8H 浅黄檀 灰白

1038 陶丸 15-17期 5D 灰白

1039 土師質土器 時期不明 NRl にぶい褐 に」山、筒

1040 土師質土器 時期不明 NRl 36.7 4.0 にぶい赤褐 明赤褐

1041 中国磁器 白磁碗 1 -5 B 5D 15.1 4.6 浅黄 浅黄 選弁

1042 中国磁器 青磁碗 5A 16.0 4.1 灰オリ ブ 灰オ') フ 産地不明

1043 中国磁器 白磁皿 D群 3E 8.8 1.8 灰白 灰白

1044 中国磁器 白磁皿 D群 14P 9.7 1.6 灰白 灰白

1045 中国磁器 白磁皿 D群 120 1.6 3.5 灰白 灰白

1046 中国磁器 白磁碗 E類 SK1178 2.0 5.8 灰白 灰白

1047 中国雄器 白磁碗 W類 5D 2.0 7.1 灰白 灰白 W類

1048 中国磁器 白磁腕 V類 C区 2.4 4.7 灰白 灰白 V類

1049 中国磁器 青磁碗 C類 2F オ') ブ灰 オリ ブ灰 雷文帯祖泉窯系産

1050 中国磁器 青磁碗 1 -5類 lE オリ ブ灰 オリ フ灰 龍車窯系産

1051 中国磁器 青磁碗 田類 12N 緑灰 緑灰 龍泉案系産

1052 中国磁器 青磁皿 1 -2穎 7J オリ ブ灰 オリ プ灰 花泉窯系産

1053 中国磁器 青磁土平 lE 陪オ') プ灰 晴オリ フ匹 龍泉窯系産

1054 中国磁器 青磁盤 表採 オリ ブ灰 オリ プ灰 龍泉窯系産

1055 中国磁器 白磁碗 E穎 SK229 灰白 灰白

1056 中国磁器 白磁碗 V額 SK12 灰白 灰白

1057 中国磁器 青般腕 1 -2か3穎 17X 灰オ') プ 灰オリ プ 詣泉窯系産

1058 中国磁器 白磁碗 V穎 12T 灰白 灰白

1059 中国磁器 白磁碗 W穎 5H 灰白 灰白

1060 中国磁器 白磁碗 W類 SBI0 灰白 灰白

1061 中国磁器 青白磁皿 3C 灰白 灰白

1062 土錘 15-17期 lE 4.3 1.5 にぶい褐 8.3g 

1063 土錘 15-17期 3F 3.9 1.5 にぷい黄憧 7.9g 

1064 士錘 15-17期 81 4.3 1.6 褐灰 8.8g 

1065 士錘 15-17期 NRl 4.4 1.5 浅黄褐 8.5g 

1066 土錘 15-17期 排土 4.1 2.4 にぷい黄燈 25.3g 

1067 土錘 15-17期 lJ 4.7 2.3 灰黄褐 27.6g 

1068 土錘 15-17期 NRl 6.4 2.3 にぷい黄櫨 30.4g 

1069 士鍾 15-17期 llN 3.7 2.5 黒褐 鉄柚、 28.8g
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第18表遺物観察表(14)

番号 種 類 器 種 石 材 遺 構 全長醐 全幅mm 全厚mm 重量 g

19 石器 石鍍 下呂石 8B14 14.0 14.0 3.5 0.5 

20 石器 石鎌 チャート 8B14 13.0 16.0 2.5 0.5 

21 石器 石鯨 下目石 8B14 24.0 21. 0 2 0.8 

22 石器 UF メノウ 8B14 44.0 29.5 16 23.1 

23 石器 石鍾 砂岩 8B14 43.0 38.0 13.9 32 

24 石器 打欠石錘 安山岩 8B14 49.4 35.8 10.6 30.8 

25 石器 UF メノウ 8B14 46.0 36.0 14 19.3 

26 石器 事j片石器 泥岩 8B14 92.0 73.0 17 134.6 

27 石器 UF 黒曜石 8B16 45.0 36.0 9 11. 2 

41 石器 石嫉 下呂石 8B27 43.5 24.0 1.5 10.1 

93 石器 砥石 凝灰岩 8B4 121. 5 86.5 54 620 

105 石器 磨・凹石類 安山岩 8B7 114.0 90.0 79 1120 

126 石器 叩石 砂岩 8B12 112.0 49.0 35 286 

172 石器 砥石 凝灰岩 8B25 114.0 61. 0 29 129 

183 石器 砥石 凝灰岩 8B26 168.0 96.0 48 719 

330 石器 砥石 凝灰岩 8Dl7 41. 0 34.0 16 27.4 

334 石器 砥石 凝灰岩 8X3 67.0 43.0 15 70.7 

360 石器 砥石 凝灰岩 D区 8Bl 42.0 36.0 17 31.1 

1081 石器 石綜 下呂石 NRl 15.0 10.0 3 0.3 

1082 石器 石嫉 下呂石 NRl 24.0 9.0 3 0.5 

1083 石器 石鎌 黒曜石 排士 27.0 19.0 3.6 1.2 

1084 石器 石鎌 下呂石 NRl 16.9 12.6 3.3 0.6 

1日85 石器 石鎌 チャー卜 3D (20.5) 15.5 4.5 1.2 

1086 石器 石鎌 チャート 3H 32.0 16.0 5 1.5 

1087 石器 石嫉 下巴石 NR1 17.0 13.0 2.5 0.5 

1日朗 石器 石鉱 下回石 7H 18.0 12.5 3.2 0.6 

1089 石器 石鍬 チャート NRl 22.5 18.0 5 1.7 

1090 石器 石鎌 サヌカイト NRl 17.0 11. 7 3.6 0.5 

1091 石器 石鎌 下呂石 3E 11. 0 11. 0 1.9 。ー l

1092 石器 石鎌 チャー卜 NRl 13.0 20.0 3 0.7 

1093 石器 石鎌 チャート 表採 22.5 18.0 6 2 

1094 石器 石鎌 下呂石 lE 14.8 11. 3 2.3 0.3 

1095 石器 石鎌 下呂石 NRl 29.5 (17.5) 5.4 2.2 

1096 石器 石鎌 下呂石 NRl 21. 3 17.0 4.2 1.3 

1097 石器 石鎌 下呂石 NRl 33.0 18.0 6.8 2.9 

1098 石器 石鍍 下日石 lE 17.7 11. 5 3.4 0.5 

1099 石器 石鎌 下呂石 2D (35.5) 13.0 6 2 

1100 石器 石鯨 チャート NRl (19.5) (16.0) 6.5 1.6 

1101 石器 石鎌 チャート 排土 (23.0) 14.0 5.5 1.5 

1102 石器 石嫉 チャート !D-IE 26.9 15.6 4.5 1.3 

1103 石器 石鎌 下目石 NRl 21. 0 15.5 5 1.4 

1104 石器 石鎌 下巴石 NRl 23.0 12.0 4.5 1.2 

1105 石器 石鎌 チャー卜 NR1 26.0 18.5 5 2 

1106 石器 石鎌 下呂石 1F 34.0 23.0 9 1.2 

1107 石器 石鍛 サヌカイト NRl 22.7 17.4 4 

1108 石器 石錐 チャ卜 8B7 30.1 17.5 6.2 2.3 

1109 石器 石錐 チャー卜 NRl 27.0 16.3 4.6 1.7 

1110 石器 石錐 チャ卜 NRl 23.3 11. 8 7.5 1.8 

1111 石器 石錐 チャ卜 NR1 29.7 8.7 5.6 1.5 

1112 石器 削器 下呂石 NRl 42.0 46.0 13.5 22.6 

1113 石器 削器 下呂石 NRl 53.0 58.5 13.5 30 

1114 石器 削器 安山岩 2G 127.0 37.5 18 74.5 

1115 石器 削器 下目石 16X 61. 0 33.0 15 31.4 

1116 石器 削器 安山岩 NR1 40.0 (60.0) 17.5 31. 5 

1117 石器 南IJ器 下呂石 2B-D 44.5 60.5 16.5 33.9 

1118 石器 開'1器 チャー卜 1F 31.0 39.0 10 10.9 

1119 石器 削器 下呂石 NR1 55.0 37.0 10 15.4 

1120 石器 削器 サヌカイト NRl 98.0 56.0 19 69.3 

1121 石器 削器 下呂石 lE-D 93.0 60.0 23 124.8 

1122 石器 削器 下呂石 8D4 67.0 40.0 12 32.6 

1123 石器 削器 下巴石 8D6 47.0 38.0 11 16.6 

1124 石器 削器 チャ卜 8D6 57.0 69.0 21 86.8 

1125 石器 削器 下呂石 8D5 48.0 72.0 16 52.8 

1126 石器 へラ形石器 下呂石 NRl 40.5 22.6 11. 3 7.3 

1127 石器 ヘラ形石器 チャ卜 3G 38.6 27.4 8.1 8.6 

1128 石器 ヘラ形石器 チャト NRl 40.5 20.3 11.1 10.5 

1129 石器 ヘラ形石器 下邑石 3A 55.4 29.4 18.3 20.7 

1130 石器 ヘラ形石器 下呂石 2H 36.8 21. 0 10.5 10 

1131 石器 ヘラ形石器 チャト 8B3 35.5 20.0 10.3 7.1 

1132 石器 侠り入り UF 泥岩 ι] 53.0 36.0 5 9 

1133 石器 挟り入りUF 下巨石 2E 32.0 35.0 7 6.4 

1134 石器 異形石器 下呂石 NRl 19.5 13.0 3.5 0.6 

1135 石器 ピエス 下呂石 NR1 39.0 36.0 22 33.6 
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第19表遺物観察表(15)

番号 種 類 器 種 石 材 遺 構 全長胴 全幅mrn 全厚mm 重量 g

1136 石器 石核 下回石 NRI 46.0 37.0 16.5 19.3 
1137 石器 石核 下呂石 NRI 38.0 43.0 35 73.9 
1138 石器 石核 下呂石 NRI 65.0 37.0 24 34.2 
1139 石器 ピエス 下呂石 2E 51. 0 28.5 20 29.7 
1140 石器 ピエス 下目石 ICD 54.0 29.0 19.5 35 
1141 石器 石核 下呂石 NRI 18.0 25.0 6 3 
1142 石器 石骸 下呂石 8H 31. 5 29.0 II 8.8 
1143 石器 石核 下巴石 2H 23.0 19.0 8 4.4 
1144 石器 ピエス 下E石 2F 42.0 30.5 7.9 9.9 
1145 石器 石核 下呂石 IF 30.7 18.7 14 7.2 
1146 石器 石核 下呂石 8802 168.0 112.0 76 1350 
1147 石器 打製石斧 泥岩 NRl 195.0 73.4 22.3 477. 6 
1148 石器 打製石斧 泥岩 NRl 18日。 62.7 21 278.8 
1149 石器 打製石斧 泥岩 NRl 150.7 54.4 22.5 253 

1150 石器 打製石斧 泥岩 NRl 113.0 43.0 11. 5 69.3 

1151 石器 打製石斧 泥岩 NRl 111.1 40.0 11. 8 65.6 

1152 石器 打製石斧 泥岩 NRI 109.0 40.8 19.8 126.3 

1153 石器 打製石斧 泥岩 41 109.5 32.8 10.9 58 

1154 石器 打製石斧 泥岩 8D17 97.0 41. 5 16.3 92 

1155 石器 打製石斧 泥岩 NRl 104.0 41. 8 14.6 81.9 

1156 石器 打製石斧 泥岩 8D17 102.0 36.8 12.3 60.8 

1157 石器 打製石斧 泥岩 17X 73.0 31. 0 9.5 26.3 

1158 石器 磨製石斧 結品片岩 7L (67.9) 55.5 18.1 133.7 

1159 石器 磨製石斧 ひん岩 10K 97.2 58.2 35.4 291. 4 

1160 石器 磨製石斧 凝灰岩 8D16 131. 5 59.2 33.1 402.8 

1161 石器 磨製石斧 凝灰岩 8810 115.0 48.7 11 104.3 

1162 石器 磨製石斧 泥岩 NRl 95.2 35.9 16 92.1 

1163 石器 磨製石斧 結晶片岩 81 45.3 24.8 8.7 19.1 

1164 石器 磨製石斧 泥岩 lD 38.1 15.6 6 6.8 

1165 石器 石錘 砂岩 S826 53.0 31. 8 13.5 35.9 

1166 石器 石錘 砂岩 排土 51. 2 50.2 22.1 74.5 

1167 石器 石錘 泥岩 NRl 48.0 33.9 11.5 31. 4 

1168 石器 石錘 凝灰岩 NRl 34.1 28.8 11.8 18 

1169 石器 石錘 泥岩 13M 71. 0 48.0 11. 2 54 

1170 石器 石錘 泥岩 4E 61. 2 55.8 11. 4 53.3 

1171 石器 石錘 泥宕 NR2 66.0 31. 0 8.5 18 

1172 石器 石錘 砂岩 14T 79.5 58.3 14.7 的 71

1173 石器 石錘 凝灰岩 6E 59.0 60.0 11 52.4 

1174 石器 石鍾 泥岩 S88 42.0 41. 0 9 16.5 

1175 石器 石錘 砂岩 2D 69.0 40.5 24 113.91 

1176 石器 石錘 砂岩 NRl 91.6 55.5 34.3 240 I 
1177 石器 石錘 凝灰岩 3G 69.8 28.6 11. 5 40.2 : 

1178 石器 石錘 泥岩 排土 66.5 24.7 17.3 43.9 

1179 石器 石錘 泥岩 Sλ59 54.8 32.1 26 72.4 

1180 石器 石錘 安山岩 19Z 50.2 26.4 16.7 31.4 

1181 石器 砥石 砂岩 NRl 163.0 79.0 78 1380 

1182 石器 砥石 砂岩 NRl 190.0 112.0 62 1530 I 
1183 石器 磨・凹石類 濃飛流紋岩 2E 127.2 77.0 54.2 779 

1184 石器 磨・凹石類 凝灰岩 3D 125.9 87.1 36.3 527 

1185 石器 磨・凹石類 濃飛流紋岩 NRl 102.4 102.7 58 81. 7 

1186 石器 磨・巴石類 花岡岩 S81 (115.0) (94.0) 64 995 

1187 石器 磨・凹石類 砂岩 NRl 138.8 104.3 56 1268 

1188 石器 磨・凹石類 チャー卜 NRl 66.0 67.0 50 299 I 
1189 石器 磨・凹石類 穣岩 NRl 110.0 102.0 54 864 

1190 石器 磨・凹石類 砂岩 SD20 100.0 35.0 30 152 

1191 石器 磨・白石類 砂岩 NRl 154.0 70.0 64 796 

1192 石器 磨・凹石類 チャート 3G 89.0 62.0 63 524 

1193 石器 蝶器 濃飛流紋岩 lE 103.0 78.0 35 394 

1194 石器 機石器 泥岩 9L 72.0 41. 7 11. 7 56 

1195 石器 蝶石器 凝灰岩 NR2 96.8 57.8 27.1 225.5 

1196 石器 懐石器 砂岩 NRl 78. 0 85.0 23 178.8 

1197 石器 蝶石器 砂岩 3F 122.9 68.3 31.3 305.8 

1198 石器 粗製剥片石器 砂岩 SD18 150.5 128.0 25.5 578.4 

1199 石器 粗製剥片石器 凝灰岩 3D 121.5 97.5 17.1 246.6 

1200 石器 粗製剥片石器 砂岩 lE 107.0 76.0 25.3 138.2 

1201 石器 粗製剥片石器 泥岩 SD25 79.0 95.0 20 196.3 

1202 石器 粗製剥片石器 泥岩 NR2 131. 5 75.8 34.3 282.1 

1203 石器 粗製剥片石器 泥岩 SK12 56.0 68.0 20 56.5 

1204 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRI 102.0 75.0 18.6 108.6 

1205 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 108.3 65.9 10.4 100.1 

1206 石器 粗製毒剤l片石器 泥岩 9K 77.3 50.1 6 40.4 

1207 石器 粗製剥片石器 泥岩 lF 102.8 37.1 8.9 40.1 

1208 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 73.8 42.0 13.9 39 
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第20表遺物観察表(16)

番号 種 類 器 種 石 材 遺 構 全長mm 全幅mm 全厚mm 重量 g

1209 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 98.6 39.2 11.1 46.7 

1210 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 93.3 36.6 12.7 59.4 

1211 石器 粗製剥片石器 泥岩 5K74 67.7 40.3 7.5 26.1 

1212 石器 粗製事l片石器 泥岩 7L 83.0 45.0 9 33.3 

1213 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 103.0 41. 6 13.7 58.2 

1214 石器 粗製剥片石器 泥岩 lF 71. 0 40.0 12 31. 8 

1215 石器 粗製剥片石器 泥岩 3G 63.0 57.0 11 25.4 

1216 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 80.8 26.6 8.8 17 

1217 石器 粗製品剤l片石器 泥岩 2H 72.2 30.1 7.4 14.1 

1218 石器 粗製剥片石器 泥岩 lF 83.8 58.0 15.3 67.7 

1219 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 92.0 63.0 11. 2 80.2 

1220 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 85.2 56.4 12.8 70.5 

1221 石器 粗製剥片石器 泥岩 3E 132.3 52.8 16 123.4 

1222 石器 粗製剥片石器 泥岩 2F 111.3 51. 8 12.6 83.6 

1223 石器 粗製剥片石器 泥岩 11M 90.0 34.0 8.2 43.5 

1224 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 116.0 51. 0 14 77.6 

1225 石器 粗製剥片石器 泥岩 NRl 46.0 60.0 12 40.5 

1226 石器 組製剥片石器 泥岩 NRl 31. 0 63.0 8 14.9 

1227 石器 有屑扇形石器 泥岩 NRl 87.2 126.7 16.4 186.5 

1228 石器 有肩扇形石器 泥岩 NRl 115.3 67.0 16.3 130.8 

1229 石器 靴形石器 泥岩 7L 89.9 40.9 9.4 50.7 

1230 石器 靴形石器 泥岩 NRl 94.9 33.6 11 55.5 

1231 石器 靴形石器 泥岩 19Y 64.5 22.3 7.9 12.4 

1232 石器 靴形石器 泥岩 NRl 51. 0 32.0 11.8 18.7 

1233 石器 靴形石器 泥岩 NRl 54.0 72.0 7 21. 1 

1234 石器 石包丁 泥岩 5B24 137.8 38.8 7.5 77.1 

1235 石器 石包丁 泥岩 3D (23.5) 34.3 4.1 6.7 

1236 石器 石包丁 泥岩 NRl (106.7) 40.0 11. 3 73.5 

1237 石器 用途不明磨製石製品 泥岩 NRl (184.0) (77.0) 14 188.5 

1238 石器 磨製石器未製品 泥岩 NRl 67 23 7 16.3 

1239 石器 管玉 緑色岩 NR2 10 4 2.5 0.1 

1240 石器 勾玉 結品片岩 5K74 19 21 5.7 3.4 
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第21表遺物観察表(17)

番号 綾瀬際援 分額!安寺耳耳 i量機 i 綴外1装照 線外径臨 義主!大11革開 縫I'll革問 遺言さ g 言語 考

円トミF;;一
凌来銭 問先i爵宝 SD17 23. I昌 23. 19吉8 20.42 2.6g 桃山雲寺代

療家主主 警護家元宝 SDl7 23.23 23.47 18.081 IB. 10 3、3g

銭貨 主楽通宝 SD17 25.12 2る34 20.78 20.62 2.9g 機tlJ語寺代

326 渡来銭 皇宋i重議 SD17 23.81 23.07 18告6: 16.71 え2g

327 i渡来銭 持符えさ震 I SD17 24.71 23.62 19.06 I 18.87 2. 2g I 
328 渡米銭 す台司じ玄 きひ17 24.25 23.75 l事46I 19.81 2.6g I 

! SDl? 18. 13 l.7g 

ト器ト
渡来銭 比重量遇宝 25.13 24.82 18. 8: 

渡来銭 開花3重宝 12G 22.詰? 22.86 17.4ち 17容。! :h T十i註76 渡来毒薬 皇宋通2設内 1 SK311 

l日77 渡来銭 控室興7e滋 : SD6 1. 2g うて?員

1078 凝来銭 照鍛えさ在? i SDl事 ι3g 欠損

1079 渡来銭 えE童話重宝 6K 24ぜ1 24.1合 17.54 ， 昔g

IOB色 渡来銭 je豊豊通宝 1 SXI 2.0g 欠2員
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第22表遺物観察表(18)
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第5章 自怒科学的手法による報告・検討

第 l節 野笹遺跡出土石器の使用痕分析

諒田 幹〈愛知県教育委員会)

1.(法じめに

野桂遺跡、から出土した石摺の機能を堆定するために、金鵜顕微鏡を用いた密閉痕分析を実擁した。

時IJ器、有誇闘状石器、組製景IJ片石器等主に弥生時代に属すとみられる資料を対象に、在意に

抽出した時点の試料について分析与を実施した結果、 7)点、の試料から能吊痕あるいはその可能性のある

痕跡を検出した。以下、分析結壌の概艶について記述していきた ~\o

2.分続の方法

捷用磁分析は対象物とお接触によって石器表面に生じた議々な変化桂子耕かりに石器の機能を推定

するもので、体系的な控用実験 くi使用痕の解釈は実験使用按分析と呼ばれる。本分析はいわゆ

る高倍率法と呼ばれる観察法を舟い、ポリッシヰ〈穫需痕光沢)、線状態等の観雲寺により寄られた

報をもとに石器の使用部位、操作方法、加工対象物など石器の機能について考察するものである。

使用痕の観察には務射照明付金属顕微鏡(オリンパス製BX30M)を箆荊し、 100f吾、 200語、 500倍

の各措率で観察後行った。鍾察は主にボリッシぷ({実用痕光沢〉、線状痕ぞ対象とし、肉程及びルー

べによる議小剥離痕の観察も捕助的に扱っている。各試料の援察にあたっては主に刃部を中心として

ポリッシュ等使用壌の宥鎮後藤認し、使現疫が確認された試料についてはポリッシ A の特徴、分布範

閥、韓状痕の有無や方向等必要な't害報を記録し、写真撮髭を行った。ポリッシュの分類、向定につい

ては東北大学捷思議暁究チームによる分類(梶原・悶子爵 1981)、御堂島正による分頼(御堂島1988)

ぞ参考に、筆者が砂岩、サヌカイト、下日石、チャートを用いて実砲した実験デ…タと比較文言類して

いる。

3.分続結果の概要

1234 完形品であるが、穿孔されていない。刃部は両刃である。使用痕誌五器の片聞のみで観察さ

れた。ポリッシュは非常に滑らかで明るい表面を特徴とし、ド…ム状のパッチは島状に数症してい

るO ポリッシュタイプはA、Eタイプに分類され、対象物は水分後含んだイネ科草本植物と控定され

る。ポリッシュは話器の刃部中央から在辺にかけて分布している。左鶴では器面内側に大きく殺人し

ており、?を部に近い部分でも分事が認められる。対象物の接触は沼苦言及び器面左測の内部でも頻繁に

繰り返されたことが推定される。以上の観察結梁は、石器を喜子で保持し対象物を親指や手の甲

器の患に挟み込み、刃部を上方にはねあげるように摘み取る使恵方法、いわゆる「諒摘みjにより

解できる。
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1236 破片資料であり全彰は不明。芳訴は両刃である。使鴎壌は石器の片面で観察された。ポリッ

シュはA、Bタイプで、非常に明るく増らかな光沢が島状に分布している。対象物は水分後含んだイ

ネ科革本植物と推定される。破片費料であり光択の詳絡な分寄は復先できないが、 1234と開様に務み

叡る使思誌が想定されるのなお、刃部付近で光沢が弱くなる部分がみられるが、これは刃部の研ぎ産

しにより市いポリッシュが消失している可能性が考えられる。

く有罵窮状五器〉

1227・1228の2点について観察を行ったが、ポ 1)ッシニネ等は検出できなかった。石器表面はやや脱

化しており、この彰欝により使用痕か揖失している可能性もあるの

く粗製黍IJ片石器〉

1218 沼部の関部で表裏対象にポリッシュが彰成されている。ポリッシュは明るく滑らかなAタイ

プ、 Bタイプのボリッシ品である。光沢表面にピット、縁状痕が認められ、刃部と平行するものが支

配的である。被対象物は水分を含んだイネ科草本植物と推定され、石器の揺作方法は渇きr~ と平行方向

の運動cutと推定される。なお、光沢の分子行範間は刃部諒i互にIs良定され、器語内側への侵入護は最大

でも 5搬以内である。これは茎をI本ずつメIJり取るような第みのない部f立を対象とした

用穫の分布である。

に近い使

1198 石器表面はやや風化しており、ポリッシュの検出は部分的である。ポリッシュは刃部の両面

に形成されている。ポリッシュは明るく滑らかなAタイプのボリッシ品が主で、光沢表面にピット、

錦状棋が認められる。線状薮はJJ部と平行するもむが支配的である。被対象物は水分を合んだイネ科

革本植物と推定され、石器の操作;与法は刃怒と平行方向の運動cutと推定される。 1218と比べるとポ

リッシュは器面内鶴へ大きく

近いものである。

している。これは被対象物が摩みのあるものの場合の実験データに

1200 丞IJ離面開の刃部縁辺に数制な光沢が観察される。光沢部はやや明るく、議糊な粒状のパッチ

は刃部と直行する方向に連接しているようにもみえる。ポリッシ品はFタイプに類桜するが、あまり

に微弱であるため舘府議であるかは不明としたい。

1204・1221・1223-1226についても分析を実擁しているが、ポリッシュ等の使崩壊は認められなか

った。

く射器>

1124 刃部の縁辺に沿って微弱なポリッシュが盟察されるO 刃部む表襲両面にみられるが、翼彊

(B面〉の方が顕著である。先沢の強い部分では撤細な凸出そもつポ 1)ッシュが河部と霞目方自に形

成され同方向の溝扶沿線状癒を梓っている。立タイプのボリッシ品と類似しており、分市範囲は刃部

の縁辺に現定されるO 以上の観嬢結果から、石器の機能は刃部を立てて撞き取る scrapeで、三主に

屈が対象物と接揺するように用いられたと推定される。対象物は皮・肉などが想定されるO

1120 刃部議辺において磁調な光沢が罷察された。刃部両酷に分布しており、ボリッシ品の徴椙な

凸出は刃部と平行方向に発達しているようにみえる。被対象物は不明で、あるが、刃部と平行方向

作が推定される。
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4. まとめ

分析の詰果{吏用痕が磯認できた試料のうち 4点は、イネ科革本植物の切断と関係するものであった。

これは収穫作業を含む植物の窃断呉としての機能、すなわち農具としての性格が想定されるが、その

使用方法は翠種、形鰍によって巽なっている。最後に各器種の機能についてまとめておきたい。

嬉製石居f2点はいずれも摘み取る作業との関部が強い使用痕が観察され、弥生時代の収穫方法と

して想定されている「穂、摘み」呉として理解することができる。しかし、野笹遺跡をはじめ東海地方

における弥生瀧跡で誌これら磨製の替、橋み呉は決して主体的な器撞ではなく、むしろ打製石器、本報

告では奇瑞鼠状石器や粗製剥片石器として掻われている石器が主要な役割を龍っていたと考えられて

いる。鰻製議IJ片石器1198ではイネ科草木植物による捷用痕が検出窓

行方向に操作される cutであること、使用痕の形成範囲から根株な

されるなど、磨製石庖丁等の積摘み呉とは機能的に異なる。むしろ

いるが、その機能は刃部と

のある部位への使用が想定

の機能と る

もので(原831998・1999)、根株!J)刈り取りや除草などの作業との関係が想定される。一方、

の1218はイネ科草本植物の cutを機能としつつも、使思議の彩成純聞は刃縁の狭い範聞に認定されて

り、あまり厚みのない部分への使詩が想定され、あるい誌「機、刈りj，こ清いられた収穫呉の可能性

も考えられる。この点については、石器の袋用頻震が少ないことも考えられ、もう1>し統計的なデ

タがとれる試料の検討が長繋で、あるO
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7 g 
1234 

6 
2 3 

ノ九

\一~、品~ 官) ~ミキ
1236 

1198 

磨滅iこより分布鋭闘不明 10 

12 

劃副光沢強度強 韓襲撃光沢強度中

光沢強度鵠 一一一使用筏分布範毘

第139悶 使用議分布図・写真位置国(S= 1/3) 

第23袋使用痕分析結果一覧表

器 種 石材 部位 ポリッシュ 線状痕 特 徴 犠 3考

1124 百IJ器 チャ ト AB EF 直行 微細な凸問、溝状の線状痕

1120 商IJ器 サヌカイト AB Fつ 平11' 米分化な微細なポリッシュ

1234 石庖丁 A AB 斜行 鳴るく滑らか、島状の光沢

1236 石庖丁 B AB 鳴るく滑らか、島状の光沢

1227 有肩扇状苦言

1228 有肩扇状石器
1198 粗製剥片石器 AB AB 暁るく滑らかな光沢 器耐やや風化

1199 粗製剥片石器 凝淡者
1200 粗製剥h石E5 砂主主“ B つ きわめて微細な光沢

1204 
1221 泥岩

1223 泥岩

1218 泥岩 AB AB 平行 明るく滑ら

1224 泥岩

1225 泥岩

1226 泥岩
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1 1234 B. Aタイフ 2 1234 Bタイフ 3 1236 Bタイプ

4 1236 Bタイフ 5 1236 Bタイプ 6 1218 Bタイプ

7 1218 Aタイプ 8 1218 Aタイプ 9 1200 Fタイプ?

10 1198 Aタイフ 11 1198 Aタイプ 12 1124 F. Eタイプ

13 1124 Eタイプ 14 1120 Fタイプ 15 1 120 Fタイプ

第140図使用痘額微鏡写真
100ミクロン
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第2節縄文中期砂層堆積物の粒度組成

1.はじめに

野笹遺跡、は、

菱自最・譲根久〈パレオ・ラボ)

11右岸の美濃加茂市野領地内に所在する遺跡、である。遺跡は、低位段丘言語群に位

し現木曽川刈床より約20m程変高い場所に位置する。

トレンチ諜査において碁肢の砂諜層の上続に縄文中期談半の砂暑が約1.5m程度堆穣し、この砂層

の上部には!掌さ約10cm前畿の淡黒色土壌が見られた。ここでは、砂態と淡黒色士壊の粒変分析安

い、両者の堆積環境について比較検討した。

2.試料と方法

試料は、 と上部にみられた淡黒住砂鷲土壌である。これらの試料は、慎握乾燥器内110
0

Cで乾

操した接、 1/2OCブァイ)間罷の 3.0-4.5O標準フノレイを重ね合わせてフルイ分けした。各フルイ

残潰は、電子天秤を用いて重量を測定し、重量%を算出した。

長試料は、 Friedman(1961、1967)の積率法により、平均粒箆 (Mean)、海汰疫(諜準偏悲S.D.; 

Standard DevI討ion)、歪境(Skewness)、尖度〈五urtosis)を算出した。計算式は以下の通りである。

平埼粒謹CMean)

湖汰度(S.D.)

(Skewness) 

xφ ニ (Lfixi) /100 

σゆ=よ(記(fiCxi-xφ)2/100))

αゆ(工fi(xI-xO)つ/100(σ ゆ)3 
尖震CKurtosis) … β争点化(Lfi(xi-x O)つ/100(σφy
fi :各粒度階む重量% xi:各粒度階の中央粒窪{直(ファイ尺度)

分析結果は、すべてゆ(ファイ)尺度で表示している。ファイ尺度は、粒径d憾の粒子はφ= log 

2 d となり、粒筏l脇が0φ に栴~する。これより粒諮が半減するごとにゆの値は 1 ずつ増え、粒認が

{去になるほど lずつ減る。 0φ与を主主準にlEC十)め績が大きいほど総粒で、負(一)の{直が大きいほど粗

粒になる。また、統計指標畿のうち、平均粒筏は粒度分花全体を代表する値である。栴汰護は粒子の

そろいの軽度を表し、備がOに近いほど粒掻がよくそろっていることを治す。歪度は、粒度分布のか

たよりを表し、 0を対格iこ正ほどモードが平均より粕粒の方にかたより、逆に負は縮粒の万に偏して

いることを示す。尖!変は程度分布畠轄の山の尖り方を表し、値の大きいものは突出した岳線を、小さ

いものは偏平な様畿を表す。

堆積物中の俳屑粒子自粒舘援分は、 6.0 o (64mm)~ -2.0ψ(4羽田)が中様、 2.0φ(4mm)- 1.0o 

(2概)が紛礁、-1.0φ(2mm)-4.0φ(0.0625翻)が砂、 4.0ゆ-8.0ψ(0.0039慨)がシルト、 8.0φ未掲

のものが粘土である(地学団体研究会・新版地学事典総集委員会、 1996)。

3.結果

第24表に粒疫分析による統計鎮の結果を訴す。また、粒度分干告のヒストグラムと累積出線会第141

図に示した。また、第142践に Friedman(1961、1967)の穣準法により平均粒窪、淘汰度、歪度、尖



度を示した。

試料

A (砂)

B (黒色帯)
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第24表 粒度分析による統計値(中単位)

平均粒径(rnrn)

2.566(0.169) 

2.366(0.194) 

淘汰度

0.857 

O. 728 

歪度

O. 799 

1. 094 

尖度

3.086 

4. 590 

各試料の粒度分布を見ると、いずれも単峰性 (unimodal)分布を示し、 2.5φにピークを形成して

いる。淘汰度は、黒色帯の試料Aにおいて大きく、すなわち粒子のそろいの程度は低い。歪度は、試

料Bにおいて大きくより粗い方に偏っている。尖度は、試料Bが大きくより尖っている。こうした結

果は、 4.0φ以下の粒子含有量は、試料Bでは低いものの、黒色帯の試料Aでは高いためである。

上杉(1972)は、全国各地の海岸地域から採取した風成あるいは海成堆積物の検討を行い、平均粒径

と歪度により風成と海成に区分できることを示した。横軸に平均粒径、縦軸に歪度とした上杉(1972)

の環境区分図にプロットすると、ここで示した試料は風成領域にプロットされる。

こうしたことから、両試料は類似した粒度特性を示し、いずれも風成的要因により形成された堆積

物であると推定される。

引用・参考文献

地学団体研究会・新版地学事典編集委員会編(1996)r新版地学事典』、平凡社、 p.1443
Friedman， G.H.(1961)Distinction between dune， beash and river sands from the textural 

characteristics. Jour. Sed. Petro1.31， 514-529. 

Friedman， G.H.(1967) Dynamic processes and statistical parameters compared for size 

frequency distribution of beach and river sands. Jour. Sed. Petrol. 37， 327-354. 

上杉 陽(1972)粒径頻度分布からみた風成砂・海成砂の諸特徴、第四紀研究11、2、49-60.
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第3節 野笹遺跡のプラント・オパール
鈴木茂(パレオ・ラボ)

1 .はじめに

プラント・オノfールについては藤原(1976)や藤原・佐々木(1978)など、イネを中心としたイネ

科植物の形態分類の研究が進められている。また、土壌中より検出されるイネのプラント・オパール

個数から稲作の有無および稲作地の広がりについての検討も行われている(藤原、 1984)。こうした

研究成果から近年、このプラント・オパール分析を用いて稲作の検証が各地・各遺跡で行われてい

る。野笹遺跡の水路跡の埋積土において耕作土ではなし、かと思われる土壌層が認められている。以下

にはこれら土壌層について行ったプラント・オノfール分析結果を示し、野笹遺跡における稲作につい

て検討した。

2.試料と分析方法

プラント・オパール分析は15世紀頃の耕作土と推測されている土壌試料4点について行った。図 1

のプラント・オノfール分布図左側に地質柱状図と試料採取層準を示したが、各試料はおおむね灰褐色

~淡黒褐色のシルト混じりの砂である。試料 1の上位は客土で、黒褐色のレキ混じりの砂や粘土質の

砂である。試料4の下位は土壌的な黒色砂で、さらに下位は12世紀と考えられているこの水路 (NR-

1 :大溝)の基底にあたる。プラント・オノfール分析はこれら 4試料について以下のような手順にし

たがって行った。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する(絶対乾燥重量測定)。別に試料約 1g (秤量)をトールビー

カーにとり、約0.02g のガラスビーズ(直径約40μrn) を加える。これに30%の過酸化水素水を約20~

30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈

降法により細かな粒子(10，urn以下)を除去する。この残澄よりグリセリンを用いて適宜プレパラート

を作成し、検鏡した。同定および、計数は機動細胞珪酸体についてガラスビーズが300個に達するまで

行った。

3.分析結果

同定・計数された各分類群のプラン卜・オノfール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 1g当り

の各プラント・オノfール個数を求め(第25表)、それらの分布を第143図に示した。以下に分析結果を

示すが、各分類群のプラント・オパール個数は試料 1g当りの検出個数である。

検鏡の結果、全試料からイネのプラント・オノfールが大量に検出され、少ない試料4でも16，000個

である。イネ以外ではネザサ節型が多く、最下部試料4が157，000個で上位に向かい急増している。シ

パ属も同様の傾向を示し、試料 1では約14，000個とシパ属としては非常に多く検出されている。ウシ

クサ族は30，000個前後と安定した出現を示し、キビ族は試料4を除き8，000個前後で、キビ族として

は多く得られている。その他、ヨシ属やサヤヌカグサ属などが検出されている。

4.稲作について

前述したように、全試料よりイネのプラント・オノfールが多く検出された。検出個数の目安として
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第25表 試料 1g当りのプラント・オパール個数
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第143図 野笹遺跡のプラント・オパール分布図

水田祉の検証例を示すと、福岡市の板付北遺跡では、イネのプラン卜・オノfールが試料 1g当り

5，000個以上という高密度で検出された地点から推定された水田祉の分布範囲と、実際の発掘調査と

よく対応する結果が得られている(藤原 1984)。この調査例から稲作の検証としてこの5，000個を目

安に、プラント・オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。こうしたことから野

笹遺跡における稲作について、その可能性は高いと検出個数からは判断される。今後できるのあれば

遺構や遺物による確認作業が望まれる。なお、全試料から比較的多く検出されているキビ、族について

は稲作にともなう雑草類(タイヌビエ・エノコログサなど)に由来するものと推測される。

5.遺跡周辺のイネ科植物

ネザサ節型のササ類(ケネザサ(ミヤコネザサ)、ゴキダケなど)については日のあたる開けたとこ

ろでの生育が予想され、稲作地?や住居周辺など古代人の活動により広がった開けたところに生育し

ていたのであろう。また、ウシクサ族(ススキ、チガヤなど)やシパ属も同様なところに分布してお

り、これらがつくる草地的景観が15世紀頃に急速に広がったと推測される。
/ 

ヨシ属(ヨシ、ツルヨシなど)やサヤヌカグサ属(アシカキ、サヤヌカグサなど)については稲作

地?やその周辺に存在が予想される溝や水路周辺に生育していたのであろう。

チマキザ、サやチシマザサといったクマザサ属型のササ類は主に森林の下草的存在で生育していたと

みられ、遺跡周辺に存在が予想される森林の林下に多く生育していたと推測される。

引用文献

藤原宏志(1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究(1) 数種イネ科植物の珪酸体標本と定量

分析法一、考古学と自然科学、 9、p.15-29.

藤原宏志(1984)プラント・オパール分析法とその応用一先史時代の水田祉探査 、考古学ジャー

ナル、 227、p.2-7.

藤原宏志・佐々木彰(1978)プラント・オパール分析法の基礎的研究(2)ーイネ (Oryza)属植物に

おける機動細胞珪酸体の形状一、考古学と自然科学、 11、p.9-20.
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第4節 カマド石に使用された軟質岩石
今村美智子・藤根 久(パレオ・ラボ)

1 .はじめに

野笹遺跡では、住居のカマド石として、一般的にサパ石と呼ばれる軟質の岩石が利用されている。

ここでは、これらのカマド石の石材について偏光顕微鏡による観察を行い、岩石学的特徴について記

載した。なお、比較試料として周辺域から採取した岩石も同様に調べた。

2.試料と方法

検討した岩石試料は、住居跡 (8B18、8B20、8B23)から採取したカマド石3試料、比較検討試料

として採取した遺跡近傍の木曽川河床岩石 1試料、可児市大森山崎地域の崖から採取した岩石 1試

料、可児市広見瀬田地域の崖から採取した岩石 1試料である。各岩石試料は、次の手順に従って偏光

顕微鏡観察用の薄片を作成した。

(1)試料は、始めに岩石カッターなどで整形し、恒温乾燥機により乾燥し、全体にエポキシ系樹脂を

含浸させ固化処理を行った。スライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその平面の固化

処理を行った。 (2)さらに、研磨機およびガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラス

に接着した。 (3)その後、精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ

0.02mm前後の薄片を作製する。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を

塗布した。

3.結果

[8B18カマド石;第145図 1・2J

安山岩質の粗粒凝灰岩である。安山岩質岩片は粒径O.5--1 mm前後から構成され、最大粒径1.5mmで、

ある。安山岩質岩片の周囲には、幅約50ミクロン前後の淡褐色沸石類が取り巻いている。遊離鉱物の

斜方輝石が含まれ、少量の角閃石類も含まれる。

[8B20カマド石;第145図 3・4J

安山岩質の粗粒凝灰岩である。安山岩質岩片は粒径0.5mm前後から構成され、最大粒径2mmである。

安山岩質岩片の周囲には、幅約50ミクロン前後の淡褐色沸石類が取り巻いている。遊離鉱物の斜方輝

石が含まれ、少量の角閃石類も含まれる。

[8B23カマド石;第145図-5・6J

安山岩質の粗粒凝灰岩である。安山岩質岩片は粒径0.5mm前後から構成され、最大粒径4.5mmであ

る。安山岩質岩片の周囲には、幅約50ミクロン前後の淡褐色沸石類が取り巻いているものも見られる

が、不明瞭なものも見られる。遊離鉱物の斜方輝石が含まれ、少量の角閃石類も含まれる。

[木曽川河床の岩石;第146図-1・2J

安山岩質の粗粒凝灰岩である。安山岩質岩片は粒径0.5mm前後から構成され、最大粒径 1mmで、ある。

安山岩質岩片の周囲には、幅約50ミクロン前後の淡褐色沸石類が取り巻いている。遊離鉱物の斜方輝

石が含まれ、少量の角閃石類も含まれる。

[大森山崎地域の崖岩石;第146図-3・4J
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300-700ミクロンのガラス質軽石片や細粒ガラス片から構成される粗粒軽石凝灰岩である。ガラス

以外では、 100-300ミクロンの石英粒、 300ミクロン前後の斜長石、安山岩質岩片などが含まれる。

[広見瀬田地域の崖岩石;第146図-5・6J

約0.3-1.5mmの石英、角閃石類、深成岩類、砂岩や泥岩などの堆積岩類、安山岩質岩片、斜長石か

ら構成される粗粒凝灰岩質砂岩である。その他では雲母類も含まれている。

4.考察

検討したカマド石(サパ石)は、偏光顕微鏡観察から安山岩質岩片から構成される粗粒凝灰岩であ

る。一方、木曽川河床の岩石は、同様の粗粒凝灰岩であるが、大森山崎地域の崖から採取した岩石が

粗粒軽石凝灰岩、広見瀬田地域の崖から採取した岩石が粗粒凝灰岩質砂岩であった。これら比較試料

との検討から、住居カマドに使用された岩石は、近傍の木曽川河床においても容易に採取できる岩石

であることが分かった。

周辺地域では、前期中新統(約2330-1630万年前)の瑞浪層群が分布しており、下位から蜂屋累

層・中村累層・平牧累層からなる(吉田・脇田、 1999)。蜂屋累層は、瑞浪層群の最下部を占める累

層で、流紋岩・安山岩・玄武岩の火砕岩および溶岩(砕屑岩類を伴う)からなり、美濃加茂市・兼山

町・可児市に分布する。中村累層は、砂岩・泥岩・醸岩および凝灰岩(亜炭層を挟む)からなり、可

児盆地に広く分布する。平牧累層(生俵累層)は、泥岩(磯岩・砂岩を伴う)からなり、瑞浪市周辺

に分布する(山田・脇田、 1990)。

比較試料として採取した試料は、いずれも中村累層に相当する層準であるが、カマド石の特徴は木

曽川河床において採取した試料が良く類似している。

引用文献

吉田史郎・脇田浩二(1999)岐阜地域の地質、地域地質研究報告 (5万分の l地質図幅)、地質調

査所、 p.71

山田直利・脇田浩二(1990)飯田、 20万分の l地質図、地質調査所
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第145図 カマド石の偏光顕微鏡写真 (スケール :O.5mm) 
1. SB18カマド有 (1封l}iXニコル) 2. [，i)1，: (山公ニコル〉
3. SsZOカマドらi(Ilfj欣ニコル) 'i. [，，)ん・(H'l公ιコル)
5. Ss23カマドTi(間以ニコル) 6. !Li)人 (II'(~ニコル)



第146図 比較岩石の偏光顕微鏡写

1.木将川河床'{Hi(問~iムコ I~

3. I1J児di大獄111鈴mのむ{.'f¥lmーコル)
5. 日J児rfj広見婦問1下ω{';/j，mJlj'{ニコル)

第 4部 カマド行に使1 1 1 ，さ れた軟口~'Ui 211 

(スケー Jレ;O. 5mm) 

2. 1，;)1.: (11'("ミニコル)

1. [.iJん(11'(公一コル}

6. I..Jん.(11'1.交;.コル}



212 第5輩 自然科学的手法による報告・

第5箆弥生土器の結土材料
藤根久・今村美智子(パレオーラボ)

1.はじめに

野笹議跡は、美濃加茂市野顎町地内の低位段丘上に位聾する縄文時代あるいは弥生時代などの遺

構・議物が検出される遺誌である。

まとまって出土した。

は、弥長特代後期出中期の住賠訴が検出され、藩や高部が

ここでは、これら土器の胎土材料を検討するために、薄hを作成し偏光顕撒鏡による観察を行った。

2.試料と方法

検討した試料は、弥生侍代初頭の灘結墓1試料と5年生時代後期〈山中期〉 -高坪8試料である

(第26表)。

第26表胎土材料の検討した土器

番号 種 出土地点 遺物誌な 3寺 代 嶺

通棺墓 42 弥生中期初頭

2 D区SB3 67 弥生後期(UJ中期)

3 パレス壷日縁 D区SB3 69 弥生後期(山中期) 捧色顔料分析

4 鉢 D区SB3 68 弥生後期〈山中期)

5 広 ワ D~主SB3 72 弥生後期(出中期〉

6 赤色長頭壷口縁 P区SB3 70 強:生後期(山中期) 非色顔料分析

7 主不 D~まSB3 65 弥生後期(出中期〉

8 部(完彰) D区SB3 66 弥生後期(山中期)

9 赤色長類鑑服部 D区SB3 71 弥生後鶏〈山中顛) 赤怠顔料分析

ここで誌、土器胎土の特徴を最大1授に引き出すために、薄片そ作成し、議光顕微鏡による観察によ

る方法を行った。各結土は、次の手JI領に従って儒光顕散鏡観嬢簡の薄片(プレバラ…ト)を作成した。

(1)拭料法、絵めに岩石カッターなどで整形し、笹謹乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹脂

させ開化処理を行った。これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその平

面の屈北処躍を行っ

(2)さらに、研磨機およびガラス板を埼いて研嬉し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。

(おその後、精諮岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研欝し、厚さ0.02翻前後め

薄片を作成した。仕上ぜとして、研嬢剤を合ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を主主布し

各薄片試料は、編光顕嶺鏡下300倍で分類群ごとに陪定・討数する。[寸定・計数は、 100.w百培子呂盛

を用いて保意の泣躍における約50，um(0.05館副以上の鉱物や接合鉱物類く岩石片)あるいは徴化石蕗

(50μm前後)を対象とし、徴化石類とお英・長石額以外の粒子が約100翻以土になるまで行った。また、
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この計数とは別に について、徴化石類(荘様化、骨針化石、胞子化:0)や大型粒子などの

特徴についても観察・ した。

なお、意色頚料は、赤色顔料分析を参照、されたい。

3.分類群の記載

綿擁~砂サイズ以下の粒子を福光霊長徴鏡により同定する場合、粒子が続殺であるため同定が密難で

ある場合が多い。特に、岩石片については、岩石片中に含まれる鉱物数がきわめて少ないため、岩石

名を決定することが事実上不可能である場舎が多い。ここでは岩右名受付けず、岩石片を構成する拡

物や繕造的な特徴に基づいて分類する(菱自ほか、 1993)。なお、胎土の特徴を抽出するために、鉱

物や岩お片以外の生物起諒の粒子(微化石類)もi司時に計数した。ここで採用した各分類群の記載と

その特徴などは以下の通りである。なお、各鉱物の光学的性質についてはその記述を省略する。

〔骨針化石]

海綿動物の雪搭を形成する小さ 石灰震の骨片で、細い管状や針状などを呈する。海綿動物

は、多くは海産であるが、

に犠たわる木や異議などに

[器薬化石]

としても日本においてお額ほどが知られ、識や地あるいは111の水底

して生育する。

珪援賓の殻をもっ徴/トな議額で、その大きさは10-数百jJJIl器震で、ある。珪藻は海水域から淡水域に

広く分子ちし、{個々の穂類によって特定の生息環壊後もつ。最近では、小杉 (1988)や安藤(1990)に

よって環境掻諜報群が設定され、具体的な環境後諜が行われている。ここでは、機あるいは議が同定

できるものについて技藻化石〈淡水種〉と分頼し、持定できないものは珪諜化石(? )とした。な

お、各胎土中のま主藻化石の詳細については、計数外的特畿とともに記載した。

〔植物器開変体化石〕

経拐の細胞組織を充壊する非品噴含水設殺体であり、大きさは顛類によっても異なり、主に約10-

50，um諮後である。一般的にプラント・オパールとも呼ばれ、イネ科革本、スゲ、シダ、トクサ、コケ

類などに存在することが知られている。ファン裂や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大裂

のファン型と棒状を対象とした。

[胞子化石]

純子状粒子は、珪費変質と思われる底径10-30，um程穫の小型無飽透明の球状粒子である。これらは、

水域土佐積中で多く見られるが、土壌中にも含まれる。

〔石英・長石類]

石英あるいは長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長J石顛のうち後述する双品などのように

光学的に特設をもたないものは石英と区間するのが悶難である場合が多く一括して扱う。なお、石

英・長石類(雲母)は、議急などの細粒雲母類が岱fきされる石英または長石類である。

[長石類]

長石は大きく とカリ長石に分類される。 は、双晶(主として平行な縞)を示すもむと

累帯構造(悶心円状の縞)を示すものに翻分浅れる(これらの縞は組成の違い疫反映している〉。カ

ワ長石は、細かい葉片状の結品を含むものかかωサイト講造〉と格子状構造(徴斜長石構造)を手す
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ものに分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連晶(微文象構造という)である。

累帯構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶(斑晶)の斜長石にみられることが多い。パーサイト構造を

示すカリ長石はカコウ岩などの日02%の多い深成岩や低温でできた泥質・砂質の変成岩などに産する。

ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が固結する過程の晩期に生じると考えられている。これら以

外の斜長石は、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。

[雲母類]

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき開

(規則正しい割れ目)にそって板状には剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。

カコウ岩などの日02%の多い火成岩に普遍的に産し、泥質、砂質の変成岩および堆積岩にも含まれ

る。なお、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類とした。

[輝石類]

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石(主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビールびんのよう

な淡褐色および淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。 Si02%が少ない深成岩、 Si02%が中間あ

るいは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。単斜輝石(主に普

通輝石)は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主としてSi02%が中聞から少ない火山岩

によく見られ、 Si02%の最も少ない火成岩や変成岩中にも含まれる。

[角閃石]

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は

細長く平たい長柱状である。閃緑岩のようなSi02%が中間的な深成岩をはじめ火成岩や変成岩などに

産する。

[ガラス]

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス(バブル・ウオール型)

や小さな泡をたくさんもつガラス(軽石型)などがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と

考える。なお、濁ガラスは、非品質でやや濁りのあるガラスで、火山岩類などにも見られる。

[複合鉱物類]

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合鉱物類(含

雲母類)、輝石類を伴う粒子を複合鉱物類(含輝石類)、角閃石類を伴う粒子を複合鉱物類(角閃石

類)とした。

[斑晶質・完晶質]

斑品質は斑晶(鉱物の結晶)状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭に確認できるものをいう。

完晶質は、ほとんどが結晶からなり石基の部分が見られないか、ごくわずかのものをいう。発泡斑品

質は、石基状のガラス質の部分に発泡した穴を伴うものである。これらの斑品質、完晶質の粒子は主

として玄武岩、安山岩、デイサイト、流紋岩などの火山岩類を起源とする可能性が高い。

[凝灰岩質]

非品質でモザイックな文様構造を示し、石英・長石類やガラスなどが含まれるものをいう。火山砕

屑物が固化したもので、起源となる火山によって鉱物組成が変化する。

[複合石英類]
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第27表

fi 
ヒi長(')
ヒ{i
設重量体化石

鉱物鎮
石英・長石類
石英・長石類{余震母績)
斜長石{双録〉
カワ長石(バ←ーサイト〉
カワ長石〈数総長老ミ)
雲母怒
単斜糠石
斜方婿石
角関石額
二〆ルコ

第28表
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複合石英類は石英の集合している粒子で、基質(マトリックス)の部分をもたないものである。個々

の石英粒子の粒径は粗粒なものから細粒なものまで様々である。ここでは、便宜的に個々の石英粒子

の粒径が約O.Olmm未満のものを微細、 0.01-0.05mmのものを小型、 0.05-0.1mmのものを中型、 O.lmm

以上のものを大型と分類した。また、等粒で小型の長石あるいは石英が複合した粒子は、複合石英類

(等粒)として分類した。この複合石英類(等粒)は、ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える。

[砂岩質・泥岩質]

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、それらの聞に基質の部分をもつもので、含まれる粒子

の大きさが約0.06mm以上のものを砂岩質とし、約0.06mm未満のものを泥岩質とする。

[不透明・不明]

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子を不明とする。

4.各胎土の特徴および計数の結果

胎土中の粒子組成は、任意の位置での粒子を分類群別に計数した(第27表)。また、計数されない

微化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラ ト全面を精査・観察した。以下では、粒度分

布やO.lmm前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた徴化石類などの記載を示す。な

お、不等号は、概略の量比を示し、二重不等号は極端に多い場合を示す。

No.1 : 50-100，umと1mm前後の粗粒子が多い(最大粒径2.1mm)。石英・長石類〉複合石英類(大型n
雲母類、複合石英類(微細)、角閃石類、カリ長石(パーサイト)、複合鉱物類(含角閃石類)、ガラス、

ジルコン、ざくろ石、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石極少

No.2 : 200-800，umが多い(最大粒径1.6mm)。石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類(微細)、ガラス、斑

晶質、凝灰岩質、単斜輝石、珪藻化石(淡水種Diploneis属、陸域指標種群Hantzschiααmphioxys)、

胞子化石、植物珪酸体化石、植物遺体

No.3 : 200-600μmが多い(最大粒径2.1mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))複合石英類、斑品質、

斜長石(双晶)、カリ長石(パーサイト)、雲母類、ガラス、凝灰岩質、単斜輝石、斜方輝石、珪藻化

石(沼沢湿地付着生指標種群Stαuroneisphoenicenteron)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No.4 : 150-500，umが多い(最大粒径2.7mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細n砂岩質、複合石英
類、ガラス、単斜輝石、斜方輝石、角閃石類、ジルコン、凝灰岩質、珪藻化石(陸域指標種群Hαntz-

schiααmphioxys)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No.5 : 150-500μmが多L、(最大粒径700μm)。石英・長石類〉複合石英類(微細)、複合石英類、ガラ

ス、砂岩質、単斜輝石、ジルコン、角閃石類、凝灰岩質、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、植

物遺体

No.6 : 120-500仰が多い(最大粒径3.6mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細)、砂岩質、ガラス、斑

品質、凝灰岩質、泥岩質、単斜輝石、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、植物遺体

No.7 : 150-500仰が多い(最大粒径2.9mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細)、砂岩質、雲母類、凝

灰岩質、ガラス、単斜輝石、珪藻化石(淡水種Eunotiαbiareoferα)、骨針化石、植物珪酸体化石
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No.8 : 150-500仰が多い(最大粒径2mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細)}砂岩質、凝灰岩質、

斑晶質、ガラス、角閃石類、単斜輝石、ジルコン、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多産

No.9 : 150-500仰が多い(最大粒径800μm)。石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類(微細)、斑晶質、ガ

ラス、斜方輝石、凝灰岩質、複合石英類、角閃石類、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多産

5.化石による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その薄片全面の観察から、珪藻化石や骨針化石などが検出された。これら微

化石類の大きさは、珪藻化石が10-数100μmC実際観察される珪藻化石は大きいもので150μm程度)、

骨針化石が10-100μm前後である(植物珪酸体化石が10-50μm前後)。一方、砕屑性堆積物の粒度は、

粘土が約3.9μm以下、シルトが約3.9-62.5問、砂が62.5/lm-2 mmである(地学団体研究会・地学事典

編集委員会編、 1981)。このことから、植物珪酸体化石を除いた微化石類は輪胎士の材料となる粘土

中に含まれるものと考えられ、粘土の起源を知るのに有効な指標になると考える。なお、植物珪酸体

化石は、堆積物中に含まれていること、製作場では灰質が多く混入する可能性が高いなど、他の微化

石類のように粘土の起源を指標する可能性は低いと思われる。

検討した土器胎土は、微化石類により、 a)淡水成粘土を用いた胎士、 b)水成粘土を用いた胎土、

に分類された。以下では、分類される胎土についてその特徴を述べる。

a)淡水成粘土を用いた胎士 CNo.2、No.3、No.7)

この胎土は、淡水種珪藻化石の Diploneis属や Stαuroneisphoenicenteronあるいは Eunotiα

biareoferαが含まれていた。なお、骨針化石も含まれていた。

b)水成粘土を用いた胎土 CNo.1、 No.4、 No.5、Noム No.8、No.9)

これらの胎土中には、水成環境で、生育する骨針化石が含まれていた。なお、胞子化石も含まれてい

た。

6.砂粒組成による分類

ここで設定した複合鉱物類は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を

特徴づける源岩とは直接対比できない。このため、各胎土中の鉱物、岩石粒子の岩石学的特徴は、地

質学的状況に一義的に対応しない。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った(第148図)。岩石の推定は、泥岩質

や砂岩質あるいは複合石英類(微細)が堆積岩類、複合石英類(大型)や複合鉱物類(含輝石類・含

角閃石類・含雲母類)が深成岩類、凝灰岩質が凝灰岩類、斑晶質が火山岩類、ガラスがテフラ(火山

噴出物)である。その結果、第28表のように起源岩石が推定された。

全体的に、深成岩類を主体として堆積岩類を伴うA群と堆積岩類を主体として凝灰岩類や火山岩類

あるいは深成岩類を伴う B群に分類された。なお、 B群は、深成岩類や凝灰岩類を伴う Bl群、 Bl群

の組成に火山岩類を伴う B2群、に分類された。
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7.考察

ここでは土器胎士材料を粘土と砂粒に分けて検討した。それによると材料粘土は談水成結土と水成

粘土に分類された。ただし、飴土中に含まれていた珪藻化石や骨針イヒ若は少ない。

齢、粒組成では、推定結線岩石の構成により諜成岩類を主体としたA群と堆舗岩類会主体としたB群

に分類され

No. 1の大型壷では、謹和されている砂粒が大型のもりが多く、深成岩額を主体として堆積岩類を停

う組成後示す。こめ砂粒組成は、お群に分類された砂粒が木曽川の静粒組成に類桜するのに対し、火

Ilt岩類や緩灰宕類を伴わない点において異なる。ただし、花闘岩類などを基盤とする地域の砂粒組成

と考えられるが、その呉持的な地域については言及できない。粘土は、骨針化石を命むことから水成

粒士を李IJ用しているが、他のこ凶器会土と比較してイネ科犠物の葉身に形成される植物珪酸体化石が韻

嬬に少ない。

弥生後期の壷や鉢あるいは高杯では、握和されている砂粒は、 150-500前後の砂粒から講成

哀れ、含まれる珪識化石や骨針化石は少ないものの淡水成粘土あるいは水成粘土である。砂粒では、

火出岩類を斧わないB，群と火山岩類会持う Bz群に細分されるが、出現類度に違いは晃られるもの

の、結成としては大きな通いはないと考える。なお、テフラ起源のガラスは、地5J.t:O鑑?やNo.9の

長類壷では比較的多く含まれている。材料的に見ると、製作域において、これらガラスからなるテフ

ラが分布する地域であることが推定される。

大岡市荒尾南遺跡の弥生前翠あるいは中顛土器詰土中には、砂粒表面において珪藻fとおが密集して

る様子が観察され、当時の河川砂が利用された証拠と推定されている(古語・牒様、 1998)。

ここで検討した士器胎土中には、比較的大型の砂粒が合まれるが、こうした診粒表揺において暁藻北

石が密集付着する様子は観察2きれなかった。このことから、これらの砂粒辻、地繍砂などの砂資物を

採取・利用したものと予想される。

引用文献
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73-88. 
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菱田 量・東ib奇正勝・松本完・藤現 久(1993)岩石学的方法に基づく胎土分析について~弥生
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車崎正諺・松本完・藤根久・菱田量.橋美智子(1996)(39)土器胎土の材料一粘土の起源

を心中に一
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第149図 土器胎土中の粒子顕微鏡写真 代ケール:1湖周、2-'1・100四 、5、7、8:200畑 、6:畑 、9:伽1lDI)

1.佳溌化石 (HanuschlQamphioxys) 2. i't針化行 部品4 3. ~くろ行 Nul 
1.事長行J!'1ガラス ~u6 5. カヲス ~().4 6. 11l~鉱物鎖(念'E G}鎖) No.l 
7 . 似合鉱物媛{会郎イi~Ï) Nul 8. I俊民{'~n NC13 9. UHII'.rt No.8 10. 飯合'(i 従~i (微細) Xo.l 
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第8節 表面および山茶碗皿内割に付着する走色物

宮野義員IJ.藤娘久〈パレオ・ラボ〕

， .試料と方法
野笹遺跡では、赤色顔料が塗布された弥生土器や赤色物が付著した15世紀山茶続践が出土してい

る。ここでは、この赤毅料や赤色物の成分を調べるため、蛍光X線分析計を用いて定性分析した。

試料は、 15世紀UJ茶銭部内fslJに付着した赤色物1試料、赤艶額料が塗布された弥生後期(山中期〉

のパレス壷 1試料およ

けて採取した。

2試料である。測定試料は、 にセロハ テープそを貼りつ

分析装置は、セイコー エネルギ一分散裂さ設光X線分析討SEA-2001L、X線発主部

はロジウム〈託h)ターゲッ人ベリリウム(B心室、 X線検出器はお(Li)半導体検出器である。

測定条体は、諜定時間300秒、頭封控10mm、電流30f1m、電圧50kV、試料室内は真空である。

2.結果

第150関に山茶腕盟内最IJに付着した赤色物と弥生後期の長頚壷 (SB4No. 7)の蛍光X線スペクト

ル留を示す。また、第29表には、各試料の赤怯物から検出された元素および再定結果を示す。

謝定の結果、鉄 (Fe)とケイ素 (SDが高率で検出され、アルミニウム、イオウ (S)、カリ

ウム (K)、カルシウム (Ca)、チタン (Ti)、マンガン (Mn)などが接出された。このうち罪色物

に由来する元素は鉄 (Fe)であり、その他の元素は結土などに由来する元素である。なお、ロジウ

ム(Rh)のどークはX線発生部の管球に由来するものであり、赤色物;こ含まれる先紫と誌簡保がない。

第29表 赤色物または赤担額料から検出された元素
{元素記号JAl;アノむミニウム E ち1;サイ業， S;イオウ， K;カリウム， Ca;カルシウムタ Ti;チずン， Mn;マンガン， Fe;鉄， Zn;亜鉛

試料 ;遺物実0.1 時代

山茶碗皿内鰐 1 394 1 15校紀

3. 

弥生後期のパレス壷と長頚壷の表言語に塗布された赤色顔料は、いずれも蛍光X線分析により鉄

(Fe)からなる 2本のピークが高率で検出された。こむことから、これら赤住顔料は、酸化鉄を成

分とするベンガラと推定される。

一方、山茶続践の内側に付着する赤色物は、蛍光X糠分析により鼓げりからなる 2本のピーク

が高率で輪出された。一般的に土壌中において 5--10%寝度含まれるが、残存する付着部分は赤味を

ること、一般的に多くの蒜色顔料に討髄して噴出されるイオウ (S)が認められることから、

色顔料としてのベンガラと考える。
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(市毛、 1984)などが知られている(Fe203) ベンガラ一般的に、赤色顔料として水銀朱 (HgS)、

であるものを言う。古代において(Fe203)は赤色の由来となる主成分元素が鉄 (Fe)ベンガラが、

ま
A
R

1987)。(山崎、は、鉄分に富んだ土壌(例えば褐鉄鉱など)を焼いて作られたと考えられている

た、天然の赤鉄鉱などの鉄鉱石を採取して製造した可能性も考えられる。近世においては、硫化鉄

を(磁鉄鉱:FeS、黄鉄鉱FeS2)が風化して形成された緑馨(りよくばん、硫化鉄(FeS04，7H20)) 

なお、最(北野、 1994)。これを焼倍してベンガラを生産していたことが知られている原材料とし、

近の研究では、縄文時代や弥生時代の赤色漆に用いられた赤色顔料中に珪藻化石が見られることか

(岡田、 1997)。ら、水成環境下で生成した酸化鉄であることも分かってきた

引用文献

勲(1984)増補朱の考古学、第2版、考古学選書12、雄山閣出版、 p.324市毛

北野信彦(1994)近世出土漆器資料の保存処理に関する問題点E一文献史料から見た赤色系漆に使

用するベンガラの製法について一、古文化財の科学、 39、p.93-102.

日本文化財科学会、第14回大会研究発表要旨集、岡田文男(1997)パイプ状ベンガラ粒子の復元、

p.38-39. 

山崎一雄(1987)古文化財の科学、思文閣出版、 p.352.
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第7第 野笹遺跡出土サヌカイト製遺物、ド呂石製遺物および

黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科松男 (京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自葉、科学的な手法を用いて、客観的に、かっ定量的に;設定し、吉代の交流、交易

よび文化圏、交易置を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび、黒曜石瀦物の石

材班地推定を行っているI.2・370 地質時代に臼然的力で移動した岩石の出発露顕著と元素分析で求める

とき、岩石と露頭原石の組戒が一致すれ培、その露頭から流れた結石であると言うことは、吉然法員立

に廷って流れたルートを証明できる。産地分析では F石器とある産地の原石が一致したからと治っ

て、そこの産地のものと設い坊れないが、一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れ

るJが大捺別である。人が移動させたE器の結成とA産地原話的組成が一致したからと言って、産地

と出土遺跡、の関に地質的関連性がないため、移動ルートが自然、の法員111こ従っ できず、その石器

がAiA草地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、陸ちに

考古学の資料とならなし¥確かにA陵地との交流で伝描した可能性は否定できなくなったが、話、

C、Dの産地でないとの証拠がないために、 A産地だと言い切れない。 A陵地と一致しなかった場

結果は考お学の資料として非常に有用である。それは石器に隠してはA産地と交流がなかったと

、切れるO 誌、様式が一致すると言う結果が非常に導主要な意味があり、見える隷式としての

形態、文議、見えない操式とし 青銅器、ガラスなどの素材があり一致すると苦うことは宙代

人が意識して一致させた可詑性があり、一致すると言うこと辻、古投入の思考が一数すると考えでも

よく、相互関探を調査する議繋な結果である。地質など詰然、科学の場合は、告黙科学部方法(物理・

北学的方法)，こ従って、産地をと特定するが、分析装量を使用すれば科学的分析と誤解している科学者

がみられるが、装議は物差しにすぎず、得られた結果を白熱的法員IJに従って処理し産地を特定しなけ

ればならない。考古学者は考古学を慕準にして、例えば産地が遺跡、から近い、移動キャンプ地のノレー

ト上に位寵する。または原産地地方との交流が石器以外の他の濯物で証明されているなどの条件安考

えて、石器の石質と一致する最も近い産地の原石を掲践観察を基準にして撞測する。この結果が借用

される場合は、五黄む一致よりも、産埼との交流を推測しても考古学条件に無理がないためである。

これ辻、遺跡から500km以上離れた綾地の石討が石器と一致しでも、遠距離の産地を言わず、近くの

一致した産壇しか震わないことから分かるO 従って、実際に議距離から伝掻した原材でも、くの産

地のものとして処理している。日本中の草地の石持者を観察すると、とても肉眼観察で産地を特恕する

ことはできないと思う。また地質学者に聞いても、とても丙根観察で産地など特定でさないと言う人

が多L、o E器捺材の岩石名、産出産地を述べる場合客器約なデー夕立基づいて決定した結果を記さえ五

ければ、報告書全体が正確さぞ欠くように態われる。黒曜石、-tTヌカイトなどの主成分組成は、原産

地ごとに大きな差はみられないが、不純物として舎脊される数議成分程戒には奥田があると考えられ

るため、微量或分を中心ι元素分析令行い、これを産地を特定する指標とした。分類の指諜とする元

素組戒をi援物について求め、あらかじめ、各諒産地ごとに数十{患の原石そ分析して求めておいた

石群の元素組成の平均f菌、分散などと遺物のそれを対上として産地を推定する。この際多裁量解析の手
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法を患いて、各産端に婚揺される確率を求めて産地任問認する。蛍光X線分析法は試料を破壊せずに

分析することができて、かっ、試料講整が単純、測定の操作も爵単である。器のような古代人の自

用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性略が分から誌いという場合にはことさら有利な分

析法である。今関分析した造物は岐阜県に投聾する野笹遺跡出土む縄文時代中期後葉~弥生時代の黒

曜石製石器、石片側個、下呂石製石器、石片200鶴、サヌカイト製石器、五片501聞の合計310詔につい

て産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石、サヌカイト原:tiの分析

サヌカイト雨原石の自然部そ朽ち矢き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ一分

X線分析装置によって元紫分析を行う。分析元素はAL.Si、K、Ca，Ti、Mn、Fe、Rb，

Sr、Y、缶、 Nbの12元棄をそれぞれ分析した。

塊試料の形扶差による分析簸への影響を打ち清すために

る指標とした。

黒曜石原石

り、それでもっ

黒曜石は、 Ca/K、引/K、Mn/缶、 Fe/Zr、Rb/役、 Sr/折、 Y/缶、 Nb/Zrの比議室を産地

を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の服服地は北議選、東北、北陸、東関東、中信高環、

研豆籍壊、伊豆七島の持議島、L1J陰、九州の各地に黒曜石の原産撞は分布する。調遺筆者と終えた原産地

を第151留にポす。感曜諜葉地のほとんどすべてがつく怠れている。元素組成によってこれら原石

を分類し第30表~第34表に示す。この原石群に捺忍産地は不明の遺物で昨った遺物群を加えると170

簡の原五群になる。中f言高原地読の黒曜石蹴地の中で、議ケ峰群は、長野県下諏訪援I金明水、星ヶ

壊、星ヶ台の地点より採取した原石でもって作られた群で、同町観音沢の露頭の原石も、霧ケ鋒群に

一致する元濃縮戒をぶした。和問i島各地域諜監の原石は、星ヶ塔の西方の山に控寵する日和田d序トンネ

ルを中心にした数百メートルの範閥より接取され、これらを元素組成で分額すると、和田峠第一、

一一議、 第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田峠第一、 に分類された原石は|日トンネ

ノレ付近より北側の地点より採取8れ、和田持第二群のものは、 トンネルの南側む原石に多くみられ

る。和田持第四群は男女倉棋の新トンネルの入り口、また、和田峠第五、第六群は男女倉関新トンネ

ル入り日左様で、和田峠第一、第三の両群の産地とは増の方向である。男女倉原産地の原五

群にまとまり組或は和田陣第五群に桜る。鷹山、昼糞轄の黒礎石の中に和a峠第一群に属する物が多
数みられる。麦草持群は大石川の上流および麦草峠より採殺された原石で作られた。これら

の顎産地は、元素組成で和剖齢、議ヶ産筆、男女倉、変革齢の各地域に区別される。 伊豆箱根地方の漂

産地は筈壕、畑宿、鍛治握、上多賀、桔i持酉の各地にあり、長賓の若材は、燭語、始持関で斑品の多

いやや石費の思いものは鍛冶屋、上多賀の弱原産地でみられる。箆塚産のものはどッチストーン隷

で、石器原材としては良くないであろう。 {ft豆諸島の神津島原産地は砂韓崎、長浜、沢尻湾、恩、馳島

の各地点から議曜おが揺取され、これら原石から持隷島第一群および第二群の際石群にまとめられ

る。浅間wの大諸訳の黒曜石は員殻状剥離せず石器の籍材料としては不議さきではあるが、考吉学者の
間でしばしば話題によるため大窪沢群として遺物と比較した。また、北接地方では、富山県む魚津、

石JII県の比那、揺井県む三里山、安島の各原産地が調査されていて、比郡、設港建黒曜石が石器露材
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として使揺されている。出除地方の原地は器、岐鳥の久見、津井、加茂に代表され石器線材としては

小さすぎる豆粒大の黒曜石の露頭が福縄地註にある。また、兵態、鳥取の県境の雨籍地区かち発見さ

れている黒曜石は議小で石器原材としては使掃できなL、。九剤北部士吉方では佐賀県の腰岳地域および

大分県の拒島地域の観音輔、両瀬の雨地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地壌ではガラス襲安山岩

もみられ、これについても分析を行なった。また、長務課、壱岐島ち君ケ浦、久喜ノ辻、角)11、良湖

など地点から黒曜石が採寂できる。西北九州地域で叡た組成を不す黒曜石の原五群は、護晶、吉里第

一、松諸第一む各群〈鞭岳系と仮称する)および淀姫、中町第一、古里第三、松浦第四の各群(淀挺

系と設称する)などである。また、古室第二群掠石と肉眼的および成分的に{以た環石は嬢野町設建地

区でも採寂でき、この原石lまま皆島産乳成飽黒曜石と同色講そしているが、組成によって姫島産の

と容易に詑引できる。もし{以た組成の探石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原離地に婦!識

され原石産地を特定できない場合がある。たとえ造物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の

中の一群および、古里第二群おみに場嬬されても、この議物の原お産地誌腰岳系、淀姫系および古箆第

二群の服を産出する接数の地点を考えなければならなし、。角醸の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫

円離は松浦、中問、古呈(第二群は角穣)の義主主地で産出していることから、似た組成の原石産

地の区別は議物の吾然酷から円擦か角擦かそ判断すれば顕石産地の判定に高問なa情報となる。また、

九州中部地域の塚j頼と小田の原産地は棒接し、黒曜石の生成マグマは同賞と撤退せされ略産地は誌別で

きなし、。また、熊本県の南関、轟、冠ケ径の各産端原石はロームイヒした阿蘇の火砕流の!磁の中に合ま

れる最大で親指大の黒曜石で、非常に広範鴎な地域から採取される諒石であるO

サヌカイト原石

サヌカイトでは、五/Ca，Ti/Ca... Mn/Sr... Fe/缶、 Rb/Sr、Y/Sr、Zr/缶、 Nb/訟の比

として用いる。サヌカイトの掠産地は、語百本に集中してみられ、 Z王将として泉質な諒石の

産地および鍵は良くないが考古学者の間で槙用さ nたのではな~ iかと話題;こ上る産地、および玄武

岩、ガラス費安UJ岩ーなど、合わせて32ヶ所の調査を終えているO 第152図にサヌカイトの原産地の地

点を示す。このうち、金山・五色合地域では、その中の多く地点から誌員賞のサヌカトおよびガラス

質安出岩が多量に産出し、かっそれらは数ヶの群に分かれる。近年、丸亀市の双子山の高嶺から産出

するサヌカイト宗石で双子山群後擁立し、またガラス閣安山岩は繍石器持代に龍用怠れた開封で善通

寺市の大麻出荷からも産出している。これらの原石を良資の原石を産出する産地および!原石産地不明

の遺物をと元素組成で分類すると90個の顕石群に分類でき、その結巣を第35表~第37表に示した。香川

製内の在器隙材の産地では金山・五色合地識のサヌカイト開石を分類すると、金山西群、金自東群、

国分寺群、議光寺群、自蜂群、法印谷群の 6掘の群、域山群および双子山群に、またガラス議安出岩

は金1LI輿地・五住台地量産は五色合群む単群に、大府山際産は大蘇山南第一、ニ群の 2群にそれぞれ

分類され区別が可能なことを明らかにした。金UJ.五色合地域産のサヌカイト原石の諸群にほとんど

一致するえ紫組或を訴すサヌカイト原石が淡路島の岩崖原産地の堆議!爵から円磯状で採取される。こ

れら岩屋のものを分類すると、全体の約 2/3が第38表に示す書Ij合で金山・五色合地議の諸群に一致

し、これらが金山・五色合地域から流れ着いたことがわかる。淡路島中部地域の票産地である時路山

地区および大弱地区からは、岩展第一群に一致する原石がそれぞれ92%および88%と群を作らない数

倒の原石とがみられ、金UJ・1i色合地域の諸群に一致するもおはみられなかった。和泉・岸和田罪産
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地からも全体の約 1%であるが金山東群に一致する際石が採取される〈第39表)。また和歌山市梅崇

原産地からは、金山原産地の鼓石に一致する謀右はみられないく第40表〉。伎に、遺物が岩屋、和

泉・時和田頭!京地などの原石で作品れている場合には、接地分析の手続きは捜雑になる。その議長年か

ち10倍以上の;遺物を分析し、第38表、第39棄のそれぞれの詳に様鶏される鎖度分布を求め、稼主幹論に

よる期待纏と比較して確認しなければならない。ニ上山群ぞ持った療者は奈良県北高城郡当麻慣?に位

置する二上UJを中心にした法い地譲から諜取された。このこ上出群と組成の類{以する原石は和泉ー

和田の原産地から 6%の割合で採取されることから、一議蕗10樹立上の遺物毎分析し、第39表のそれ

ぞれの群に錨属される頻度分布をもとめて、和泉・岸和田原義地の原石が龍用されたかどうか判断し

なければならない。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は、麗化のためサヌカイト製は衰弱が白っぱく変悲し、新鮮な部分と

異なった沈業組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面む風化した部分に、正樹

空気によってアルミナ粉末長吹きつけ風北署与を取り験き新鮮面を出して測定後行った。一方黒曜石製

のものは愚化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗

するだけで完全な非毅壊分析が可能であると考えられる。産地分析で水和!還の彦警警は、軽い元素の分

析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど兇られなし、 Ca/K、Ti/去の両軽元素比監を除いて

産地分析を行った場合、また除かずに産地分析を行った場合開窓される原産地に差はない。他の元議

についても嵐化の影響を完全にι否定することができ主いので、得られた確率の数{誌にはやや不穫

さを伴うが、遺物の五材意地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した野能遺跡から出土した黒曜石製石器、下昌石製石器および安UJ岩・サヌカイト製石器

の分析結渠を第41表~第50表iこ示した。石器の分析結果から石材意地を同窓するために数理統計の手

法必需いている。 -17IJをとあげると試料番号65927番の議物ではRb/Zrの{肢は1.129で、審ヶ峰群の

〔平均植〕ごと〔標準縄差値]は、1.076士0.047である。遺物と原五群の差を標準編楚穣 (σ)安基準

にして考えると遺物は原五群かち1.10'離れている。ところで議ケu藤原産地から100ヶの原石を採って

きて分析すると、平均鎖から::t1.1σのずれより大きいものが27題ある。すなわち、この遺物が霧ヶ

峰群の原石から{乍られていたと後定しても、1.1σ以上離れる確率は27%であると る。だから、

ケ務群の平均値から1.1σ しか離れていないときには、この遺物が霧ヶ崎群の原ちから作られたも

のでないとは、到底言い切れ江t'oところがこの遺物を佐翼政腰岳産地む原石に比較すると、接岳群

の平均値からの隔たりは、約6.6びである。これを確率の言言葉で表現すると、腰岳群の原五を採って

きて分析したとき、平均値から6.6σ以上離れている確率は、一千万分のーであると る。このよ

うに、一千万個に一個しかないような掠石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられな

いから、この遺物は、腰品群の原石から作られたものではないと断定できるO これらのことを簡単に

まとめて言うと、「この議物は霧ヶ鵠群に27%で婦露され、信頼限界の0.1%ぞ満たしていることから

ケ蜂産原石が{吏用容れいると関定され、さらに鞍岳群に対しては十万分の一%の低い確率で;議議さ

れ、信頼眼界の0.1%に満たないことから綾岳産原石でないと陪定されるム遺物がーヶ所の藤地(霧

ケ緯諜地)と一致したからと寄って、伊jえ霧ヶ締群と襲岳群の原五は成分が異なっていても、分析し
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ている試料は原石でなく遺物でさらに分析誤差が大きくなる不定形(非被壊分析) ることから、

f患の産地に一致しないとは震えない、問機岩石の中での分類である以上、地の産地にもー設する可能

性は推測される。 RPちある産地(霧ヶ峰群)に一致したと言っても一致した産地の顕石とは誤らない

ために、帰屠確率による半IJ新を表1の170i顎すべての開石群について行い、低い確率で帰嘉された

石群を消していくことにより、はじめて霧ヶ蜂産地の石材のみが能用されていると判定ぎれる。実際

はRb/Zrといった唯lヶの変議だけでなく、前述した8ヶの変量で取り扱うので変遺開の根関を

臨しなければならならい。例えばA原草地のA群で、 Ca元素とRb元棄との間に椙関があり、 Caの

を計ればRbの盤は分析しなくても分かるようなときは、入群の石材で作込れた遺物であれば、 A詳

と詑較したとき、 Ca量が一致すれば当紫Rb量も一致するはずである。したがって、もし託b量だけ

が少しずれている場合には、こむ試料はA群に属していないと言わなければならない。このこと奇数

き出せるようにしたのが相関を考慈した多変譲統計の手法であるマハラノピスの距離を求め

て行うホテリングのT2換窓である。これによって、それぞれり群に帰属する議率を求めて産地を同

定する 4， o)。主主地の向定結果は 11闘の遺物に対して、黒曜芯製でiま170間の推定議準結果が得られて

いる。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については抵い謹率で婦属された報産地の挽定確率

は紙面の都会上記入を省略しているが、これら

なわち、長野療の霧ヶl峰産原石と判定され

会率遺封、で使用された原石と陪じ組成の原石とか信熊和田持産の原Eの可能性を考える必要がない結
果で、下呂石、安山岩糞造物についてち同じ方法で統許処牒を行っていて、高い雑率で同定された産

地のみの結果を第51表~第62表に記入した。原石群を作った原石試料は瞳径3cm以上であるが、多数

の試料を処関するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で

捜i定を打ち切る。このため、得られた清物のj選定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときに誌顕E群

の元素懇成心バラツキの範囲を越て大きくなるO したがって、小さな遺物の産地推定を行なったとき

に、判定の信頼担界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合に

は、原石産地(確率)の欄の確率績に替えて、マハラノビスの距離D の{甚を記した。この遺物につ

いては、記入されたD2のi誌が原お群の中で最も小さなD2値で、この値が小さい程、濯物の元議結成

はその探石群の結成と似ていると言えるため、議定確率は低いが、そこの掠石産地と考えてほぽ間違

いないと判断されたものである。今回分析した問題の黒曜石遺物の中の54倍には霧ヶi鋒産黒噂忍が使

馬され、産地が特定できなかった4儲の中の分析番号65911、65912、65932番の遺物は肉根観察で罷

イヒ層が躍く、議化の影響で産地が骨定できなかったと披測した。また分析値65957番の黒曜石遺物に

ついて辻、 Zrが小さく観j揺されていることから、遺物試料0)厚さが薄すぎるために産地が特定でき

なかったと推測したO また分析番号65948は詮素以外の元素は分析[l良界以下で、純粋な石英と思われ、

住から推測して理水品と按測した。次に分析した下呂お製遺物で比較的思化が軽いとd思われる黒色の

下呂芯製遺物100輯を水洗のみの完全非破壊で産地分析を行った結果は、 78%が一回の分析で信頼限

界0.1%に達し、 0.1%に達しなかった遺物でも、遺物の分析場所を変えながら複数間分析すればo.1 
%以上を示す確率がみられると思われるために、織化の軽い場合は完全な非破壊分析で同定されるこ

とが判明した。しかし、エアーブラシ処理により嵐化層を除いた場合に辻べて同定確率がかなり抵く

なっているのは、第43表~第49表の比較から、嵐化により五/Ca比が大きくなる方到に変位するこ
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とが大きく影響しているらしい。麗イヒがかなり進行した表面が白っぽい遺物では、非毅壊で開定でき

たものはお翻中4個で20%に落ちる。分析した安山岩製遺物50個を第50表を糧或で分類し、住iた紐戒

の遺物で群を作った、また、倒た組成が少ないもの、および1{関だけのものは場所を変えながら復数

回分析し、合計30個以上を目標に分析を行った。野懐遺跡の安山岩で野笹NO.216地群、野管No.271

他群、野鶴No.282能群、野桂NO.289他群、野鞍NO.262群、野笹No.295群、の61躍の遺物群を作り第

35表~第37表に加え、地の遺跡で同じ組成の際が授荊されている可能性を調べ、これら遺物群の捷

増額を求める。今回分析した安山岩製遺物の中心、サヌカイト製遺物では二上山麓と同窓容れた遺物

は151胃で、この二上山群と組成の類叡する露石は和泉・岸和田の原産地から 6%の部会で採取される

ことから、多数の遺物を分析し、第39表のそれぞれお群に帰属される頻震分高をもとめて、和泉・

和部原産地の原Eが使用されたかどうか判断しなければなちなし、二上山群に時定された15鶴を和

・岸和田原産地から採取する結率は0.06を15自累乗する (0.0615) 1 x 10 18で千兆の十能分の一

%、で等%に近い確準になりこれる二上山麓に同定された議物は和泉・岸和田原該地から採取された

ものでないと結論dれ、奈良県ニ上出原産地から伝識した原石を使渇したと言える。分析番号66214

番は大阪府の向出遺跡で能慢されている向出No.49議物群に詞定された。また向出遺跡、では、下呂

製の遺物が{吏用されていることが本経究で明らかになっていて、向出No.49遺物群が野経過跡、で使題

容れた結果は、東誕地方とめ交易が推瀦されていた結果と矛覇しな ~\o 今後、東海、北i唾地方の分析

遺跡数を増やすことにより、野笹諸群の使現圏を求めることができる。
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第30表 各撰耀石の原産地における顕お群の元素比の平均値と標準偏藁鐘(1) 
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第32表 各窯耀誌の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差謹(3)
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28 '立 174:':0.001 也専65::tO.002札口ぬまな!){日日 L 174土立日35O.389:t立012O.013:t立告号50.129ま0.0140 
002 札口品事ゅ0.009 1.691士O.100 L 72革主立085O. 035::t O. 008 O. 344土仕0400 

告020.05詰:tO.O日空 l. 746:士号 073 L事34::tO.O剥 0.02忠士札013O. :134土札制60.714=札

第33表 各黒嬢石の探農地における頭お群の先素比の平均{直と襟準偏麓髄{ヰ}
フ℃ 業 上主

F'u/Zr トJb/Zr AVK SI/五

017 O. 045:t O. 003 O. 428主立0576. 約7士自高級l.829士0.220 1. 572土立 1800.325サ0.0880.622土O.日開 立自35::tO.号自20.418全0.011
021 0.045土8泌30.45号土札061 7.248士立668 l.喜17士0.1制 1.660十自 173色355士0.0570.66告主0.1告5乱仏:15:::0.002合419全0.0鈴

日47札140ベトO.号13弘i事4士札0264.399竺江322立詰14士担金773.162=札i告書札 144全0.031 0.240土0.041 札038:<::0.0020.451:1:乳母11
140 札211ごを札口26O. 126会民0163.特i二全札 231 O.305j亡立0674.0奇2xO.114 札109土立021 合137士立話280.040士乱世説会 0.471土0.017

29 11. 074ごtO.l10札224::!:O. 024 O. i 22ごとな0123.460:をO、301 0.28信念0.0484.010::t立 197 0.101:tO.自22O. 133全企 0250.040士立総30.469土0.014
2品川.653 土{号~6 O.141::t弘容1唱。 189土0.0304.3測さとな4250.605:士0.0君事 3.234土0.264O. 151土0.033 札245士0.05むなむ37=立自 20.448土0.015

30 1 O. 313士O.023 O. 127:!:立母09弘容65士止01告 L 489づ在住 1240.600:士0.051 止68己主0.082立175:で弘前80.102土0.02号 0.02品企札口02告371ま立右09

地i5011. 615士0.0420.670士立0130.0部士立総書 5.509士且2総立2剖士0.031 L 52陪土0.053O. 097:t0. 016 0.032土色0180.032=札口05乱310士号 011
創 立482土札口360.2縦士札 0150.051土立008 1. 361土日捻50.3日3全立 01君主712土0.0430、089土札0180.055全0.021 0.012士乱010札288::tO.016

熊本県1 '1、 調| 総 自317土{む23立127ニヒ札0050.063立て立ω7 L 441 :l:O. 070 0.611土0.0320.703土色 044 立175::tO.2330.0安土乱。17立023土立{日目 立32告:tO.007
南 羽 30 自.261土0.016立214土色紙70.034::tO. 防3O. 78B:t 0.033 0.326土色号120.278士札口15乳母69=立012 広告31土0.0号事 0.021土札口020.243土乳母08
重量 1 4410.258土O.(ぬ 0.214士乱006(上告33土立総50.7宮4ごと札 078立329土0.017立275::t0.010 立066土佐0.011 0.033土庄00司 0.02告全札白告3札243土0.008

主主 ケ 議 121 10.261士0.0120.211さ札 0080.032土立剖)3O. 780::t O. 03品目.324:t0.011 0.27宮土0.0170.084土札 0110.037全生0060.025土O制02 札271土0.0日9
ーノ宮議議 321 l. 381士自 0130.641全0.0的 0.100今在日066.掛告土民 1780.316:<::0.022 L 319土立母39O.告鈴二00.0130.03器全札口14立021土弘吉08札227:t0.006 

-ノ宮坂宮司163 1 1.597全自 98 O. 732:tO. 046仏総?さをO.酎86.世90工立314 0.282= 0.022 L 316土札口51 合lO2土立0130.037二t0.015 0.024土0.011 立257::tO.021
繍 右峠|制札 791土0.082 立279:tな 009立自45士札 005 L 2C島土在日230.279士0.0180.811土札口4吾容 046土立 0120.02奇士仏014札031土0.00官立 366土0.033

大 椅15311.542土O.125 0.670全な日33立自89土〈主主104.894'を0.474乱279土在日28 L 432:俊民08雪 0.0騎士官 013

白 浜 178 立制土庄 021 0.101全0.00守札口24:tO.006 1. 382ゴヒ札鱗1.021:は 0990.351:::: O.号37O. 162土0.027

47 I 0.207土札015立ω4全0.0060註70士O号機 1. 521 ::tO. 075 l. 080士O.号480.418十0.020立266士0.034O.母63こと札024 自02告さと仏 003
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45 i O. 1総土色 010乱む83土色合む50.047士札008 L 611士0.079立制車止札055 札3総会乱回2立281士立031 札執i土0.0320.022土日.008立358::tO
H 第二二lIf1 45 10.247土0.018札106之江006詰047士立合総1.48畠士札口74註768土在自34 0.428全0.04量乱 235全江口20立号39::tQ.号270.024土札008札378土註

" 第二総i42 1な5剣士0.0120.176安江∞5なG37:!:立007 1. 484土0.0争70.44宮土色自31 G.675土仕合49札143::t札 023む036土O.022 O. 023:':札0140.39時土9
泊 費襲I42 1弘262金色合凶 0.143工0.0060.022全0.004 1.178士O.む400、712主立02埠乱4ω:tQ.02，) 0.1鈎士仏01昌弘ω9:t0.013立司19土立001 且275土O白
紙 女 本 371ι266まな 021 O. 140合札告品目仕01告企札∞31.170土立司64立705士0.021札405支立目立i号108士O.岳15O.世2R土0.0130.019士私自01 0.275士。
上牛鼻 4111. 629土札口悌立 804::tO.0370.053二tO.O混乱 342土色 215立188士広告13 1. 1専5土0.056札087士立00官民022土立告君事札 038土仕ω20.3宮l土0.011

王手 本 場I34 I L告44土札054札912金札口28立衛2士む告05 乱975土0、182立184た立似11、2税金0.049O. (時3会札 01日立021士O.号100.038"札ぽ30.408土立
君主 今 求I28 1 0，514土庄吾32O. 167土0.008な063土色009 1. 524士弘司19O.619::t弘038立119土色合540.115:::札民事乱082:主立016立
長 谷 301 0.553=立032O.137士0.00書札065::tO.Ol01剖5:::広告62札644土札028札553と9029立146:土0.021 0.068土自 02日立

会 t割 台東山総 別立 51寺会札010O.潮崎 0070.038問。以7 1.862訪問立353域間 0.519士札口170.123域奇12

z 一一一仁シアi カムチ? カ 721自.473士仏告12O. 166::tO. 007 0.046:tO告白7 1.572:竺札059乱199土0.011 (主総7士札016札126::t白.011
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第34表 名黒耀1Jの癒露草地における議濯石製遺物群の元紫比の平均舗と標準繍差値(5)

フ乙 素 比

個数I Ca/K TVK Si/K 

6710白241土民021 0.1寺?土0.005札号18土札006 1.2吉富士立岩770.43寺:!:O骨1611.153士0.00事 0.140土0.0150.00畠土札013札018土札 012 0.325土0.042

60 1 0.453土乱011 札1.35:!:札口080.041土0.008 1.おる士乱075札448:<::0.021 0.41吉会0.01吉弘 130:<::乱0150.015エ立 01事自 034ごと立 010札500土在日15

51 1 O. 643:<::立0120.124玄0.008立052:全乱0072.547士ゑ 1430.530:<::0.032 立総9会長 032O. 156士寺、 015立制04土0.0080.029土立011 D. 407:!:0. 047 

59 1 0.535土色合61 札106全立告12O.告53ごto.O的 2.545:tO. 138 O. 557:tO. 051 0鈴5:tO.02由民 165士江容21 0号16士O.司220.027土白在約 0.373土色043

37 i o.お0:<::0.037 0.0患を士札告 7O.容認:土札B号事 2.548=札145札5線全0.0560.681士O.自33O. 164士0.021 0.017会O.023 O. 023= O. 0然 0.292=0.日37

44 1 0.261士乱0430.074:!:札Olu乱0，，1土0.00事 2.500土0.117札63宮土色 057立679土色032 乱155:をな 021 立O白書=0.017 立018さと札 00君 主256全0.036
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長野線| 町議物群 57 色566乏な019O.削減加川船土0.011 1.822士O.制。、 467札幻11捌士号線40 

!脅森銭IHY遺物務 I31 I札掛川011 仏間土日鰯 0.048叫憾1.636土O鰯 O制土日脚1，441判防止
SNliA物線 13白1O. 287:!: O. 006札口87土0.004 札033二凶 005 1， 597土色0370，244士立 011 0.258土0.011 立
SN2遺物護学 2910，209=0.006 0.116さと江沢自 主076全立G口81、571土色082立716土0.0350.292ま:立司17日.

睦毘翻1 KI瀦物務 i特 10.3邸主0.010 0闘士札岳部仏協士O.OJl L隠7士札搬1.0銭安O脳10ぬ富士0.0絡む.
じTi貴物君事 1 46 I弘297こ之;乱013O. 107土0.005札053士札 01註 1. 63話会乱 104 1， 012土立 0560，73昔士0.0390.168で仕立日27立034:tO. 028 O. 024を札011 弘39骨土O.
SG溝物群 i岨 I1. 668:t O. 034 O. 778主立038在日82:を立0104. 106士0.222立202=0.014 0.699=立守25立133会0.013息詰15土立019な告27士立021 0.553全立

OKi量約書草 I3211， 371士自'.074世帯687土G告250.0巷lさtO.0063.1鈎士立 161 凪202土也君120579土0.027O. 122士0.014札告09土0.014 0.027土0.0180.518土且

jt戟鯵l 会寧域外灘!ぉi札135全仏 012仏日限ヱ0.006札017叫国 31. !l8:t弘総乱 585i"O.0お立O総土色 01守札 l品。土札限立372土乱。お札口25之江口04 0，31告主立012
跡 i書物群

ロげ| イリスタヤ 126118.欄i"2.100ι榔叫蜘札翻土弘容認幻闘士2.蹴札055:<::0.0172.716:tO.紛乱 i伽 0.01吉川3草刈i紛れ73叫悶1.674i"O. 240 
毒事務物君事

竺翌二工三三ヰピ竺:t0.盟主202土立0050.07品土日11 主7紛士号 III 乱期尚附1.331 t-O. 046刊 1そ日さ之主主ヨ7O.倒的.問問2:t立吻
平均領土様準優葦t班、 主 ガラス茸安山桜 N 在韓物鮮中ッ際溝鯵、 HY遺物群 則Ut.!J;I齢、 SN温物群"，p望丸山遺跡泌士、 KN遺物軍事止掛沢噂跡、吉S鳴物勝北滋i豊樹、

K ]i車牧草草 稿本噌齢、 UT趨斡務 内E童数週降、 Al嘩幸男群緩ノ沢濯齢、 FS章特常 務ノ沢遺跡、 SD遺物群 下総書司選壇跡、
FR溝手持群 ι東憲章構1. 2遺跡、 F司噛物線 東9雛8喧監察、 KT品物群 j主務1遺跡、 KS遺物群;.:i炉ウス4壇跡A線復
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a) Ando，A.， Kuγ剖 awa，H..Ohmori，T. & Takeda，E. (1ヲ14). 1974 comp持品ion data c鈴 th"， GJS goochemical toference sampl品 JG-lgranod:ode 
and JB.l basalt， Ge町恥micalJourηVol.8， 17o.192. 

第35表 各サヌカイトの康葉地における銀石群の元素比の平均謹と標準備楚鍾(1) 

f最 産 需主 分析 7G 素 比

費量石撃事名 総量主 K/Ca お/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Al/Ca Si/Ca 

Jt認証道 イトムカ 制立359会立自200.430土0.014O.081:r:0.006 5.884:とな223告166土0.011 立120土なれ30総3土G号30立015十G品13立013土O.ωI 0.137土品 007
h盟 山 80 0.351士0.011 住288:1:乱0100.089:<::0.005 5.064士0.1胡 0.174土0.011 0.096土佐O.古09 O. 総3士0.0290.015:1:0.012 O.古15党0.001 0.141士0.0告S

群馬県 予E 船 IU 43 札I封土0.0700.360土0.028O. 129:士0.014宮205土1.153在日80:t立0340.085:全0.014註458:<::0.082江口09士0.0100.013全邑 021号。 123土0.032

長野幾 八銭山 46 立274土0.0280.324士立010O. (自O土0.0084鋭部コtO.o05 0.104:<::0.009立l紛土立0090.581土良号33O.奇12:!:0.(同9日018土号告02O. 168土札号14

神高111襲 :1< n沢 4010.0官2:!:O.005O.265:tO.0号事 0.168エ0.00告12.406士0.3320，023土且 006O. 111土立00事 0.483土0.023O.紛争全0.0070.012土0.001 0.012念仏001
鍍阜県 下 お 93 1. 576土在 055立227士註 011 0.038土立004立766工立 0250.277士立020立031土立合13告。504:>:註024 乳母35土0.0090.052土弘樹03註革唱。士号 025

奈良嬢 三上 llJ 51 10.2郷土Oむ!o 0.215土O.(治60.071=0.0君6 4.629土0，27自 0.2告2:<::札0120.06草土0.0守90.62奇士0.0220.024士0.01号 0.01き土O.鈴1札144士O.紛争

大型雇府 奇E 象 26 0.494士号 023立325:!:旺0250.056土0.0044.060士札 1480.296全立021 立065士乱。10立706=立0250.038土0.010立023i:0.001立194乏;な009

兵翼重県 寝室繁一 お O.吾16土立総1O.254:tむ寺120.057士0.0053草10士0.1鈎 0.3毛5:t0.0190.056士0.012日制品ごと0.0260.027士O.告170.018士仏総1乱18告企O.号音?

" 第二L 24 1 0.535土0.02守 0.263:をO.総5O. 053:!:O. 005 3. 138:!:0. 1号3仕340土仕 0150.042土0.012 1.06奇士0.030札026土0.014札017士0.001 立173土0.008
甲 UJ 1 22 札300:<::0.017立154:<::0.0050.056ごを立0073.350土0，261 立130土弘0120，061:!:在日330.574工な021 持'.012士号 0070.018:を0.001 O. 159i:0. 008 

関分寺 28 1 O. 457:tO， 011 0.251土乱007O. 053:t 0朝日 3.574土0.1220.311土台 019札043士0.0160苦70士0.0330令官級:to告15O.註15土O.鈎10.1胡士号、告05
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第36表 各サヌカイトの車産地における原石群の元素誌の平均舗と襟準偏差鑓(2)
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第37表 原石産地不明の総成の綜た遺物で作られた遺物群の元素比の平均欄と模準鋪差値
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第38表 岩盤痕接地からのサヌカイト原石66~聞の
分類結果
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第41表 野安遺鋳出土黒濯吾製遺物の元繋比分析結
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ラシ思現後の先蓋辻分析結果(4)
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第51表野寝遺膝出土の黒濯石:ti器、 ~J片のE主将接地第53~祭野笹遺跡出土の下呂石(黒)お片の顕材産地推
推窓結果(縄文時代中期後葉~弥生時代)(1) 定結果〈縄文時代中期後議~弥生時代)(1) 



238 第S章 吾然、科学的手法による報告・検討

第55表野管遺跡出土の下呂石〈窯)石片の原材意地推第57表野範遺跡出土の下島石石器〔ヱアーブラシ)の頴材
定結果〈縄文時代中嬢後葉~弥生時代)(3) M装地推定結果(縄文時代中期後葉~弥生時代)(1) 

療恋愛地{磯禁容〉

分番析号 滋番料号， 主主士総じま・!言も[， 石材 語主化理豊島り |エ!ア蕗Jtプ騒ラ然ン懇く理 鏑考

品6028 121，IDベルト ，下15石〈幾) 下お(0.2%) 下8(55%) 下呂

品@2事 122. N Rl.3E S ，下8，ミ(黛) 下呂(17%) 下 8i

66告30 123， NR1，5D ，下馬:fi(累) 下段(60%) 下総

総031 124，NR1，5DS ，下8石(終) :下8(立2%) 下8(74%) ド呂

66032 12品者F土 .下呂:fi(熊} 下呂(31%) 下呂(21%) 下銭

掛033 126， N R 1， 5D ，下お石(累) 1下駅註 3%) 下呂(26%) 下 8

66034 127.ぉRl.1ES ，下呂石o罷) i 下8(55%) 下呂

66035 128， 4D II .T8お(祭) 1 下呂(7.2%) 下 8

66036 129.3C 下g:fi(累〉下g(仕4%) 下8(5.7%) 下 8

詰6日37 130.SD13 ，下g石〈繁〉 下8(7.2%) 下:5(5.2%) 下呂

66038 131.汽Rl.1配S 下呂お(liI¥) F呂(38%) f 8 

首6039 132. N畏1.2主s 下忍石く累) 下呂(12%) 下呂(20%) 下
総剖o! 133.持 Rl.3E ，子長吉石(黒〉 下総(宮，宮お〉 下呂

66041 134.2D-3D .下呂石〈潔〕 下呂(2.8%) 下8(39%) 下呂

66専42 135. N R 1. 5 D S ，下呂お(黒〉 F呂{0.8%} 下呂(5.5%) 干:5

66043 13払3H ，下8石(累) 下お(4.6%) 下広(30%) 下呂 i

66044 137.3H百 下呂石(緊} 子呂(78%) 下呂(18%) 下 8

66045 138， S DI3 ，下15E(黒) 下8(7.2%) 下賎(54%) 1下お!

6604吾 139.2H葺 .下8E(紫〉 下お(3.4%) Fお(58%) f 8 

66047 140.61 J ，下呂石〈潔) 下呂<0.2%) 下 15

部048 141. N R1.:lE S 下呂お(黒〉 F呂(0.1%) 下呂02%) 下 8

6酎，4宮 142. 8H n ，下15石〈真黒) 下15(24%) 下g(36%} 下 g

槌050 143， 7H ー下主主石(然〉 下お(4.4%) ドお(7.3%) 下 E

66051 144.鉾土 ，子おお〈巣〉 下150.3%) 下お

総052 145.2E 下8EC羨) 下8(3.7%} 下お(35%) 下 8

66053 146， N担!，3E ，下8石(詩型〉 下お(0.1%) 下15(4号%} 下呂

鋪054 147，1 E n ，下8EC祭) 下呂(9.5%) F呂(41%) f 15 

66055 148，4C .下8右(黒} 下お(札7%) 下15(34%) 下呂

66056 14弘2Fn ，下呂石{葉真) 下8(54%) 下呂(33%) 下呂

6f誕057 150. 2G!I ，下gEC黒〉 下呂(0.1%) 1下呂(33%) 下 g

第56表野笹遺跡出土の下昌石(黒)石片の原材産地推
定結楽(縄文時代中賂後議~弥生時代)(4) 

事費石畿地{織率)

分番析号 滋番料号， 出土地区・緩位.tミキす 本富語良t化1})み理事非あ畿り壊Iヱ総アωftプ暢ラ徐ン嬉く謹 やi定 繍考
66058 151，4E • FiilE{祭) 下呂(1.7%) :下呂(54%) 下 g

自若059 152.3F ，下8石〈累} |下総(0.2%) 下お

6606iJ 153， 2G II ，下呂石{議) 1に15(0.1喜多) I下呂(37%) 下呂
66061 154， NRl.4D ー下呂お(黒〉 下呂，(0.1%) 1下呂(93%) 下 Eヨ
6鈴62 155. N畏1，IE S ，下g石〈黒) i下おく17%) 下 g

66063 156，2E l下g石(島義} 下お~0.1%) I下忽(53%) 下目
66064 157，4E ，下g{ミ{巣〉 下呂(2.2%) I下呂(Jぺ%) 下 Eヨ
66065 158，排土 ，fgEC黛〉 下関下忍(62%)

下下 E呂5 
66昌吉6 159，3E .下島石(草県} !下総(36%)

トー一

鉛0671 16立NRI.I主と二工主主竺些担笠L日旦笠笠2三 gi

(語
療記墜慾〈機懇) 1 

備考…寸| ま番主料号， t色士望童館・毒事佼， 石材 本様氏化出み非滋壊 エ麗アIfl化プ軍基ラ童書γ懇く親I判定彊あり

6泌総 161. N R 1.1 E S 下呂{5 下15(15%) I T g 

1溺 )69 162. N R 1. 2 E S 下g石 1'8(35%) 下総

6，討Q70， 163. 2E Dベルト ，下自主ミ 下g(lO事長)下呂

66071い64，N R 1.IE S 下8:fj 下呂(0.3%) 下呂(2号%) i下呂

16容器721165， OD.lDベ jレト ，下約石 下尽く3.5%) 下 g

66073 1告6，N 哀し2ES 下g石 下信号(46%) 下呂

66074 1167，苦L ，下iilE 下呂(26%) 下呂(5.事%) 下呂

66075 I 1樹、 NRI.IE S 下155 下呂(7.1%) 下 8

8番目76 16弘主 RI，lE S . 下巨宝石 下15(14%) 下呂

66077 170. N R 1. 1 E S '…fl5:tョ 3下Eヨ(20%) 下呂
66078 171." R1.1E S 下gE 下呂(31%) 下 g

66079 172. N Rl.1E S ，下8石 下15(0.1%) 下8(9.8%) 下長さ

660以) 173.NR1.IES ，下呂石 i下お何事%) 下呂

日E
114， N R l.lE S 。下80 下呂(5.4)l.毛) 下呂

175， N RI， IE S ‘下8石 下呂(3%) 下呂(71%)
下下 呂E寸5I 一

176. N R 1， 1 E S 下呂石 下15(30持〉

66084 177. :-l R 1， 1 E S 下8E 下呂<0.2%) 下ぉ!

66告85 17払N畏1，1主S 下155 I f8(2.8%) f gj 

66唱86 179.:-.IRI.IDS 下さ宝石 fg(O.I%) 下島 i

66087 180，お詫 1.1E ，下呂o i下呂(6%) 下お l

第58表 野笹遺跡出土の下呂苓片(エアーブラシ)の原材
摩地推定結梁(縄文時代中期後葉~弥生時代)(2) 
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野笹遺跡出ごとの下呂石石片(エア…ブラシ}の原材
産地推定結集{縄文時代中期後藁~弥生袴代)(3) 

野笹遺跡出土の下おお石片{ヱアーブラシ)の原材
産地推定結果(縄文時代中期後葉~弥生時代)(4) 

!議 6 @主地(確率)

下関(2.5%)

F8(8i%) 

下関げが幻

下g(16%)

下:5(82%)

下15(34%)

下呂(4%)

F呂(16%)

下g(mn
fi5Ci.7%) 

下呂(46%)

下呂(色 2%)

第61表 野笹遺跡出土の安Il!議石器の原材産地推定結
果(縄文時代中期後獲~弥生時代)(1) 

分議析室ま 二番えま号4， Jj士地区・椅位司 (i対 ぎ!Ij位(確認事) 事IJ'芝 犠竜

00168 261. NRl.2E 苦i:1江主ぎ 聖fl護l¥:.入 261倣在学(62%) 聖子径N仏 261(出群 | 
6る169 ~62. N R 1. 3 E 安111お 聖子殺ト10，262(同線伶1%) 璽?鐙NO.262(巴群|

66liO 263. N R L 1 E S 安dj6 事H悲N".261(政務 開 No.2山

66111 264. N R 1. 3 D B 安;IJ fi~ 野被N().261(臨若干(41%) 宝寺君主Ku.26U也群

588611772 3 
265. N RしlES 、安:JJl雪 野笹N<O.261ft主君事(33%) 野被j¥;oゐ261(出群|

266. N R 1.2E ，安，JI告 野笹NO.261泌総(36炎、 野容，1¥0.26U白群

66174 267. N説。.28S .安111宕 野笹Nc.261f鹿若干(75%) 型子被No，26H也群

66175 1268.1¥殺し3ひB 安111岩 聖子笹;;0.261総務{お1>毛}
一野野竺桜竺Nへニ261"

蛸 i 

国ト

M

川川

指

78凶8 摘269.N R →E目 . ¥1<1 安安魚魚れ川山

里F径7ぜ山総1{患雲寺(4主多記) 26';'註都;

11岩 野笹?中、 261イ車総(司5%) 理f¥!!l¥o.261'告訴

11岩 聖子君主No.27111宣言干(65%) 野被No.2711控室学

Jl岩 聖子湾対0.2611也専草(事5%) 際機t¥o詰611設雲寺

liをき 聖子澄No.261他群(22%) 野野綾被災N札0.2611喪主草

I1岩 聖子滋N(J.271f古鮮(31%) lf患主主

00182 275. N R1.5C B ‘安llJ岩 害fl室1¥0.2711也君宇(59%) 事予務災 Z1l1匙苦言

告己183 276. S D14C 司安111岩 野蛮Nη26lf由群(56%) 妻子苦言?主人 261!協群 i 

661射 277. S B 26 安111ぎ 野笹N，】 261他群(90%) 聖子綾子¥0.261的鰐 l

66185 27札3E 宅変lli岩
ト一一ー

00186 279.NRI.型軽土 移変i打者 事樫No.261i也君き{品作品〉 野綾町 261他者下

00187 280. N R 1. 3E 安lli宥 害予笹No.261i也君幸(87%) 害H草No.261糊l併

十寸出6100 281. S K08 変1I1岩 二上111(38%) 二二上111

副6189! 282、8[ ，茨Il!B 野笹Nι1.2821主務(83予，，) j1f鐙No、282的意?

66190 i 283.百R1. 5D .篭'，11溜 型H在日υ。2821密書草(28%) 併殺No.282i古若干

66191 i 284.刃R1.1 E S 後1I1草子 l 上山(3%) :二上山

66192 285. N段2.1 資llJ-'5 堅H震予¥0.271述書手伝2%) 野笹No.2711悲喜孝

66193 286. N fそし 1 S 可証LLJ)5-i ヒdJ(27%) こ上山

守 661宮4 287.出廷し lES ， ¥1<1:Jミヨ

4己i告5 288.誹主 安 一…iニ，1，(35%) i二上w
661争記 2昌弘主主1.1E B . 安心主ヲ 撃手後 289(lt!1!'t(30%) 野護No、28台後書草

IS619i I胤 2Err ， 安dlをな げ?途不0.2昌吉{也群(30%; 野湾お0.2891吉野

第62表 野笹遺議出土の安山嶺石器の票材産地推定結
果(縄文詩代中期後藤~弥生時代)(2) 
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第 6章考察とまとめ

1.地形と環境

完新世iこ形成された段丘

今回の調査で、本遺訴が立地するL4の設丘の段丘磯踏の車上から縄文土器が4点出土した(第3

0 これ告の縄文土器は詩期を特定するのは樋難であるが、縄文時代中期頃のもので£る可能性が

口雪、

r<>J"・0

また、本遺跡のL4面上で出土した遺物すべてを蕗認すると、 I期とした縄文時ft中期後半め遺物

(408-410)がもっとも古いもので、それより古い遺物は確認されていない。

冬らに、第3簡の地形じま分と遺跡の分布を見ると L4面上に立地する選誌は、すべて弥生時代以降

のものばかりで、縄文時代やそれより古い遺跡の存在は報告されていない。

これらのことから、 L4の段丘は、縄文時代の始めにはまだ段丘イとしておらず、持I11として機能し

ていたことがわかった。そして、 1期の縄文時代中期後半頃;こようやく人間が生活可能な状態になっ

たものと考えられるO そのため、美濃加茂盆地内の5留の抵位段丘の向、抵い方の 2面の段丘 (L4、

L 5)は完新世に形成されたものとわかった。

従来、河岸設丘の形成は、完新世よりも古い時代と考えられていたが、埋蔵文北財の調査が盛んに

行われてきた結果、完新置に形成された段丘の存在もわかってきた。間接な例として、岐阜県の!日強

，u村の遺跡群や〈綾車原文花揖保護センタ- 2000)、新潟県の興三面講跡群(新潟県朝日村教務委
員会 1996) 下部の段丘からは縄文時代の遺跡が発見され、それより友部の段廷で!日石器持代の

遺跡iが発見さFれている関が報告されている。

嵐成堆穫

地山層の観察や粒度結成〈第5 2節)の結栗から、地山とした砂麗の上部は、嵐による堆積で

あることがわかった。これまで内離部での損成堆積}蓄の報告はほとんどされていない。しかし、現を

の再引を同じ観点で観繋すると、小規模な河)11でも、場所によっては践によると思われる砂の土佐獲が

普請に確認できる。したがって、大規模な荷川の周陪では、思成堆穣麗は、普通に梓在するもりと

えられる。

これまで、我々は内陸部の段丘上の遺跡の調査では、有機分を含まない砂崩が出現すると、これは

昔の河川による水成堆積だからこれより下に遺訴は寄在し江いと考えてきた。しかし、麗成堆積が内

陸部でも起こりうるということであれば、これ以上下には遺勝は存在しないという地山面の薙定によ

り慎重な態度が必要になってくるだろう。

今回の調査で、 DlRのSD21は、覆土の色が地UJと酷似していたため、演出が倒難であった。この

ような現象も砂黄土の開けた地形の議跡では、思成堆積によって容易に起こりうるものだという認識

が必要になってくる。

なお、現木関I11の持味を見ると大きな穣や第三紀の岩盤が露出していて、その風景に見潰れた目に

は本遺跡の 2mにおよぶ砂の堆積が異常なように思える。しかし、現河川はダムができたために砂が

読されて現在のような状態になっただけであり、自然な柑111の状態では大量な酵の堆積が存在したの

である。昭和初期のこの地域の写真を見たり、今渡ダムが完成する以前の木曽I11の隷予を知っている



方に聞くと、砂丘状の地形がこの近辺の

2.遺構と漬物の変濯

11の河環に

各期ごとの議構と遺物の変i撃を議観してみたい。

1-3期

241 

していたことがわかる。

遺構は、住居跡、と、自然流蕗 (NR 1下層)が検出容れている。投招跡は一つは時期不明である

が、もう l軒は 2期のもので、流諮についても出土する土器は 2期のものがほとんどである。遺物全

体で見ても 2期に一つのピークが見られる。

4-5期

この顕は、遺物は兇られるが、 j議講iま権実にこの期になるというものは確認されていなし、土器は

自然流路(おR1上層、 NR3、N設5)を中心にまとまった出方をしている。この鶏誌、集落は近

くに存在し、調査地内は採集地として利用されていたものと考えられる。 1000本以上の打製E斧が出
し、しかも

れる。

6議-11期

ものより欠損品の方が大嫌に出土していることがこのことを裏付けていると思わ

6期の終わり-8期のはじめに一つのピークが見込れる。特に 7期の遺物が最も多く出土してい

るO 遺構も松菊需型類似の控居やJ章憧纂という特殊なものが見つかっており、当時この地域の拠点的

な集落の一つがここに存症していたものと思われる。

9期という空白期の後、 10-11期にもう一つのピークがある。特にD区の茜端で住吉跡が集中して

換出窓れ、当時の集議がここにあったものと考えられる。遺物は、 i議構から良好な一括資料が出土し

ているが、包含量等からの出土量は少ない。

12-14期

日期の特に 6世紀末-7世紀に遺構と遺物が集中する。遺構はfi居跡がA・B.C!Zで23料集中して

検出され、当時大捜模な集落がここに存在したことがわかった。この集落は、 6世紀末に突然出現

し、 8世紀まで続かずに終わってしまう。そのため、この集落の成立には、政治的な力が働いていた

可能性がある。

住居はどれも北側の袈rJ暗中央に竃を持つ。そして、務干の桝外を除いて、竃を持つ側壁が、 A.B.

C区とE区の境にある段丘鰭とほぼ平行となっており、段窪が、技銭安造る擦の伺らかの規制とな

っていた可能性がある。また、下の段丘に技館が重なり合うほど密集しているのに対し、上の段丘に

はこの時宍の往問が全くなかった。その理岳としては、下の段託は、段丘療から飲料水の擁保が容易

であることや、計額的な集落の立地であった可能性などが考えられる。

本選長年の南東iこは、非法三子墳群と呼ばれる後期古墳の群集墳があり、集落域と という関保であ

った可能性が高い。

時期

この娯では、敷石議構のある大溝 (SR 1)が特筆される。これだけの大規模な撞設を作っている

ので、河らかの建物が付近にあったと認、われるが、この遺構と対応するものは明維にはわからなかっ

た。おそらく SRlの爵沼にあるどット群に、対応する遺構があるものと患われる。

S R 1 辻義くは使用されず意留的に埋められ、後は水間帯Ij揺していた可能性が高いことが土麗観懇
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や、プラント・オパ…ル分析から明らかになった。その時期は12世紀墳と推定されるo 12殺紀は全国

的に台地の大規模な土地開発が始まった持期であり、 SRlはこの開発により消滅したものと思われ

る。

D罷SD5が渥敷の区霞識である可能投が高いことはすでに述べた。この区画溝と、 SD6、SD

8は東西方向に平行にのびているため、道路遺構である可能性が高し、。授に遵路であるとすると道路

橋は約6mとなり、かなり大規模な議路となる。ここでは可能性を指摘するだけにとどめたいが、

後、付近の調査で時様な類例の増加が期待怠れる。

時期

この期のものと思われる溜構は多く、遺構の切り合Lゆ〉ら、前期と後期の 2時期に分けた。前期

は、 A・B.C区の部艇に礎物があったと考えられるが、全容は不明である。しかし SD16、SD17の

と質から屋敷跡が存在した可能性が高い。地にもD区の西側、 A・B.C区の中央北簡に SX

やSA、ピット群等の遺構が挽出されており、何ちかの建物があった可能性がある。

後期の遺構としたもの誌、道路選撞である。切り合し、からf告の16期の濃樟より新しいが、理土から

出土する遺暢から16期よりも新しくは江らないと思われるO 検出された道賂遺講を遺跡全体で見る

と、一部誠査区外に出ていて不明だが、ょの段丘から下の段丘へと…続きになった道賂にみえる。

17期

中世の遺物が、質、量ともに大量に出土しているのに対し、近世の遺物はほとんど出土していない

のが今回の調査の特教の一つである。このことから、この期立降は謂護区内は隠註域としてではな

く、耕作地として使われたと考えられる。大援に検出された苧大と思われる土坑の存在も、このこと

を襲付けていると患われる。

調査認内を通る市議の下から検出された暗渠により、この道路は明治期に造られたちのとわかった。

従って、現代の調査区付近の土地平IJ請の形態は、明治時代以降大きく変イとしていないものと思われる。

3.石器をめぐる鵠問題

石器組成から箆た特徴

今回の調査で出土した石器は、特殊な組成をしている。ぞれは打製石斧や下呂忍の:fi核の出土議が

勝大であるということである。これらの石器はNRIからの出土がほとんどであった。ここから出土

している土器から、持期は縄文時代晩期から皆、生時代中期初頭と考えられ、その当時NR1は、不要

物の投棄場になっていた可能性がある。

打製石斧の出土量が多く、しかも折損品の割合が完形のもおよりも多いことから、ここで採集や簡

単な栽培がなされていたと考えられる。また、石材が木曽JI!で容易に採取できることも出土;撞が多い

理由の一つであろう。

下目石の円礁の石核が多いことは、このt患が下呂おの二次的な産地として機能しており、木曽川の

鮮にある遺跡という特徴を表していると患われる。

ただし、大きなかj川の畔の墳跡としては、石錘の出土騒がさほど多くなし、

下黒石について

下呂五の円諜の石核に剤極につぶれが見られるものが多かったことから、小さな円離から石器に利

調できる剥片与を何とか採取しようという苦心が伺われる。そして若手ではあるが、ード日石の露頭近く
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で採取したと盟、われる石核の存在とその石の葺が良野であったことは、近くで下呂石がたくさん拾え

るにもかかわらず、良質な五材在確保するために箆頭やそのjftくで採取3れた石核も入手していたこ

とを表していると思われる。

下呂石は伺擦の方が感化が激しく、露頭近くで謀醒したと盟、われるちのはあまり楓イとしていなかっ

た。そのため、下呂石でも露顕によって石材の質に差があることが予想、されたが、藁科Eえによる蛍光

X線分析〈第5章第7酷〕では両者安明瞭に区別できるような差が見られなかった。このことから、

二つのド日五に風化の差が見られたのは、空気中にさらされるようになってからの時間差〈数万年の

オ…ダ…と盟われる)が考えちれる。

弥生時代の右器について

今自の調査で出土した石器はほとんどのもむが包含騒や谷から出ているので、時代が特定できない

ものがほとんどであるが、弥生時代の石器と考えられるものが多く出土している。粗製剥片石器、有

肩頭状石器、靴形石器、第製石告丁等がそれに当たるO 半旦製ませ片石器iまその名称の問題点が指摘され

ているが、この程器があまり定型化されておらず、認思形態も摂用按分析で明ちかになりつつあるが

まだはっきりとわかっていないことが多いので、愛知県朝日議跡の報告(愛知県埋議文化封センター

1993)にならい、この石器の形状からこの名称、で報告した。校野(1993)が時F巨内の擢崎遺跡の報

告の中で i;j¥型底縁刃忍器j としたものは、これに合まれると思われる Q この石器に特に注関するの

は、まず第ーに磨製石告了の出土援が少ない東海地方では、この石器が収穫呉として利用怠れていた

と考えられることである。

そして第二に、詮野も指捕しているように、この石器がす7製石斧や事j片と区別が国難で、毘逃され

やすい可能性を持っていることである。この地域の弥生詩代の遺跡ではこの石器は普通に出土するも

のと考えられ、この石器を正確に抽出していくことはこの地域の弥生時代の生業を考える上で重要と

患われるO

4. 自然北学分析から

竃石の1:l材について

本調査で検出した竃は、ほとんどが「サパjと呼ばれる軟質な凝炭質砂岩を寵思していた。特に竃

の両袖の上に水平に置く f天井石jはすべてこの石材であった。これは「天井石Jは薄く平たいこと

が要求されるため、柔らかく加工しやすいこわ石が問いられたものと思われる。この石材誌第3紀前

期中新統の端j良勝群ぉ堆論者と患、われ、美護加高市から時克市、瑞浪市にかけて分布するものであ

る。本遺陸、のすぐ下の木曽川iにもこの蕗頭が存在するが、明治期には可児市ではこの石で寵を作り流

通していたという。そのため、本遺跡で護用されている軟質岩石がどこかち持ち込まれたかを特定す

るために、本遺跡の議石と周辺域から採取した岩石を偏光顕撤鏡による観察を試みた(第 5章第4

簡)。結架は本選跡から最も近い木曽JlI河床から採設したものがもっともよく類部(していた。本遺跡、

では近くの木曽川lからこの石を持ち込んで竃石としていたものと盟、われる。

本遺跡から 2k汲~t酉にある思i崎議跡でも議の「天井石」に同様の軟質岩石が事Ij吊されていたことが

わかっている(岐阜県文化院謀議センター 1993)。対岸の宮之脇遺跡群や牧野小山遺跡で‘ら竃の捨

にサパ石が用いられているという報告がある〈可克市教脊委員会 1994、岐阜県文花時保護センタ

- 1998)。しかし 3脳北に為る佐口遺跡では謹に石を使用していないことが報告されている(岐皐
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県文化封保護センター 1999)。これらのことから、当時看護に穫期した石材については木瞥)11 近辺で

見られるものの、広範囲に流通していないことが間われる。

石器石材の産地分析について

本遺跡、から出土した石器の石材について産地分析を試みた(第5章第7節)。その結果、黒曜石は

すべて欝ヶ鵠産であった。同様の分析を、藤橋村 (1日徳山村)戸入村平遺跡、で行った結梨〈薬科1994)

では、霧ヶ時躍のものがほとんどであったが出土豊は、本遺跡に比べて少なかった。このことから、

霧ヶ鴎に近い本遺跡はより逮い戸入村平遺跡に比べて累曜在が多く入ってきていることがわかる。ま

た、戸入村平遺跡では、神津島や伊豆半島柏峠産の黒曜右もあり、複数の産地の黒曜石が入ってきて

いたが、本遺跡、では霧ヶ峰のーカ所だけであった。

1マ呂石、サヌカイト類では、下呂石の佑にも、ニ上出産の-tj-ヌカイトも入ってきていることがわか

った。そのほかの安山岩類で辻、政地がこれまで特定されていない 6つの野笹濯物群ができた。これ

らの安山岩は円礁の表皮を接しており、下呂石やサヌカイトほど轍蜜ではない岩石で、同じ木曽川iで

採集されたものと想定していた。この結果から木曽川流域にこの石材の産地があるか、円離として遺

跡に持ち込まれたかの二つの可能性が考えられる。なお、肉般観察ではこの野笹造物群とされた安UJ

いた石器の麓はあまり多くないと，官、われる。

安山岩の!今、…点が大阪府心向出遺跡、で使荊された向出No.49遺物群に同定された。この遺膝では

下呂石製む遺物も使用されているということなので、交易の一つの経路が明らかになったといえるo

i おわりに

土器群について

本調査で一番の成果となったのは、各時代のま:器が大量に出土したことである。特に、縄文時代中

期後葉、弥生時代中期初頭・後期、 6~7 世紀、中世の土器群は、かなりまとまったものであり、こ

の地域の基準資料となるものも含んでいる。しかし、著者の力量不足と的にそれらをまとめるのにふ

さわしい研究者がたくさんいるので、ここでは報告するにとどめたい。

キーワードは「河岸段丘Jと「木曽JIIJ 

こむ遺跡から見つかった溝や自然流賂等の水線は、段丘崖からの湧き水と考えられる。これらはす

べて東から西に流れており、埋没磯堆によると思われる徴地形に影響されていると考えられる。こう

した梯き水は木曽川本流や飽の河J11と比べて水量が安定しており利用しやすいものであったであろ

う。本調査で見つかった議講の立地はどの時代のものも段丘躍からの携水と関係があると恩われる。

弥生時代初顕の東海最古といってよい遠翼]11土器が、濃尾平野の低地でなく内睦部に入った本論鉢

から見つかった。この土器が入ってきた経路は陸識の可能性もあるが、木曽川の水上交通による可能

性の方が高いと思われる。また、$t!t後期のよ章構からは、海難巻員のアカニシの貝殻が何点も克つか

っている。員の同定をお[頗いした日本良額学会会員の後藤常昭氏によると、アカニシは内湾に生思す

る貝で、大型なことから食用にされるという。民殻には;焼けた跡があるものの、漉いた後か生きたま

ま本遺跡に持ち込んだかはわからないが、この民の連搬も木諮問の水上交通に関採するであろう。

そのほか、この議跡の特畿の一つである下呂おの石核や打製お斧の量の多さも石材の供給源の木曽

} 11とは切っても切れない関係がある。

このように、本遺跡の特績を諮るキーワードは、 r~司淳設丘」と f木曽}IIJ である。
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